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夏目が石化生の靈前に獻す 



















































































ホ：：：のかホの巧である。！人の下人が、 ml 生巧の下で兩やみをがつてむた。 

巧い巧の下には、この巧の外に誰もなをい。唯、巧 冷 丹をのかげた、大き 
な 助な に、 巧巧が】匹とまつてゐる。晨生巧が、朱ホ大巧にあるな上は、こ 
の夕の外にも、巧やみをずるホ々をやが烏货すが、もぅーニニ人はわ A さぅな1 
ものでわる。をれが、この巧の外には誰もなない。 

•巧化かとるふと、この一三一一 年、 巧都には、化巧とかを度とか乂ホとか巧な 
とかをふぶがつ^いてをつた。 を こでみ中のさぴれホは】 巧ク でない。ぶ記 
にょると、 佛化や係みを打碎いて、をの丹がついたち、を巧の巧がついたら 
した木を、路ぶたにつみ巧ね V "巧の巧に賈つ V むたとをふホである。み中が 












をり寞であるから、巧誇の斬 ig などは、元ょ Af がて、ががた 
つた。するとを0荒れ果てたのをょいミして、恥がが巧む。ががミ。 
とぅとぅしミには、引板ろ手のない死人を、ミ巧へ 持つ て 
巧くと；ミ基さへほホた。そこで、が曼をくをると、巧でもか心 
をがるがつて、こ《巧0驚へはぞみをしないホじなつてしまつたりでら 


ミ^で义巧が s からか、たくさ堇クてホ《〇も邮かると、をの巧が 
何 巧とをくミがいてない 擊 のますをがさながら、飛びま 
みに巧の まを が;，をけであかくをるをは、をれがかかをミたやぅに 
はつきらちえた。巧は、みを•巧の上にある則がみを、味みにホるのであ 
る。— 尤も 今 H は、巧限ががい甘いか、 I 巧いちえない。巧、* g パ、*がれ 










か、つた、さうしてをのおれ目においをのはへたる巧の上に、巧の 巧が、 點 
々と白く こぴク ついでわるのが巧えるリ下人化となわる石巧の】巧上の巧に 
巧ひざらしたがの巧の 妃を 巧を V 、 わの巧に化ホた、大きな面巧をなにし な 
がら、ぽん やろ、 巧のふるのをがめてるるのである。 

作も化さつき、•「下人が兩やみをがつ てむ た」と巧いた 0* しかレ、下入は、 
雨がやんでも格別どうしょうと一 K ふな V はない。ふだんなら、か»、主人の 
家へ時る 可きをで わる。 巧がをのま入からは、 の 五 H がに巧を山された。 が 
にも害いたやうに、常時巧巧の巧は一通ちをら中をなしてむた。今この下人 
が、 永年、 巧はれ ViQ たま人から、暇を曲されたの も、 この巧かの小さなが 
なに外をらをい。だから「下人が巧やみをかつてゐた」と云ふょらも、「雨にふ 
ら こめられた下人が、 巧き 所がな< •て、 を方にくれ V わた」と一 K ふ方が、巧 











^ である上、^をが f ルからすこちを，の下 ep * 
いに^?た。まが下らからふぶした受、ホもるけしきがミ 
I 下人は巧を巧ぃても新 - f 明りのおしをどうはかしょうとして！ 
IKf とうはもをらミが^、どうじかしょうとして、とろとめもな心が 
へをたと*をがら、さミから載がミる南の音を、閒くともなく聞ぃ 

を、整 i ? をつ、乂で*、 S くから、ざあつと—せをつめてホる。夕 
こ'はい ry い’て、をげる"、門—が、 i をした f 
»巧たくうす時い裝をまへ てむ る。 

度いいらけミ、イじかする巧化は、慕をミでゐる繫ミ 
巧丢ゐれば、.重《下か、道ばた《ま上で 、 gf する ばか A である。 




さクし V 、この巧の上へ持 ov ホで、犬のやぅに & てられでしまふばかちで 
ちる。巧ばないとすいば I T 人の考へは、巧巧も同じ化を化伯した属かに 


やつとこの巧所へ SV した〇しかしこの「すれば」 は、 何時までたつでも、 • 


し AWA £^< 1 V 

お局「すれげ」でもつた••下人は、手巧を巧ばないといふがを肯をしながら 


t クでい 


この「•すれげ」のかたをつける巧に、當 が、 をの後に來る巧さ「&人になる ょ 
も 外に i ががない」 とを ふ♦を、巧 A がにせをずるホの、巧おが山 t になた 
のでわる。 

下、 i 、 大さな巧ピしで、をれから、大巧さうに化上つた。夕冷えのする 
巧都は、もうが W がなしい程のをさである。 a は巧の巧となとの閒を、夕曲 
と共に巧慮なく、かろのける。丹が•のなにとつ V むた 巧が も、もうどこか 
へ巧つ， V 心まつた。 . 


わザ 









下人は、巧をちぶながら、山,^の接にミた、かの巧の肩をがくして 
巧のまはもを f はした。を •のまない、 入 目に か、 る巧のを い、 一 
化ねられさうな巧かあれげ、 をこで t かくも、がもかさうとあつたから 
である。す，^と、ホ巧の上もへ上る、がのミ、之もサををつ 
化ミた。上 fllf 。 《はしても、どうせをばかろである。 I 主、 

そこでちを差怒まが霎らないやミなをつけさら、が 

はい々ぶを、をの望。一がの段へふみかけ々。 

^♦れら、何々か。の C がである。窒巧の樓の上へかる、齡の巧いがすの中 
度-一人のま、*ぶう化身をもぶて、 f 巧し まら、 至彰ド- 

^つミた。^ の 上から さも《がが、 かす. かに、 をの 巧の ホの がし 
てるる。巧い致の中に、 • ホ<•を诗 つ 品がのみる がで わる。下入は、始め 


から、この上にむるおは、心人げかみだと巧をおつ V むた。をれが、が子を 
二一二巧上つ V 見ると、上ではなか乂をとぽして、しかもをの化を其な化なと， 
»かしでわるらしい d これは"をのぶつた、黄いろいホが、巧々にか巧のおを 
かけた天井芙に、ゆれながらげつたので、すぐに，でれとかれたのでわる。こ 
の；かの巧に、この巧生巧の上で、かをともしでむるからは、どうを唯のホで- 
はなぃ。 7 

下人は、がちのやうに化ををのすんで、やつとをなが子を、】巧上の踩3 
で巧ふやうにして上ちつめた。さうしで巧を W 巧る丈、牢にしながら、巧を 
がホる丈、かへ阳して、恐る巧る、巧の內をがい V 見た。 

見ると、がの內には、巧に M いた通ク、巧つかの屍おが、無を作にがて、 
わるが、化のホのぶぶ化曲が、おづたょ A がいので、がは巧つともわからな 




レ < 唯- 


がとがあると一*^ふ。みのは、を"'寸じ巧のちがと、势物を蒋たな 
f 力、あると玄もである。を、中化は々もぶもまじクてゐるらしい。ゴ 

い4^、い!は r を-^,^，'を、を—た人閒だと云をさへおは 

いろ *^2 てお—おのやぅ化、。をミホを徑ばし々 らして 

;^い•に U が i 《•しかも、巧4とかの巧くなつてむる 

しなパ*'^*^をぅけて、化くミてむるがかのがを一が麟く 
しをジら•永久に反のかくが つてむ ミ。 

下人は、を：!'! f 屏なを W したおおに思はず、がを巧った。しゎし、を 
の手は、— r には、もミを—をおれてむた。 n ぃ g , いい 
巧このま sK 《をおミしまつ《からで至。 * 

下人の化^をぶ、は i て、款がの中基っミる人閒—々。が 






陽がのを巧をがた、巧の化い"がせた、郎お巧の、猿のやうをを婆でわる。 
をのおおは、おのすに乂をともしたがの木片を持つ V 、をの屍おの】つの巧 
をがさこむやうに脈めでむた。おの毛のおい所をおると、夕み女のおおでわ 


下人は、 六み のが^と 巧みの巧ホむ とに 巧かされ V •巧巧は巧吸をずるの 
さへ总れ V わた。巧祀のががの脂を悅られば、『頭みのをも太る」やぅにがじ 
たのでわる〇す ると、 をが成"がの木片を、化おの關に铺しで、をれから、々 
ぇで祝めてむわおなのをに1>^5^をかけると、了巧、がのおが猿の子のををと 
るをぅに、をの長いがの5^1を一本づ、巧きはじめた。をはホにがつてがける 
らしい〇 

をのをの毛が、一本づ、がけるのにがつて下人の&からは、巧饰が少しづ 


r 














I ホ r い? •'，•111 をし もが 

もる！。：'た Lh : 西 H が 

::'。西ぃ^:ぃ：：：ぃ辜 

X は、巧 — la 巧を h ^ ur ::;; こ々の^がる 巧ら く 

n :。’ I 《をち 碧*— ミ’？ V を h て d 


て' TR : y:f 

下人にとつを、含 g の r 、 •プタ 


の g ホ巧の止で' 


巧乂のをの毛をか. 
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るふホが、ミれホで巧に £ す可らざるおでわつた。かを下人はさつきを 
自ホ が、.を人になるおでむ た# なだは とうに 忘れてわるので ある。， 

をこで、下人は、が力を入れ V *、いきホろ、が子から上へ巧ぴ上つた 
さうし yj が5^が.太刀にホをかけを•から•が脱にち巧の前へホみょつた。ち巧 
が巧いたのはをふをもない。 

B おは、】目 F 人を見ると、3るで巧にでも巧かれたやうにがぴ上クた U 
r わのれ、どこへ巧く。」 

下人は、を婆がが!^につまづきながら、巧<ふためいでをげようとする巧 
手を塞ぃで、かぅ2^がた。ぉぉは、をれでも下乂をクさのけて巧かぅとずる 
下人は义、をれをがかすまいとしで、^しもどす。二人はおなの中で、巧、 
無言のま、 


し t ク tt い > > 

つかんなつた。しかじが化は、はじめから、わかつてわる下 


I 


♦ 








> 


い，とミ害 《 f つか丢、お？ V こへ^ g 」 た。 T 巧、がの 
がのやぅな巧と皮ぶか A の度である。 

「阿をしてら一た。さあ何をしてゐ《。るへ。をはのとこれだどょ。」 

下人は、老婆をつきかずと、ぃき f 、 宗のが 我 
をの i へついつけた。けれども、 if ゐろが， hu い 
い^^て、巧で息を巧をがら、ぉを、 g がが g がかへ化さぅ 

巧が、—い寡を f まおされてミとミ^;; I い; 
のミ^今まではげしく がえ ミ系お。を！：がの田ミ 

H のて'しいいパ ir つ—、お、が f "、 是—に^か 
た A のまら々な得惠と置とがをばか4である。をこで、下人は、が 
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& を、見下しをがら、少し巧をホげてか夕云つた。 

「己は が がが がの巧の巧人などではをい。今し方この巧の下を通*®' か、 つた 
化のをだ。だからお前に 81 を かけて、 どうしょうとをふやうな申けをい。巧 
今巧み、この巧の上で、俯をし V 居たのだか•をれをむに話しろへすればい 
いのだ。」 . 

すると、を樂は、が^いてわた巧を、】#!がさくして、ぢつとをの下人り 
疏をを守つた。聪の ホく をつた、肉をちの やうを、 錢い脈で見たので わる。， 
をれ から、 化で、巧、 みと一 0 にをつた 巧を、 何 か 物で" ^ A んでむるやうに 
巧かした。巧い がで、 尖つたがが敌いでむるのがおえる。•をの 時、 をの巧 
から、 がが巧くやうな巧が、巧 ざ巧ぎ、 下人の巧へ傅はつでホた。 

「このおを巧い V な、 この女の a をない< な、 g にせうと思うたのぢや。」 


I 
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下人は、を婆のをがが外•平凡なのに失叟した。さうして失巧すると间時 
に、义巧のせ雜が、がを化なと.一しょに、，むの中へはいつ V 來た。すると 
をのおを が、 先ホへも通じたのでわらう。ちおは、片手に、3だ巧なの巧か 
らおつたおい巧け毛を持つたな ク、 巧のつぶやくやうな聲で 、口ごもち なが 
ら、こんなホををツた〇 

は巧、巧人のおの毛をがくとをふホは、おい♦かもみれの。しかし、かう 
をふ巧人の多くは、ををの位なホを、され V もい、人閒げか A である。巧 
. K 、 自 みが今、おをがいた女などは、蛇を四寸ばか クづ、にかつ V 干したの 
を、卞かだとをつて、太刀巧の味へに巧つた。巧おにか •、つで 巧ななか 
つたをら、今でも巧6にがつてわたかもしれない。しか A このんが責る卞 
かは、ががょいとるふので、太刀巧たもが、かかさやお"かに貝つてむたので 
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ある。白みは、この女のしたがが & いとは巧はない。しなければ、 tt 巧をす 
るので、がががを<したがだからでわる。だから、 义 今、 自か のしでわたホ 
もないホとはがはない。これもやはらしなけれぶ、 巧 巧をずるので、 化方が 
•をく するホだからである。さぅし V 、 をの 化 ホがない巧を、ょくかつでむた 
この々は、， U みのずる巧をがし V くれるのにもがひないと 思 ふからでわる。 
—老婆は大 E こんなをかのホをちつた。 - ♦ 
下人は、 太刀V 柄にわさめで、をの 太刀の 巧を 左の取でおさへ をがら、 冷 
化として、この話を脚い V むた。か論がの軒では、ホく がに 度を持た大きな 
巧随をがにしながら、閒いでむるのである。しかし、么を脚いてなる中に、 
下人のをは、她繁が 生 ミてホた。をれはさつき、巧の 下で この巧に 
かけ V なた 巧乂で わる。さぅしで、 义 さつき、この 巧の止へ上つ て、 このを 
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r ク 


逛を捕へたがの巧氣とは、をが、なおなホ向に孤かうとずる巧なである。下 
人は、が化をずるかな人にをるかにがはをかつたげからではをい。をの時の • 
この巧の，心ももからをへば、 巧 巧な どと るふが化、が、 が！ へる単さへ出來夕 
い巧、を翰の外にをひ闲されてむた。 - " 

っ I 

「ミつと、 さう か。」 ‘ 

お婆の巧がをると、下人は巧るやうを巧でをを巧した。式うして、一 S 齡 
へ出ると、不怠に、わのでを巧巧からがして、を婆の斯！1!|をつかんをがら 
かうをっわ。 - 

「では、ごが引制を しょうと 化りまいな。じ もさろ しなければ、巧巧をずる 
巧をのだ。」 

下人け、すばやく、お婆のを巧をがぎとつた。 ，でれ から、 がに しがみつか 
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うとす るを婆を、手おく：^がの上へお巧した。が子の口までは、化に五ホを 
巧へるげかもでもる。下人け、がぎとつた檢肌色の巧物をわきにか、へて、 
また、く問にをなが子を巧の化へかけ下らた。 

僻 w < 巧んだやうに倒れてゐたお婆が、お巧の-^から、をの獻が巧をおした 
のは、をれから間もなくのホである。を進は、つぶやくやうな、うめくやう 
を巧を立でながら、今だ燃文てむる化のホをたょりに、巧子の口まで"這つ V 
巧つた。さうし V 、をこから、巧い白をを巧にして、の下を现きこんだ。 
外には、唯、黒满みたる化があるばかもでわる。 

す人は、巧に、おを目して、巧都の师へ强♦盗をがさにないでむた。 ♦ 

-巧年-巧- 
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をう ザ， ^巧づ 












































がおが i の踞•とミへげ、池の化でからないおはをい。をさは五六寸ゎクで 
卜：巧の上から辦の下まですつてなる。形は元も化も同じやぅに太い。をは^ : 
•細おい胳詰めのやぅなげが、ぶらとがの攻小からぶら下つでむるのであ ^ 

る0 ^ 

直十 巧を がえ.た 巧 供は、 龄 is のを かい、 が S 獻 i がの 巧に巧つ ゎ今り まで i 

巧，むでは始終このがを巧におんでホた。か論な巧では、今でもさほどなにを 

らをいやろを齡をし V ず夕 してむる。これ 化がなにを巧の巧丈をが仰ずべき 1 

倩がのみで、みの也&をずるのが恶いと思つたからばからではない。をれょ 

ら等、が於で巧を乂にしてなるとをふ巧を、人にかられるのが^だつたから ん 













である。內供は H 常の巧おの中に、 をとを ふ蘇が 出て がるのを 巧ょ ろも巧れ 
V むた 0 

巧供がみを持てわまんた理由 lill つある。——一つは 巧 巧的に、みの長い 
のが•不巧だつたからである。第】化をなふ時にも巧-^ではをへない。巧クで 
夕 へば、をの先が巧の中の化へとかいてしまふ。 を こで巧が 化お 子の I 人を 
巧の向ぅへ座らせて、化をなふ闲中、巧さ 一 寸おさ 一 一尺ぶ かちの 巧で、みを 
持上げてゐ.て巧ふ與にした。しかしかぅしで化ををふとをふ歌は、持上げて 
むる ホ子にとつても、持上げられて むる巧 供にとつても、みして巧みな巧で 
はをい。】巧このを子の 化ら をした中®子が峭をしたがずに手がふるへ V 、 
巧を巧の中へがした薛化、が時ぶ都なでおがされた。——けれども么は內供 
にとつて、みし V ををちに巧んだ恥な®も C 策ない。巧供丈 R にこり HI にと 
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つて 巧 けられる 自が•心の巧にをしんだのでん る。 ， 

地の巧の肿の巧は、かう去ふがをしてむる巧み內供の巧に、巧供の がで な 
いがをががせだとミつた。あのをでは誰もをになる女がわるまいとおつたか 
らである。中には 又、 わのをだから邮がしたのだらうと批がするをさへあつ 
た。しかし內供は、かみか僧で A る巧に、^かでもこのをに•供されるがが少 
くなつたとは思つてわない。內供の自巧 かは、 妻巧とをふやうなお巧がをお 
巧に だが される巧には、がらに •チブ ヶィトに出 ホで むたのでわる。をこで巧 
化 ハは、 巧 お 的にも觀が 做^も、 このな ぶ也の穀がをが 斬しょうと 就みた。 

第一に巧供のおへたのは、このがいみをが巧 W 上に巧くおせる方化でわる 
之は人の巧無い時に、齡；へ•向つ で、 いろ^^を巧巧から顔をかしを がら、が 
もこ?^ がをならしてなた。どうか中る と、 がの位巧を化へるだけで 化、 まも 
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が出ホなくなつて、 が 杖をついたら啟のホへおをあてがつたらして、 巧 我よ 
く おをがいておる が もあ 0た。 しかし自がでも滿足する 巧、 がが 叛く おえた 
ホは、是3でに唯の j 度もない。時によると、舊 >むずれげずる巧、巧でもく 
なえるやうなおさへした"內供は、かうをふ時には、おを巧へしまひながら、 
今巧のやうにためなをつい V 不ホ不来に义元の巧化へ、巧巧絳をよみに瞄る 
のである。 - ， 
をれから又、巧供は、 巧え 中人のみをおにしてわた。地のがのホ化、 が 供 
讓說 などのホむはれる 寺で ある。ホの巧には、僧巧が隙な くを てがいて、 が 
庭：ではホのがが H がにおを規かしてむる。巧つてこ、へ恥•.る僧がの® も 
が夕い。 巧供はかう】 K ふ 人々 の 巧を巧 無よく；^ 色した。】人で •も自 かのやう 
なみのわる 入閒を 見つけて、 ま必 がしたかつたからでわる。だから巧辦の化 


巧 






•じは、がの水千も。八 巧 子もはいらない。ましてがすをのが子 や、 が供の法 
ぶなどは。見巧れてむるだけに、おれどもみさがかくでわる。內 W は人を巧. 
乎に、唯、をを見た。——しかしが毋はあつても、巧供のやうなみは】つも 
巧巧らない。をのなならないホが巧巧なると、內供の&は、】巧不快にをつた 
巧供が人と新しながら思はず、ぶらりと：トクてなるみのホをつまんでをて、 
がが裴もなく巧をホめたのは、•查くこの不かに邸かされ V の巧巧である。 

巧おに、巧供は、巧み外典の中に、自みと同じやうなみのわる人；^をお曲 
し V 、 がめ V も然みの&やらにしょうとさへ思つたががある。けれども、目 
15や、を利か所かが長かつた とは、 どの獻文にも巧いでない。か論お粉や巧 
巧も、人がのみを惦へわを巧である。內供は、巧县の結のがにお巧のかまな 
の巧が長かつたと一 K ふ與を脚いた巧に、をれ•かみだつたら、どの位、自かじ 
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ふがくなくなるだらぅとおつた。 

內供がかぅをふお®的を巧公をしながら も、】 方では 又、 放み的にみのが. 
をるホ法をがみた 巧は、 わざわざこ、にをふをもない。 巧 供はこのホ巧で も 
おが ホる だけのホをした？な爪を 巧 じてわんでおたホも ある、 なの巧をみへ 
なずつておたホも ある。 しかし何をどうし V も、みは化然とし V 、 •五六寸の 
おさを ぶらク と 庭の上にぷら下げて むる ので ある。 

巧がぶ年の が、內 供の用を みねで、 巧へ上つたお子の 化が、、 か己の巧おか 


ら長いをを巧^ずるなをおはつてるた。をの持ホとをふのは、もと巧なから 


>♦夕ら f じ f ♦ク 

波つてホたぶで、ながはお樂ホの供がにをつてむたのである 


〇 


巧供は、いつものやうに、かなどはなにかけをいと一為ふ度をして、わざと 


卜 r \ vj を i ラと i 1 なとなりさうしで一 


が U 主、 


Ks を 
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口抑で、が恥の巧巧に、弟すの手化をかけるのが、 & 巧しいとミふやうな# 
ををつた。巧公ではか論おすの齡 が、 良かを說化せで、この法をなみさせる • 
のをがつてむたのである。 ががい 化にも、巧化のこの巧略がわからをいを化 
ない。しかしをれに巧ずる反ぶょらは、巧がのさうをふ巧略をとる公ももの 
巧が、ょな 强くこの弟子のがの同がをがかしたのでわらう。ホ子の化は、內 
•供の 巧 期油り、 がを極めで、この法を試みるがを颗め阳した-さし V 、 內供 
自身も ホ、をのか期姐ろ、がおこのなみな觀吿にががずるがになつた。 

をの化と云ふのは、 唯、 おでみを新で、、をの巧*^入に踏ませるとをふ、 
括めてが巧なものであつた。 

巧はホの^ Ssi で、おりがかしてゐ る。 をこで弟子の僧は、おも入れないや 
うをおい巧を、すぐに觀が入れて、巧おから化んでホた。しかしぢかにこの提 
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へみを入れるとなると、おおにがかれ V がを乂巧ずるががある。，でこでが化 
へ巧をわけて、を H を化のまにして、，での穴から巧をおの中へ入れるがにし 
た。 か'だけはこの^!^い巧の中へなしても、少しもがくないのでわる。しげら 
くずるとお子のがが云つた0 

-もうおつた時かでござらう。 • 

內供化を笑し^。これだけ脚いたのでは、誰もをの とは 知がつかをいだ撕 
らうと 思つたからでわる。みは!!巧に蒸されて、ホのをふやうに；^づ巧い。 

ホずのがは、 巧 供ががかの i 八からみを の<と 、をの まだが がの立つ てなる 
みを、巧がに力を入れながら、 巧みはじめた W 巧 供は巧に なつで、 みを床 巧 
の上へのばしながら、弟ずのがの化が上下に斯くのを腿の前にが V むる ので 
わる。 弟すのがは、け々おのまさうな损 をし V 、內供のホげ巧を巧下しなが I 










ら、こんながを云つた。 。 

— がうはござらのかを。#姉は巧めてが めと 中したで。ぢやが、がうは 
ござらのかな。 

巧供は、#を振つて、がくないと去ふ*かを承 さう とした。巧がををがま 
れ V むるので思ふやうにをが巧かない。，でこで、上聪を巧つ V 、弟すの倩の 
おに巧の き^む るのを说めながら、巧を立てたやうな巧で、 

-巧うはないで。 

と 答へた。 巧 巧 巧に；；：/ つ巧い所を巧 まれる ので、がいょ らも巧ておも もの 
い、化だつたのでもる。 . 

しげらく、踏んでなると、やがて、巧化のやうなものが、みへ出ホはじめた 
ミは*毛をいしつた小なををつくら丸ホにしたやうな形でわる。ホ子の僧は 
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么を なると、 おを止めて獨り言のやうにかうをつた A 


♦ミ 


-么を巧すでのけと中ずホでござつた* 


巧供は、不おらしてがをふくらせて、がつて弟.すのおのずるをクに巧せて 


巧いた。か論お子の僧の巧巧がわからない巧で化ない。をれはかつて‘ 


•2P 


かのみをるで物姑のやうに化巧ふのが、不がかに思化れわからでわる。內 
供は、な W しぶい巧がの手巧をうけるおをのやうながをして、不ホ不ホにおが 
すのがが毋の毛义から、がすで脑をとるのを賊めてむた。•脂は、烏の巧のを 
のやうな形をして、四かばからの長さにのけるのでわる。 

やが V 么が一述ちすいと、ホ子のがは、ほつと】なついたやうを巧をして 
-もう】巧、之をおでればようござる。 


とをクた一 









巧供はが^、八の牢をょかたま、不股らしい®をしで、お子の僧の云ふを 
6になつでむた。 

さ vil 巧目に Jb でた巧を出しで見る と、 成稻、何時になく觀くなつてむる 
これでは わたち まへのががと大した巧ちはを い。 巧供はをの巧くなつたみを • 
撫でながら•ホすの化の出し V くれるがを、接ち•かおるさうにわづわづ现い • 

V おた。 み 

みは——わの下まで下つてむたみは、殆がのやうに萎おして、今化化 
に上おの上に总氣地をく巧巧を巧つ V むる。巧々まだらにホくなつでむるの 
は、 觀らく路まかたげの傲でもらう。かうをれげ、もう誰も W ふものはない 

のにんがひない。-がが中にわる巧供の巧は、がの外にある內供の®を見 

て、が足さうに腿をしげた、いた〇‘ 
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しかし、をの：：：はまだ 1 H 、 かが义長くをなはしをいかとをふ不まがみつ 
た。をこで巧供は^巧ずる時にも、をホをずる時にも、暇さへわれぶ手を出 
して、をつとみの先にさはクで巧た。が、み^一巧巧ょくおの上に納まクてむ 
るだけで、が^をれょク下へぶら下つでホるおをもない。をれから】晚巧で 
あくる Hn : 十く^がさめると巧供は先、第一に、自みのみを撫でてちた。*は 
I 化がとし V がい。巧供はをこで、幾^にもなく、法举巧が巧の巧を巧んだ巧 
のやぅを、のぴのぴしたおかになつた 
巧れ二一二 H たつ中に、巧供け I ぶ《なが實 巧 巧した。をれはがから、用 ホ 
がわつ V 、地のなのホを辦がたかが、がょらち一 g 可笑しさぅる巧をしで、 
話もが々せずに、ぢスぢス內供のみばか Als めでむた事でわる。をれのみな 
ら す、巧、 巧供の みを!! の中へなしたがの ある 中ますなどは、講をの外で巧供 
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と巧ミもがつた 時に、 揣 めは、 下を向いで可笑しさをこらへでむた が、とう 
とうこら へ兼ねたと巧え V 、一巧にふつとがき山してしまつた。用を云ひつ 
かつた齡^たもが、賦とかつてむる閒だけは、 W 心でがいてゐて も、 內供 
があさへ向けば、すぐにくずくす夕ひ田したのは、】巧や二巧のホではない 
巧供はが、么を向みの齡がはらがしたせいだとが巧した。しかしどうもこ 

の 解巧 だけでは十みにが赋がつかないやうで わる。- か »、中を 子 ♦下 法 

がが腑ふ脱郎 は、を こにあるのにもがひをい〇けれども巧じ贼ふに しても、 
をのをかつた错 とは、 肿ふのにどことなくを子がもがふ。な巧れたおい#ょ 
ら、な巧れない齡バみのホが紙がに見えると云へ ば、 をれまでで わる。が、 
をこには まだ 何かあるらしい0 

——前に ti あのやうにつけツけと成奶はなんだて。 
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內供は、誦しかけた巧义を やめて、 ホげ煎をがけをがら、時々 かう 胶一^が 
があつた。巧ずべき巧供は、さうをふ時にをると、必ぽ乂やち、巧にかけた 
普巧のを化を瞧めながら、巧のおかつた w 五 H がの事を巧 W 出し心 T 今はむ 
げにいやしく をち さがれる人の、さかえた るを をしのぷごとく」 ふさぎこん 
でしまふのでもる。 1—— 巧 供には、巧化ながらこの脚にをを 巧へる 明がかけ 
V むた〇 r, 

——人閒の必にはをにす巧したニクのがががある。か論、他人の不華に间 
巧しないホはない。所がをの人がをの不幸をどうにかして切6のける歌が山 
ホると、今巧はこつもで何となくみ ぶちを いやうな必ももがずる。少し蘇巧 
してミへば、もう】巧をの人を、间じ不幸に晚れ V なたいやうなおにさへ を 
る〇さ うして何巧の閒にか、消辕的ではあるが或かなを、をの人に巧して化 
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くやぅな巧になる。！巧供が、巧がをからないをがらも、何とをく不快に 
おつたのは、地のをの齡做の巧巧じ、この巧がホの利包ま巧を，でれとなく您 
づいたからに外ならをい。 • 
をこで內化は=:おにが|^がおくなつた。二胃口には、誰でもをお巧く叱*^ 
つける。しまひにはみのががをしたあの弟ずのげでさへ、「內供は法巧貪の巧 
をまけられるど」と陰口をきくがになつた。巧に巧供ををらせたのは、树の 
獻 JjJ な中を子でわる。或 H 、 けたた少しく义のがえる巧がするので、巧化が 
何おなく外へ出てちる と、 がが がは、二尺ばからの木のかをふちまは して、 
毛の長い、巧せたががををひまはしでむる。をれも巧、をひまはしてゐるの 
ではない。「ををがたれまい。をれ、かをがたれまい」と巧しながら巧 a ま ^i 
し V なるのでもる。巧供は、中をすのホからをの木のがをひつたくつてした 
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、かをの巧を打つた。木のかはながのみ待上げの木だつたのである。 

巧供はホまじ S に、みの巧くなつたのが、反て化めしくをつた。 

すると巧巧の#である。日が其れてから忿にみが川たとおえで、塔のあ巧 
の巧るをが、うるさい巧れに巧つてがた。をの上、をさもめつき-^加はつた 
ので、お年の內供は巧つかうとしてもなつかれない。をこで巧の中でまじま 
じし V なると、ふとみが何時にをく、〇づ巧いのにながついた。ホをあてて 
見ると少し水氣がホたやうにむくんでむる。どうやらをこだけ、がさへもあ 
るらしい〇 

——お巧に巧うしたで、病がおつたのかもかれの。 

巧供は、巧前にを化を供へるやうな恭しいホつきで、巧をがへながら、か 
うはい力。 
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巧巧、巧供がものやうにがく化をさまし f おると、ホ巧の银巧や推が 
一巧の中に楽をがしたので、をはががを化ぃたやう•に明ぃ。がの属巧には巧 
が下- O . V > わるせいでわらう。まだうずいが^に、化おがまばゆくホつてむる 
禪巧巧化は、上げたかに立つで、巧く化をすひこんだ。 

巧、 がれょう としてむたぶぶ巧が、：冉、內化に脱つ'^巧たのは、この時で 

わる。 . 

巧供はがて、巧へ手をやつた。ホにさはるものは、巧巧の一かぃ巧ではをい 
上巧の上からの下まで、寞寸の-おさにぶら下つでゐる、昔のかでゎる。 
巧援みが一夜の中に、おの船らそなつたのをかつた。さうしてをれと间 
&に、みが辦いなつた時と同じやうな、はればれした公ももが、どこからと 
もな くがつてホるのをぶじた。 . . 
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-かうをれば、もう能も巧ふものはないのにもが；3ない。 

內供は•むの中でかう自かにんバた。おいみをあけ方のが獻に：^らつかせを 


五年】 w 
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父々 

自かが中學の四年生だった時の新で ある。 

をのまか、が緊も量へかけて、ーー活の瓷養があった。「か契時 

一二 十み上巧停巧お前おを、同五十み巧巧 …… 」かう云ふ巧 化が、 巧化から渡 
すが巧巧の刷巧に巧いてある。 

當 H になると自みは、齡に朗おもなはずに夕をとぴ阳した。 带がでゆけば 

停牽巧 IK で二十みとはかからない。- さう おひをがらも、何となく*むがせ 

く。巧巧巧のホいがが前にホっ V 、おおを5^ってむるうもも、おがおでない。 

生ホ、^は&ってゐる。方々のエがで的らす巧巧の一せが、なをの水巧なを 
.ふる支せたら、をれがが豁にきて、巧って巧はしないかと化はれる。 
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•の爱 を 含下で、裹ミを霞が述 る。 巧 度へ 通 ふ辭护巧る。巧 

の戶が一.つづつ閒く。自かのゐる巧巧巧にも、もうニーニ人、人が ホつ た。を 
れがを、职のぶろなさうな巧を、 g がらしくちつけてむる〇夕い。 もこへ 
巧引のお单が巧た。 

こみ合つてゐる中を、やつとがにぶらさが ると、 誰か巧から、自 かの 辦 
をたたくおがある。自みはがててふ6かいた。 

「ゎ谭う」 • 

ちると、巧窒十巧でぁつた。矢が、寡のゃうに、が •のへが のが服を巧 
• て、外をををいて在の巧からかけて、麻のグユト^をはいて、奶にが當のを 
やら水なやらをぶらさげてろる0 

能巧は、自みと间じ小 g 较を出て、•柯じがが齡へはいつた巧で ある。これ 
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と云つて、巧おな巧巧もなかつたが、をの代らに、これとをつで、不得をを 
ものもをい。をの紙、もょいとしたがに 化、 巧州を性巧で、ホ巧巧とをふや 
うをものは、】巧閒くと、ずぐに節を巧えてしまふ。さうしで、修巧旅がで 
衔戾へでもみる晚をどには、をれをがをになつて披がずる。詩が、巧巧變琶 
が辦、謀談、巧を、 ホ 品、何でも山ホた。その上义 、み ぷらとか、がつ&と 
かで、人を笑はせるのに巧巧をかを得てゎる。化てがのおうけも、が負閒の W 
が判も、恶くはをい。义も巧みとは、互に tt ホはしてなながら、さし V 親し 
いとをふ閒供でもなかつた。 

「巧いゎ、君も。」 

「巧は何時もがいさ。 J 龍が はかう】 K ひながら、もょいと 小み をうごめかした。 

「でもこの問は鍵がしたせ OJ 










•， t 的 


「この帥？」 

「田語の時閒にさ。」 

「あわ、巧場に叱られた時か。あいつは弘なにも络のあやまらさ OJ 能勢は、 
か貝のお前をょぴずてにずるががあつた。 ^ 、ク 
「わのホ生には、巧も叱られた。」 

「お刻で？」 • 

「いいえ、本ををれ VOJ 

「仁丹は、いやにやかましいからな。 jr 仁丹」と云ふのは、能巧が巧與か藻に 
つけたがあである。—こ乂を活をしてなる中に^巧が巧がへホた〇 
采つた時と同じやぅに、こみあつてなる中をやつと巧巧からでも V 巧单巧 
へはいると、時刺が早いので、まだ巧の違中は一二二人しか笑つてろない〇ぶ 
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に「わザう」のが觀をを巧ずる。先を爭つて、待を室の木のベンチに、おをか 
ける。をれから、!：がものやうに、巧ょく饒巧り山した。#「巧」とをふ巧 A 
に、 「己」とをふのを料おにずる年巧である。をの肖ら「己」と巧ずる逆中の口 
から、旅巧の巧あ、生巧同态の品が、が貫の篡郭などが巧化阳た〇 
「なよ！^!く、いか、 あいつはがが用のチ 3 ィスを持つでなるも A だから、】 
巧も下教みるんどをしたホけないんだとさ OJ 
「年がはもつ と、も、や、く、 いか。わい つけ、^ かの脾と一 K ふと、 »をのが化をみ 

んな爪へ謀いで巧くんだつ V 。」 . 

> > 、> 

「さう 云へば先生だつてもやくいからな OJ - 

いとも。 本問なんどは recoi ミの 一 と e と、 どつもが先へホる 
んだか、をれさへがにからないおに"か佛用でいい加がにごま化しごま化し" 
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かへてゐるぢやわないか OJ 

どこまでも、 もやく いで持 もき るばか ク で】つも、おな啼は山ない。ずる 
と、をの中に能巧が、ちかの巧のベンチに巧をかけて、巧がを讀んでゐた、 
松人らしい巧の巧を、パッキン レィ だとかがした。 これは 當 が、マブ キン レ 
ィとをふ新形の贿が化巧つたのに、この巧の靴は、一巧にがを失つて、を 
の上ホのホがばつくち口を開いてゐたからである。 

「パッキンレィはょかつた OJ かうをつ V 、巧】時化、失笑した0 
をれから、をみたもは、いいおにをつ て、 このがか畫に巧!；< ずるいス^^ 
を人閒をみ色しはじめた。さうして】み、をれに、巧巧の中が生でなければ 
をへをいやうな、生をななお：：！を如へ出した。さうをふがにかけて、ひけを 
とる やうな、わとなしい生巧は、もかたもの中に】人もむない。中でも能巧 
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のおをが、】^ホ II で、化一巧諧能にをふでゐた。 

「能巧、能巧、わのお上さんを見スょ。」 

「わいつは巧巧が巧んだやうな巧をしでむるせ。」 .• 

「こつものホおも、何かに化でむるが。ねえ能 巧。」 

「あいつは力。。五撕さ OJ 

しま S には、化巧が】人で、恶口を云ふ役目を S きうけるやうなホになつ 
た。 

ずると、 をのか、かがたもの】人は、時閒•表の前に立つ V 、 巧い か 字を し 
らベでむる 巧な巧を巧巧した。をの巧はホ巧色の巧巧を 栽て、 相换に化ふが 
竿のやうながい 脚を、 なのがいおのゾポンに通して みる。 綠の巧い昔化の黑 
い中がれの 下から、 半がの毛が成み 則してむる 所を おる と、もう W ぶな年配 
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らしいゥをのが巧のまはちじは、 b と黑と格丫おの波手を^ンヶチトまきつ 
けて、巧かと思ふやうな、寒がの長いがをもょいと招の下へはさ A でむる。 
お装と一ぶひ、お巧とをひ、すべてが、パンチの：^^繪を幼がいて、をのま方を 
れを、このが辛巧の人ごみの中へ、ホたせた‘としか思はれをい。——自かた 
もの】人は、义巧しく憩口のががが W 來たのをょスこぶやうに、屑でおかし 
さうに笑 S なから、能衝の手をひつぱつ V 、 

「わい、わいつはどうだい OJ とかう云つた。 • 
，でこで、自みたもは、巧^^，での巧な巧を見た。巧は少しならみになちなが 
ら、チ3ッキの•ホヶットから，業のが棘のついた大さをニッヶ^の巧中時巧 
を55して、 丹を にをれとげ閒なのか中とをちくらべてむる。换巧だけ見 V 、 
自かはずぐに、をれが能ホの 父が だと云ふホを知つた。 • 
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しかし、をこにむた自みたもの建中には、】人もをれをみつでむる着がな- 
い 。だから皆、 能巧の口から、 このが巧な人物を、 巧當におをする語を がか 
うとし V 、妨いた後の笑；5を用をしながら、面白さうに能巧い巧ををがめて 
むた。中巧の巧年生には、をの時の能巧の公ももを推測ずる明がをい。自み . 
は短く「もれは能巧の父だか OJ とをはうとした。 

ずるとをの時、 

「わいつかい。もいつはロンドンとをさ。」 

からをふ能巧の聲がした。巧が一胁にふき出したのは、をふをもを い。 中 
に倍わざわざ反りにをつ V 、が中時かを山しをがら、能巧の父親のまを巧 
化 V 巧る著さへわる。自みは、思はず下を向いた。 をの 時の能巧のがを見る 
だけの巧おが、肖かにはかけてむたからでわる。 


45 









「，でいつは適邦だな。」 

「な乃。 W ス。あの狮すを OJ 
「 H かげ町か日」 

「=かげ抑にだつてあるものか OJ 
「ぢゃあがかがだ。」 

巧が义、巧白さうに笑つた。 

这天の伶ザ場 tr りのなのやうにうずがい。内み tr をのうずがい中で、 
をつとを の ロンドン とをの ザを ずかしで巧た。 

ずると、何時の問にか、うず：：：がさし始めたと見え V 、摇のがい义の巧が 
ない天井の明ら化なから、茫と巧にさしてむる。能がの父親は、 T 巧，での光 
の巧の中になた。—巧巧では、ず V ての彷か巧い V むる。赃のとどく所で 
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も、とどかない所でも恥いてむる〇さうして乂をの巧助が、巧ともをともつ 
かないものにをつで、この大每^なが？^の中を驚のやうに巧つでむク。しかし 
化がの父がだけは聊か々 い。 この現化と^のをいげ服ををた、この琪化と祿 
のない お^は、めまぐるしく聊く人巧の巧水の巾に、これもやはり現化をが 
載した、巧のが航をあんだにかぶつて、巧のもかのついた化中时かをホの夕 
の上にのせながら、がとしてポンプのかくげ間策の前にがホしてむるので 
わる . 

わと ご、をれとなく脚くと、，での巧大巧のが局に池つでむた能巧の父觀は 
能巧が向かたもと】しょに修巧旅がに巧く所を、出勘のなずがらおょうと化 
っ t 、 •自かのすにはがらせずに、わざわざ化ザ媒へホたのださうでわる。 
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能が五十雄は、中巧を卒業ずると閒もなく、肺おがに巧つ V 、げかした0 
をのなが 式を、 中巧の阔謀窠でがげたが、制相をかぶつた化がのが々の前で 
悼巧を請んだのは、自みである。「巧、父借にホに」 自みはをのおがの中 
に、かぅをふ句を入れた。 


























猿 ’ 

なが•、齡龄船齡をすませて、みつとおおがおでは、化細生のがをかうる 

ふのでず)のが巧も完らうと云ふ巧でした。がの乘つてむた A が、 が巧巧へ 

乂滩してから、一こりリの午が、齡がーーー時巧でしたらう。巧ょく^|!^上隧おお 

巧の!!!：が骑つたのです。確、わがが上傑する臟游がをつ'"^わぶひまずが 

が、をれが巧、上中巧へ5^_那したと化ふと、今巧は、巧が、が丹化かの巧 W 

が识らました。か論、^斬ではわりません。何にもホがをからない化たもは 

^がを上りながら、なに「どうしたのだらう」と云ひをはしました。 

さて、總貞が^がし V なると、剧巧がかう云ふのです。「 . 本お內で、近 

ホ、鮮辦じ摊つたホが、一ご一一ある。•巧じ、昨り、町の時計馬ががた巧にも、 

# 

♦ 

，う屋：-お、う — 巧い‘ 







巧侧のが中時計が、一一個、が失したと云ふ巧であるから、が i はこれから、 

•佑員のみ席おかをむひ、55時に、巧斯おの齡が もがふ 事に ずる。 . 」が齡、 

こんな怠ホだつたと思 S まず。時押焦の I 件は、巧巧でずが、をがに摧つた 
ホがあるのは、巧たもも知つてるました。何でも、 I 人に、水おか二 
人で、巧、ををとられたとをふホでず。 

み巧おがですから、か論、巧、 3^^ させられるの y すが、ホ V 卜巧の織户 
巧巧に巧んでむるホい巧巧に：：：かかんかん照らつけるのをおろまだ、巧 

•レ ぶら 

らしい氣がずる時みなので、これは、さう火しで蔥じもをらなかつたやうで 
す。•か、满つたのは、上巧早々、おびにがくなでむたががで、おホをされる 
と、•ホッヶブトからが>が出る、ザックが出ると云ふ巧ぎでせう。觀をホく 
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す-'^ち t え巧が.ミが A でも、一二二人は、±官に娜ら t 


たやうでした。 •，•♦ 

rs " しス 、が員六；白人ももるのでず から、】 逆らおかをずるにしでも、す閒 
が とれまず。が！?と云へげ、皆あわの化、ホ巧はわらまず或い〇六巧人の人 
• fl が 巧、 巧 广、 上がが一がに、齡乂でむるのですから。をの中でも、巧やホ 
V ’ をのまつ黑をのが、獻贈 おて、 この述中は、今巧のががに、】時ホ疑をかけ 
られたホがわるものですから、觀脚-でのいで、おべるのをら、どこでも檢 
• ベ V くれと去ふ、巧ろしい やうな 傩慕です > • 

上2.巧で、かうをふがぎが、始つてねる間に、中 W 巧や下中がでは、巧 
が Si のおホを、や6出しました。がりには、のこらす、候が生が R 巧しであ 
いまず から、上 巧 板のが中は、勿論、でへは】おでもはいれません。おは、 
了ミ、，での 中下 巧 おの!^がをずる役に巧つたので、外のか間と】しょに、ち 
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貝のを巧やらホ巧やらを檢巧してホさました。こんな巧をずるの主ぶちに g 
つでから、まだ始め V でしたが、ビィムの を 巧すとかホ 巧を のせてわる棚 
の奥をかぅはずとか、思つ たょな、 而巧な化もでず。をの中に、 をつ と、 
なと间じがが化の化巧とをふ巧が、 斯獻を 巧つけました。膊がもをも一つに 
々つで、なをなとをふなが色ハの巧すの巧の中に、あつたのでず。をのがにま 
だが化がなくなしたとを ふ、 郑 M の巧のナィフも、はいゥてむたとをふホで 
した。 . 

をこで•「がか J から、ずぐ に r なが お化れ」とがふがになろました。外心巧 

么ろじ I 

中は惦んだの、巧ばないのではあらませ乂。巧に、巧脚を々どは、前獻は 
れたとおふ廉があるものでずから、大へんな稱しがらやぅでした。—がが 
化つたおがををなるといが化ながむません。 


♦ 
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巧は、- だ Ik 觀がだ^たので、さう云ふが は、 まるでからませ A でしわが 
がが では 议 なが出ても、船^の W ないとをふ ホが、 が々あるのださうて す。 
か汾 、が搬 をす るので ずが、 十中八九は、巧ががの中で、がを换るので •、化 
みずるのは、巧、ありろせん。齡い、】 巧、 なの^がでは、ナィフでがをか 
つたのがむたさうです が、 これは巧にがれない中に、巧なされて命だけはと 
らとめたと一ぶふがでした。 

さう 云ふ W が、 わるものでずから、 がががが 巧えないと云 ふと、 がな巧 も 
が 5? が こ、 ぎょつとしたやうでした。巧に、今でも化についてゐ るのは 、副 
.との 化 V 方で、この前のの時には、閒 み、 巧 名を 馳 せた 人 ださうですが 
をのが をを Ik へ V 、 •むがしたホと云つ わら、 はた眼にも、が止な位です。な 
たもよ巧、 をれ をなては、をに、齡歡の眼をなはしてむ**^した。ふだんが 神 
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巧をのがのとをふ稱に、あの狼かのしかたはどうだと云 ふ、 蝶があつたので 
す0 

をこで、すぐに、副長の命々で、.お巧の巧索が 齡まらました。さうなると- 
一巧のが快を 典が もられるのは、お一人に化つもでは、をいで せう.火. 

马もなじゆく 彌ホ 巧のももも-‘了巧、あふなものです。^がが化人を述が 
にゆくとなると向ろが巧おするかもかれないと云ふがががあるでせうが、 W 4 
おの中ではを A な樂は、 巧々 あらませえ巧に、がた もとが 獻との肋には、 

卜：下の隘别とをふものが、脱として、——，尖人になつてがなければ、 わから 
ない将、化としてわらます から、，でれ が、解！^な强 みです。を、巧装 
して•が口をかけ下6ました。 ， 

了巧、をの時、な-一しょは、 おへ 巧みが中の中 じ、 が趴がむ ましたド、 






これも、くつ V たうらないとをふみで、•巧から、私の巧をたたきながら 
「おい、獲をつかまへた時のがを、思出ずな。」 

と云ふのでず。 ， 

「ぅ乂、今：：：の猿成、わいつ巧、お難でないから、火义ホだ。」 

「♦でんなじ、巧を巧つてむると、选げられるど OJ ♦ 

「をに、选げたつ V 、狼は巧だ。」 

こんを冗巧を云ひをがら、下へ下らました。 

このがと一ぶふのは、巧が 化が で、 ォォスト ラ リァへ 巧つ た時に、プリスべ 
ィンで、化巧をが、 n かから巧つでホた、巧のホです。 をれ が、 化が 中、ク 
ィ 火へ^ムス、^フぶンへ入雜ずる二 H がに、化をの時孰を持つたなり、ど 
こかへ币つてじまつたので、 が 5¢ が大巧ぎにならました。一つは、がの 化が 


ぶ 
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I f 夕し 

で、化赖に茜んでゐたとをふホもあるのですが、齡の巧衛おはもとょ ク 、私 
たもお W で、がおおのまま、下は巧脚菜から上な鹏歡まで、さがしてホく— 
一通らのお！！ではあらませふ。をれに、辦の巧小の g つたら、巧つたらした 
带物が、巧^あるので、私たもが觀けてホくと、ががおにからまるやら、ベ 
ブヵンが啼さ W ずやら、。ォプに吊つてある船の中で、が斬が、おのもが 
つたやうに、巧巧さをずるやら、まるで、化巧小属で、心^でも始まつ たや 
うなは我です。をの中に、おの始め、どこをどうしたか、急に上甲て 
がて、か計を持つたまま、いさな6マストへ、がけが b うとしましを。了巧 
をこには、水兵がニーニ人ががをしてゐたのでみ汾、ががしつこ^ あらませ A 
ずぐに、】人が、巧すだをつかまへて、がな^、 ら にしてしました 
巧がも、巧子がこはれた丈で、大したもなくてず乂だのでず C あとでを i 
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化術起の巧おで、が一:：:、化なの您閒をうけたのでずが、•俯巧ではわもませ 
んか、をの巧おが切れをい中に、饱術お自身、削則を破つ V 、狼に、人をや 
すを、やつてしまひました。さうして T しょげでるるのを見ると、がにして 
も、可なさうだからを」と、かうをふのでず0——これは、がホでずが、巧巧 
み化なをさがしてホく私たもの，心ももな、このおをを； S かけた时の，おもと 
可成ょく似てなました。 

なは、をの時、】巧光に、下が巧へ下クました。御ホかでせうが、下巧巧 
は、いやにうず時いもの•です。をの中で、おいたをかや、ペンキを沒つたが 
がが、わもらこもらに、ぽんやちと、光つてむる。—— M だか巧にながつま 
るやうを乂がして、化力があなません。，でのうずがい中を、巧が化の方へ二 
化 S お、 ホいたと思ふと、；5? は、 もう少しで、巧を .w しで、^ぴさうにな A 
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ました。 ——石おがの巧入口に、人肋の上半身が 巧て むたからです。今、を一 

のがい口から、巧ががの中へ、はいらうとをふので、ぶを先へ、入れ V 巧た 

所なのでせ う。こつす" からは、がの水を服のちと、相す とに 巧られて、新は 

誰ともわからません、，でれに、化がぶなないので、唯、•をの上半身の黑くう 

♦ 

ミ出してむるのが、見えるだけでず。が、 化 巧的に、私は、， でれ を、無良 巧 
だとおひました。 さう だとずれば、か論、なおをする つもな で、巧巧がへは诚 
いらろ と云ふのでず。 - 
始 は、 巧 常な がが をがじ 3 した。 巧巾の 化が巧る’ やうを、 所と もをひやう 
のない、 條かながおでず。化を手にして、 がつ てゐた巧帥が、 獲物の ホるの 
を 巧た時のやうな， む ももとでも、 を ひませうか。私は、殆 •が 中で、をの 巧 
にとびかかちました。さうして 、 d 欠ょな もずぶやく、吊手で、をの 巧の 科 






い 










をしつかち、上からおさへました。 

「杀良な。」 

叱るとも、^るともつかずに、かぅをつた私の巧は、巧に上ずつで、巧へ 
てむました。をれが、巧巧、犯人のをををだつた事はをふまでもあちません 
「 . 」 

余な总は私の手を ふ 61^ずでもなく、上半みを巧入口から巧したまま、が S 
:: i 、 私の热をを丈げましだ。「がに」と】 K つたのでは、】ぶ a おゎせ A 。 ある 
ホの力を W しきつ V 、しかも巧でをければをらない「がに」です。ながのをい 
せつぱつえつた、を化ばわのキ巧きがられたれが が 、 a の中ぎた後で、僅に 
巧つ V るるがをた ょらに、 元の位®へ近らぅとず る、 止むを轉をい「巧に」 で 
ず。私け、が；が訝ながら巧巧してゐたあががなかつたので、巧不巧に化たぶ 









かを化さながら、しかも、をの巧に、】 w 、 いらいらした巧立たし さをぶじ 
ながら、巧つて、， V の「がに」もたげたが.^下しましの。 

私化、あんをがを、一一巧とおたがはも&まがん。お巧でも、 f 日巧たら、 
なくかと把ふやうながなのでず。かう一ぶつでも、巧際、をれをがないあなた 
には、とても、おかがつさまずまい。私は、あなたに、あのがぐんでむる眼 
を、わ藉しずるがは、 W ホるつも6でず。ぶのなに不隨を巧に紫つたやうな 
口巧のがかの拖ザも、或は、蘇し\し巧く巧が化がるかも知れません。をれか 
ら、あのげばんだ、をの•熟いがも、をれだけなら、もがに、說明か山ホませ 
う。か、をれ^のずべてからホる、なしいお化沁、ど乂をが觀|^^も、おく典 
は W ホません。私は、小辦をわがきになるあなたの前でも、まふして、これ 
だけの家は、一 K ひきれまず。私はをのおが：^、；2!《•じ尼もるががわを、巧 g 
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のやうに、た、き斯いたのを娩じしだ—、をれ我、この信#をの巧が、私 
に、强いシ3ックを巧へたのです0 
「せおは何をしようとしでゐるのだ 〇」 - 
私は、 巧献& にかう一 KS ました。ずると、をの「巧拷」が、知のせいか、； 5^ 
自身をおしてむる巧に閒えるのでず T 貴巧は何をしようとしでむるのだ J 01 
かう訊ねられたら、私は何とをへる ホが W ホるのでせう。「己は、この巧をが 
人にしようとし y むるのだ OJ 誰がまんじで、さう答へられまず〇雖が、この 
巧をちてをんな巧 化が W 巧まず。かうなくと、をい閒のホのやうで ずが、 巧 
巧は、お、】刹那の中に、こんな自 巧が、 私のふに阴きました。 了 巧、をの 
がで ず、 「巧 目 ございません」——かうをふ語が、かずかながらおく、私の巧 
にはいつたのは。あなたをら、私自身の&が、私に云つたやうに说えたとで 
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も、形をなさるのでせう〇なは、惟、をの語が、巧をがつたやうに、私の神 
巧へひ^くのをぶじした。まつたく、をのがの私の也ももは、がななと一 

しよに r 面目ございません」と云ひながら、私たもよ6大きい、何みかの前に 

• r • 

ぞがさげクかつたので\私は、いつか、ををなのがをおさへてむた手たは 

なしで、私自身が巧へられた化入のやうに、ぽん やら 石获巧の前に立つてる 

■ 

ました0 . 

後は、わ話しせ个とも、大槪おおしがク^ませう。奈なおは、をの H 】 H 
辕巧をに巧驚されて、 « H 、 撕巧の海が皮がへを^ f >れました。これは、冰ん 
まちわ話したくないホですが、わずこでは、的人に、よく「巧义運び」とをふ 
争を やらせる のでず。八尺巧のお巧を班いた毫 から臺 へ、五巧目ばかクのが 
の义を、巧おへしおおへし、巧きがへさせるのでずが、何がちしいとをつ， 
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V 、あの位、 w 人に巧しいものはありずまい。いつか、拜借したドヌト去 

イブ 0 

エフス キィの「が*!^^のが」の中にも、「がのパ ヶブから、 このパ ヶブ へ水をあけ 
V 、をのがを义、がの•ハヶ^へあけると】ぶふやうに、無用な化事を巧巧とな 
く反巧させる と、 をのが*^は必円 おず る.〇」—又んながが、巧いでわつたか 
と思 ひすず。をれを、 がが、わずこの W 人はやつ V むるのでず から、 自巧を 
するもの、ないのが、举、すががを位でせう。， で こへ巧つたので ず、 私の化 
がさへたあの做驗は。ぶがの あろ、 巧の 化い、 姑のおさうな、，わとなしい 

巧でしたが……。 ゾ 

，でのり、私は、«の攸が生仲 削と、； ドレ玉八にょもか、つ* で、 りのな 
れか、る齡^な V ねますと、例のが巧かなの齡へホで、「泌を生捕つたのは、 

が Sf . がにな」と、； S やかずやうに^ミ S すした。火方、私が、巧•心得おで^ 
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もあると思つたのでせう0 
「なをなは人閒だ。猿おやあをい〇- 

私は、つ、けんどんと、 かう ミつ V 、 ふいと^ ン ドレ玉^を解れてしまひ 
ました。外の速中は、不おががつたのに逆ありません。 g がと私とは、 兵巧 
巧化巧の親友で、な巧一つしたがが をい のでず から。 

なは、巧らで、上巧巧を、齡をからおザへホきをが.ら、糸良むのががをな的 
づかつた副おの狼如した容ずををつかしく巧；5出しました〇 ^がもが、わの 
信致おを、巧巧ひじしてゐた時でも、副長だけは、同じ人巧らしい郎が^待 
つてゐたのです。をれを、!^がしたがたもの!^がさかげんは、ちくわ話しに 
も何にもなゎませ xe 。 私は、がにミまらが惡くをつて、觀ド下げました。 さ 
うしで W ホるだけ、化の昔がしないやうに、がくならかけた恥がを、义を 
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# からお巧へ、ひき返しました。辕觀案になるをな をに、 私たもの巧のい、 
巧の巧を哪がせるのが、す过ないやうなながしたから \しす。- 

がななががみを したのは、 やはら女から だとをふがでした。 巧巧は、どの 
化だか、からません。兎に 巧、 少く とも、 何ケ月かは、暗い 所へは いつで む 
たので せう。狼は搔莉をゆるされ V も、 人閒は ゆるされませんから。 


五年八 fl - 
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孤獨地獄 

























孤巧地獄 

この話を自みはがから間いた。がはもれを自みの火叔父から飾いたとミク 
てゐる。おの恥^はからな. い。 唯大叔父もみの巧わからがして、かう云ふホ 
も 巧みわり さう だとおふだけ である。 

大叔父は所鄉火述の一人で、||ものお人や文人の閒にみ己のながをかつた。 
河竹が阿彌、柳下を補 負、 を诚巧永が、时父，一换 、九 化 H 曲十が、ぞが紫义、 
都千小、おが 巧な 巧などの^々である。中でもが阿斯は、「化戶樓巧水巧を」 
でお两馬义左觀巧を？^^^のじ、この大な父をか本にした。物故してから、も 
グ r う彼是五十年にな义が、生前】時は今が义とががされたホがあるから、今で 
- もあだけは觀い V むる人があるか A かれをい。 I 姓は巧 木、 あはが次郎、 
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巧をはを35、が耕は化が河偉のホ巧とをつた巧である。 

をの ホ巧が巧巧ま巧の玉属で、】人のが侣と近づきに なつた" 本鄕ホ展の 
ぶ巧ホの化媒で、ぶは一ん がと】おつたさぅ である。 をれがやはな 於が なつて，、 
ぶ廣の巧木とをふが巧に W 染乂でゐた。か諭、みを妻巧が倩侶じが がられて 
むた時かのホであるから、おおきはどこまでもし邮。糸ではをい。黃八丈の巧巧じ 

巧巧二巧の巧：？：とをふがへで入には#もだと巧してむる。-をれと巧が巧 

づミになつた。 一 
巧がとをふのは巧巧時かの或 巧、 ぶ属の二巧で、ホ藤が齡 V 巧つた » らし 
ホに何乂々く廊下を姐ると、欄干じもたれるがら、 Sr ： をおてゐる巧があつた。 
巧ホ巧の、どもらかとをへばの化い、化ぎずな巧である。がなは、がわか 
らで、これをが入の太化が巧巧內だ d と化つた。をこで、沁 A すぎながら、手 • 
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をのげしで、もょいとをの巧を那がつた。巧いでふら向く所をタクでやらう 
と化つたからでわる。- 

所がふちかいた巧を見ると、なで齡方ががいた。巧ま巧と】ぶふ事を脱いた 

ら、ががと似 V ゐる巧などは】つもない。-|?の廣い巧に、巧と眉との脚 

がを しくが つてむる。 i の火きく巧えるのは、みのホもてるるからであらう。 

. > 

おのがにわ6 たきな 齡 がは、 をの時でもはつミら と 見えた一をの上巧かがな诚 
い。 —これだけの疏かわもが、とざれ：* J ざれに、巧しくがなの化にはいつ 
た。 . . 

「所か巧巧かを。」をのががはがをなてたやうな聲でかうミつた。いくらか泊‘ 
おも帝ぴてむるらしい。 * 
前にがくのをおれたが、をの時ががに成^^^が一人に觀脚が】人ついでむ 


ぶ 


人心 


卜 


L5 P-- -rj, - 













た。 この ホをはがな をあやまらせて、をれを^つて妊て なるわ} こ な 
い 。そこで新做が、 かなじ^ つて、をの黎 にがな の獻をした。 さぅ してをの 
閒 に、かがはが ホをつれて、 奶 W ががの窠へおつてホた。 いくらががで も 
閒がおかつたものとちえる。巧まの 方では、撕賊 から閒途のがなをきく と、 
すぐに巧が をなしでが觀ひをした さぅ でが る。 をの巧 まがが g だつ.か# ょ一巧 

ふまでもをい0 • 

♦ « 

をの後で、か巧がが子のぶを待たせて、削ふへなびに やる。 巧 ふで もがの 
護がつて、わざわざ席に巧る。 をれ から二人のをががががれた。尤もきぶ 1 
たと云つても、玉おの二巧で•进ふだけで、ぶに u がはしなかつたらしい。ホ 
巧は巧を】がもかまをいが、巧おはみ、が•抓がである。 をれ からど もらかと 
るふと、禪おの方が待みじ巧をつくしてゐる。巧巧じがか^ 化巧す るりも、 
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やはち麻がのホが总しい。がが自身が之をどもらが扣家だかがらをいと批邦 
した。—大兵化巧で、を巧の規かつたか巧は、五かパ化に化巧の 5 | 守クと 
乏ふまで、ホおはがんでめくら巧の巧巧に白木の三尺をしめでゐたとをふ巧 
である。 • 

ぶ H か巧が麻がにのふと、.#がは巧木のしかけを巧がつて、一二かおをひい 
ViQ た。 H 巧から化をのおい巧であるが、今 H 化巧にょくない。脏も巧化し 
V& る。巧力のない巧巧が時々口がで撞擊する。かがはすぐに何女が If •かあ 
るのではないかと思つた。自がのやぅをものでも沾换が手になれるをらを非 

させ V 巧きたい-さぅをふ口吻を巧らして巧たが、-別にこれとをつ V 打明 

ける巧もをいらしい。化、 何時もょちも口 巧が 少くなつて、ややもずる とが 
蜗を失しがもである。をこでが接は、これを厉がのかかちやずい巧がだとが 
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巧した。巧をををにしてむる人關がかかつた巧をは、巧をでホる樂がない。 
かう一巧ふはめから、二人は何時にをくしんみらした説をした。ずると巧がは 
なに何か化ひ化したやうな巧すで、こんなホををつたさうである。 

化說にょると、地な じ もさ まざまもるが、化ホづ 、が 本 化が、 あみ地が、 
化巧他がの一一一つにみつ巧が闲來る。巧な部讲下逆五がががが乃有其がとをふ 
巧があるから、大巧はをから城下にあるものとなつてむるらしい。 唯、 をの中 
で孤巧地がだけでは、山問 W 巧 W 下を中、何處へでも忽然とし V 現れる。一方 
倍ば目がのががが、ず^，でのま、、地がのを巧を現贿ずるのである。自みは 
一二 一一华がから、この化がへ塞 す、 た。】切の巧が少しも永巧したタホを舆へる 
い。だからでも一つのお巧から】つの巧がをおつで生きて&る。かがを 
れでも化が化がれられない。 さう かとをつ V 境がをがへやになれば W 、 巧し 


72 


い思をずる。をこでやけち轉々としてをの H ， での H のをしみをなれるやうを 
生巧をしてゆく。しかし、をれもしひにはをしくなるとずれば(かうちつて 
W 超は口がの巧两を引きつらせをがら、泣くやうながをしで夕つた。)巧んで 
しまふょち外化ない。をは巧しみるがらも、化ののが化だつた。今ではミミ 
巧後の句は、かがの耳にはいらをかつた。禪おが又云が線の謂すををせな 
-がら、ほい巧でをつたからでわる。——をれなホ、禪おは玉屋へホなくなつ 
た。誰も、この化巧一二陳の巧倩がをれからどうなつたか、みつて&るホはな 
い〇唯をの口？ t なは、巧木の託へを W 巧の巧巧を.】册をれ t 軒つた。が藤が 
後年をなしで、下巧の寒川へ明居した時に常に机上にわつた書巧の】つはこ 
のがけでぁる。かがはをのを巧のおへ「が巧や路になのつくが四伞」と、自作 
の巧を巧き化へた。をの本は今では巧つ V ゐない。句ももう巧え V むる人化 
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一人 もなからぅり 

巧政四が巧のおである。巧は地棘と 一ぶ ふ郎のが取で、 この 話を おでむ たも 
のらしい0 

一 H の大巧 かを が巧でをして むる 円かは、を活の上からをつて、ががの大 
•お父やこのががとは、をがを交がる世巧に住んで ゐる Mk である。 又巧ホの 
上から云つでも、巧かはお川時化の找作やが化がに、おがな がかを がつ でゐ 
る ホではない。しかも自みの中に ある 巧必ももは、孤巧地がとがふ齡ピかし 
V 、 自みの间がを彼等の生巧に注かぅとずる。自かは をれ をがま V と•は思は 
ない。 M 化と一ぶへ•は、ぶ窓かで肖かもホ、孤抑化なに茜しめられ V むる】 人 
だからで ある。 
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目のあらい簾が、入口にぶらさげてもるので、 化 ホのを子は仕舉媒にわて 
も、ょくな えた。 巧 水へ^ふ 化 巧は、 さつきから、人逆りがおえない。をが 
をかけた誤が蛹る。齡繫 r た舒地る。，でもからは、めづ らしく、 
おにおかせた H が S が通つた。，でれが 巧、 齡な滿のがの目を、もからも左 
から も、 ホたかと思ふと、ら W けでしまふ。をの中で巧らないのは、午が 
の；：：ががにおをがつでむる、 狭い化 ホの±の色ばかりで わる。 

をの人の化ホを、が龄^の中から、何と】ぶふおもをくがめてなた、一人の 
靑巧が、このげ、ふとおひつ いたやぅに、まの W 散師へ聲をかけた。 

『か不お、觀靑巧へを满ずる人が夕いやぅだね。』 

た ：： . V ス；：荒み1味 
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『ぶなさ。』 

脚な巧は、仕事におをとられでむたせいか、少し齡がうに、かう答へ た。 

が、これは脱の小さい、♦の上を向いた、何がか；5やうきんな所のもるを乂 
でがつさにも巧子にも、巧おらしいらのは、ががもをい？巧てゐるのは、麻 
の* i ずでぁらう。をれにまえた巧な巧すをかけたのが、化巧诛判のがいな巧. 
が正の！？嗦の中の人かをちるやうでぁる。 W 
ir 私も一つ、 H をでもしてちょうか。かう、うだつが上らな くつ もや、や ク 
きれない〇」 こ ， 

『@儿巧で 。 J 

『なに、これできい運が巧かるとなれば、私だつて、觀 5をずるょ。 りを を 
ん たつて、を化をしたつて、さうとずれば、 がい ものだからね。つま々、 恥 


い 







化をかホに、】商巧をするやうるものさ OJ 

巧をは、が相化を心をもの買ひをし V 、下曆を稚めながら、きょろき 
ょろ、•仕ホ巧の中を見巧した。 iW がを後にしでなでた、巧巧さのあばら 
夕だから、がはみがつかへる巧巧い。が、簾の外の•化巧が、目まぐるしく動 
くのに引捷へ V 、化巧では、がでも M がでも皆蘇もやけた主巧の肌を、のど 
かな蘇56に吹がせながら、巧がもをからさうし"^むたやうに、ひつをらかん 
と!^まつてむる。どうやらこのをのがばかなは、燕さへも化ををはないらし 

ぃ。；— ••‘ 

あがな事を しないので、靑侍け又 親を がいだ。 

『わおさんをん ども、 このがまでには、巧みいろんなホを、見たらがいた & 
しらら うね。どうだい。巧巧巧は、ほんとうに巧を巧け V 下さるものかね 。 J 
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『左巧さ^昔はが々、 fVxe な ホ も あつた やうに M いてむまず OJ 
IT どんをホがあつたね 。 J 

『ど乂なホと一巧つて、さう 一口には】ぶへませ乂がを。_.しかし、 わい かた 
は、 •を乂夕話をわ問さをずつても、 が 化くもあちまずまい on * 

‘か A ぃ 、 • 

if 可をさうに、これでも少しは信•む知の ある 5^が凡だげ。 を々 法が巧かると 
るれげ、刷：：：にも —— J 

『な ふなでずかな。巧が父でずかな 0 J 
をは、脱じがをょせてちつた。巧むてむた丈が、ホり於になつたので、や 
つとなか樂になつたとをふ謝子である。 - 

『神化の巧考へなど、ミふものは、巧方がた化の^がでは、 中々わからをい 
ものでずょ OJ 
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『をれ i わからをからうさ。わからないから、わおさんに饼くんだわ 0 •け 
『いやさ。神係ががをわ巧けになる、ならをいと】ぶふ 事ぢ やわらません。を 
のわ巧けにをる巧の藥し恶しとをふホが 。 J 

『だつ V 、 巧けて巧へばわかるぢやをいか。奢い巧だとか、おいぶだとか0•一 
『をれ が、 どうも#ホがたには、わかなみねませうて。」 

『私には ss の義しおし ょら、 さう】友ふ理^のホが、わからなさうだね〇』 

U が狀山したのでわらう。さつさから見る と、 化巧へなもる物のがが、 

一 f ^レら 

6 ももをくな つた。をのおいがを S きながら、朗に稱をのせた巧巧らの女が 
二人、5^^目を供に、通クずぎ る。 一人は手に宿への王巧らしい巧の巧を持 • 
つ V むた。 ‘ 

气今、西のがで、^がの鑑を W しでなる女の前などを削くとょくわかります 


79 







がな 。 J ♦♦ 

『だから、是 さつきから、わおさ 乂の p 閒さ家つてゐるぢやをい^。一 
一一 人は、巧の間、がつた。巧侍は、的で § のをを がさながら、ぽ妻ろ 
がホをが《てるる。貝巧のやうは 白く光る のは、がが さつきの g が 化がこぼ 
れたのでわらう0 - 

r おさないかね。おおさ乂 OJ 
やがて、巧むさうな巧で、巧ががをつた。 

「では巧巧を巧つて、】つ巧話し 申しませうか。又、 你^ ものをおです W 

な 。 J 

かう前巧さをして、 W 巧がの?は、みに班し出した。日の 長い 觀* いもから 
をい人でなくては、おせるいやうを、化むな W ぷらで おし W したのである0 


80 


♦ 




『もうが是 s 四卡が前にならませう。わの々が 3 だがの時かじ、この淸水の 
がを巧へ、^をかけた巧がわ A ました。どうど I 生安樂に巧せまずやうにと 
をひましてを。何しろ、をの時^は、わの女もたつた】人のわふくろに死別， 
れたがで、をれこ，で H 々の巧しにも菜支へるやうなみの上でしたから、さう 
るふがをかけたのも、滿巧無理はあなません。 

『巧んだおふくスとをふのは、もと 白 朱巧の盛子で、】しきりは大さうホ巧 
つたものですが、苑を巧ふとをふ巧をなてられてからは、めつきな人がザな 
くなつてしまつたやうです。これが义 、白 あばたの、年に化をはず水々しい 

大がらを婆さんで しでな、 何 さま、 わのなすぢ や、化 どころか巧でも . 』 

『わふくスの話ょ6は、，でのがのおの’ホを伺 W たいね 3 J 

『いや、これ化巧巧巧で。——、^ v のわふくスが化んだので、後はお I 人の 
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獲せがです から、いくらか せいでも、巧しのぶ てらけやぅがあらませ乂〇を 
こで、夕巧もょければ、巧なホのがが、 おがらをずるのにも、 が! に、わ 
た-^へ：？：かひけ•るとをふ始末です OJ 
『へえ、， で乂 なに巧い女だつたかい OJ 

『左はさ。おだてとをひ、がと云ひ、手がのががでは、 化どこへ出しても、 
がしくないと思 ひました がな OJ 
r 巧しいがに、昔さね。』 

巧化は、色のさめた巧の水干の巧口を、もょいとひつばクながら、 こんな 
ホををふ。あじ、笑聲をみからがいて、义ゆつくち5^しつづけた。巧のが巧 
では、巧に巧が巧いてむる。 

『それが、一一一よりの間、巧痛りをして、今 H が獻献い】おふ巧に、 ふとが をち 


82 





ました。何でも、 同じ 卽がに? i つ V むた建巾の巾に、巧むしの巧主が一人む 
V 、をいつが何か於&砂のやうなものを、くどくど誦してゐたさうでずがな 

% 1 /f C A 

火 ホ， でれが、がにをつたせいで せう。うとうと収 ながさし でも、 をの 聲 ばか 
らは、どうして もずを戌なれません。 と A と、 綠の下で化 W でも巧いでむる 
やうを， 。ももでず。 ずると、， での A が、何巧の問に やら 乂問の語になつて、 
「ここから 蹄るおで、 t でなたに云 ひょ る巧がわる。，での巧のをムがを聞きを 
され 〇」——と、かう 饼え ると一 K ふのでずな。 

『はつとがつ V 、^がさめると、 巧 まはやつぱら陀巧尼 一ニ ホでず。が、何と 
云つでむるのだが、いくらがを®ましても、わからません。をの時、 巧 おな 
く、 ひょいと 郎ふをおると、常 巧 巧のぽんやらした 刚 6で、巧音巧の巧巧が 
見えました。？：：が瓣みなれた、齡船がの辦齡でずが、をれを見る と、 不ぉ 
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■ 、 

巧に 妾 巧もとで、 「をの 巧の】 お ふが を w きな され」と、！!だか一》ふやうな な、 
がし《さうです。 を こで、 段を れ をが—の繫 だと、一巧に 思 ひこ 丢 
しまひました 〇』 

『はてね。』 ’ 

『さて、巧がふけてから 、が おをがて、だらだらす 6 の獻 g を、おがへくご 
らうとしますと、まのををから、巧が 一人 化きつきました。 P が、 をさきの 
がい巧でした グ生かのがで、 かホの巧のがもなえなければ、著てゐ るみを 
どは、 お 夏わからません。化、 ふら 巧 さうとする 斯がに、ホが 巧う の口裝じ 
さはら ました。いやはや、とんだ時が、 が 巧のおにがつたもみです。 

『をの止、か手は、がを訊かれても、名ををひませ，^" g ピ訊かれても、巧 
をちひません。唯、ぞふがた说けとをふばからで、坂下の!^を化へ化へ、化 
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ir 、 ずくめたま、、引きずるやうにし V 、つれてがきまず。泣かうにも、巧か 
うにも、まるで人述6のない巧みなのだから、化方があクません OJ 
『ははも、をれから OJ 

『，でれから、とうとう八巧ホの儀の中へ、つれこ3れて、をの巧は巧處です 
ごしたさうでず。——ホ もを のみの巧なら、がよ6のす前よりは、巧方がた 
のホがよくがが知でせう。•『 

满は、义眺にがをよせ V 、夕つた。化ホのがは、を《巧くをつたらしい、 
唤<ともなく巧るおのせいであらう。が巧化おにがつてなる巧の巧も、何時 
の間にかこつもへがミよせられで、今では、^巧なものおの閒に、お々と白い 
ををこぽしてむる。 
n 几がをつもやいけをい 。 J 
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巧がは、思 s がしたやうに、®のひげをがきがき，かう云つた。 
f をれで、もうおしまひかい OJ 

『これだけなら、何もわざわざお祗し中ずがものはあらませ AOJ あは、やは 

らホをいぢらながら『巧があけると、をの巧が、かうなるのも大方宿散のお 

♦ 

だらうから、 とてもの おに夫巧になつて くれと 一ぶふのださうでず OJ 
『ぶ巧』 

『をの巧吿げでもないなら、巧も巧、がは、砍音巧のわががし 通らに々 るの 
だと思つたものそずから、 とうとう ををおにふなました。さて形ばからの を 
ホをずませると、先、巧巧の用にとをつで、巧のみから出してホてくれたの 

•かなを十ぷに巧を十ぷでず。-この巧化ばか6は、が方に ももと いづかし 

いかも か H まサんを。 J 


86 



















が巧は、にやにや笑ふばか わで、 •おおをしを い。 巧 も、^ うがかなくなつ 


♦は 


ち 

『やが V 、 巧は、 H のがに脱るとをつ V 、が】人を巧が巧に、儒しく何おか 
へ出 V がきました。をの後の淋しさは、义】俯です。いくら利#ホでも、か 
うをると、が巧に必巧くなるのでせう。をこで、&博らしに、-何ななくなの 
ホへ巧つ て おると、どうでず、3^や稱はおなホ、巧玉とかがなとかるふを日8 
の巧が、化^^に巧つとなく、化ぺでぁるとをふぢやゎらませんか。これには 
ぁ、 iK ふな丈な、^でも、思はず化 5* をついたさうです。 

『かに もょ ちます が、 こんを が巧をがつ V ゐるからは、もう曼はあら-^せん 
那赋でなけれげ、かをりでず。 —さう 思ふと、今までは唯、さびしいだけ 
だつたのが、が心に、怖いのも手傅つで、何だか片時も化巧にかうしでは、わ 
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られないやうな乂にならました。何さ今、恕く化をの手にでもか、らうもの 
なら、ど A なりに进ふかも知れません。 

『をこで、巧げがをさかず父で、をいでロロのホへ引 •がさう としまずと、誰 
だか、巧慎の巧から、しはがれた巧で巧びとめました。祈しろ、人はむない 
とばから思つてわた巧でずから、がいたのがかをいのだやあ A ません。見る 
と、人問ともがおともつかをいやうなものが、がなの袋を巧んだ中に、脚く地 

なつ V 、巧つてなず。-これが目くされの、がだらけの、巧のまがつた 

巧の化い、六十げからの尼法がでした。がの思苦知つてか、からないでか 
がで前へのら W しをがら、巧かけにょらない觀撫ザで、巧對面の换巧をずる 
のでず。 - 

『こつもは、ブでれ巧のほざで^^なレのでずが、阿しろ进ザょうと一巧ふ巧みを 










w どられなどしではが觀だと思つだので、しぶしぶ巧がの上にがをつきなが 
らもにもをい齡齢新をはじめずした。どうもおのをがでは、この婆さんが、 
今。•であの巧の！?がか何かつとめでゐたらしいのです。が、巧の巧資のがに 
をると、巧に】口も話し奇せん。をれさへ、巧の方では、おにをるのに、，で 
のがが义、少し巧が泣いと巧でわるものですから、】つ祗を巧巧となく、を 
ひ抗したら M きおしたクずるので、こつもはもう化き机したい巧、おがぢれ 
まず〇—— - 
『 tvxi なおが、齡齡がでつぃさましたらう。ずると、やれ巧水の機が巧い 
たの、やれ•五化の側が亂が出がたのと一 K つでわる中に、幸がの加被か、この 
逛さ A が、 巧祕ちをはじめ或した。】つはがのおをが、はかげかし 
くたつたせいもわるのでせうがな〇,をこで、がは、がをがつ V 、かホの巧な 
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を巧 s ながら、，でつと入口までなつでがつて、戸を細自にあけ V なました。 
外に も、 い、案配に、人のけは； S はあみません。—— 

『此座でをのま、、进げ W してしまへば、何のがもなかつたのでずが、ふと 
々朗巧つたなとがとのがを思 S がしたので、，でれを化ろに、又をつと皮晚の 
巧で歸クて巧ました。ずると、どうしたが子か、砂をのをにけつついて 
思は乎手が婆さんの腺にさはつたから、たまらません。尼のおめおいで腿を 
3まずと、巧は唯、あつけにとられて、むたやうでずが、なになもがひのや 
うにをつて、がのがにかぢクつさました。さうして、半が^さ巧で、巧：：に 
巧かしやベら立てまず。かれがれに、語が耳へはいる所では、巧】始に巧げ 
られたら、もみがど ve な；5どい H に遇ふかも知れないと、かうをつ V むるら. 
しいのでずな。が、こつもも化おにる V は命にか、はるとをふげでずから元 
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ょら をん ながにがをかず巧がわらません。 をこで、 とうとう 、女 同をのつか 
みなが はじ皆な iw した0 

『打つ〇贼る。狀がの袋をなげつける。-巧に化ををつたな も、 がもさう 

を齡ぎでず。 をれに、 かうな ると、 化物巧ひだけ に、 婆さんの力 も、 冀 化に 
は W ホません。 が、をこ 成斬のもがひで がう、 削もな く、 娘が、がと销とを 
が齡 にか、 へ V 、 なを巧らしながら、塔の戶 U を こつ，で ク、忍ぴおた時に戌 
巧 主もう、 が もき かないやうにをつでむました。 これは、 後でがいたのです 
が、3^齡 は、 をから化を少し W して、邮か•ら砂ををがびせられたま、、がお 
い隅のホに、仰向けにをつ で、 獻てむたさうでず。 

『こつもは 八が? if を山る と、肿家の多い 所は、 化巧に站がさしたと巧え で、 
おがをもるの加^の夕をたづねました。このか人と一ぶふのも、をの〇なしの 
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巧ミ人なのですが、がの一ぶ もやつたからでせぅ、^をがかずやら、巧をお 
る やら、いス が 巧してくれた さぅ でず。， で こで、娘も 解^、 ほつ と】 述 
つくが が尚來 ました 。 J 
『私 も、やつとま也した ょ OJ 

巧巧は、巧にはさ乂でなたおをのいて、化の外の夕 H を踞めな•から、をれ 
をお用に、ぱもつかせた。をのパ^の中を、今しがたが P ド五六人、綺 々し 
く笑ひがじながら、述らずぎたが、がはまだ化ホにがつてむる。 ミミ 
if ぢやをれでを{けらがついたとをふがだむ OJ 

「所が Ji 翁は火仰にををおつて、 i . tv の知人のがにゐ夕すと、なに化巧の入述 
6グはげしくをつて、あれをおい、われを見いと、化らわふ巧が閒えまず0 
何しス•後がい推'^ずから、娘は义、胸をがめました、々あの^が A が化なし 
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しでにもホたもの か、 さもなけれげ、お非遂嫂のを手がか、らでもしたもの 
か、——さう がふと もう、 わ も-^、 巧を巧つ V もむられま廿乂 OJ 

r 化科」 

『を こで、戶の齡邮から、をつ と 外を那いでなる と、 お巧のザ女の中を、 化 
なが一立六人、をれに斬が^^が】人ついで、物々しげじ地ら3した。をれから 
をの 速中にかこれ V 、 がにか、つたザが】人、巧み裂けた水で を おでた S 
すもか ら ず、^かれV巧きまず。どうも 物盜 りをがへ で、 これからをの 化 
ぶへ、巧なをしてむく巧らしいので ずを。 

『しかも、， V の巧 論らとを ふの が、^が、 五なの おでをひょつた、 あのがだ 
らうぢ^3-わなませんか。 獻於をれを見ると、何故か、ががこみ上げて來たさ 
うでず。 これは、が、•平前におしました-何も、，でのがに化れ V むた 
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の、どうしたのと一ぶふ資ぶやない。が、をの 巧 a をう けたまをおたら、なに 
円かで、内みかいぢらしくをつ V 、思はずない V しまつた と、 まあかうミふ 
のでずかな。まことをのおを削いた時にはホがもつくさう趴 S ましたよ 


『何とね 。 J 

『枯巧掠へ巧をかけるのも考へ巧だとな 。 i ^ 
『だが、おおさ乂。をの女は、をれから、どうにかやつてむけるやうにをつ 
たのだらう OJ 

『どうにか巧か、今では何不自もないみの上になつてむまず。をのなや巧を 
巧つたのを本にしましてを。化せ巧も、♦こ.れだけは、が^巧をわもがへにな 
らませふ〇」 







i -をれをら、，での化な目に迸つでも、おがぢやないか。.！！ 

外の りの 义は、 i : がの脚にか、巧い スミが づいた〇をの 中を、 化だつた竹 
あのをが、かずかながら k が化龄から餅えでホる。化ホの人迦なも、巧くは 
とだえたらしい。 

『人を巧したつで、巧をりの々巧になつたつで、ずるおでしたんでなけれぶ 
化ホがないやね。』 

巧侍は、齡バ巧へさしながら、ホ上つた。翁も、もう捉の水で、がにまみ 

れたホをつ V ゐる -二人とも、どうやら、 がれ V ゆく おの H と、か手の 

らももとに、 ががらない何ものかを S じてぃもむるやうなをすである0 
『巧に巧、をのみは化をせホだょ 。 J 
『巧冗談で 0 J •， 
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ITiw つたくさ。 わ 爺さん も •、さう思 ふだら う OJ 
『手前でず か。す 前なら、 さう一 K ふ巡はまつぴらでずを。 J 
『へええ、 さうかね。^!^なら、 二つおがで、 巧けて巧くがね〇」 
f ぢや觀宵巧を、御倍，心なさいまし 。 J 
『さう--卿：：：から も、わ说 C もしょう ょ OJ 



































m 

手 ホ 

策なホ困法巧大巧が巧、おが川雜造化ホは、ヴ玉ランダの巧が1;^巧をか 
けで、スト？^^ントべ瓜クのドラマト。方¥ィを教乂で&わ。 

先なのが呀は、賄巧政策の硏炎である。從つで、讀ホには、化生かドラブ 
卜•八 V ィを就んでむるとをふかが、聊、巧巧の巧を巧へるかも知れない。 
が、巧もとし V のみならす、ながをとしても、かちある先生は、が巧の硏か 
にが•嬰•でない本でも、をれが何榮かのおかで、現化の巧なの思想なちぶがな 
ちに、關巧がある物は、暇のある化り、必】がは、雌を述ず。現に"昨今は、 
化化の校長を廉ねてなるぶな巧が？：巧がの化がか、巧巧ずると】 K ふ、唯、を 

れだけの巧かから、オ スカア •フィ八ドの ♦テ •ブロフン♦チ {ス とか、ィンテン 


夕 
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シ 3 ンズとか】巧ふ《さへ、】講の巧を執つた。 さう をふがの取であるから 

i ブしク ろん 

今、 請んで なる 本が、喊拥近化のが曲ぶ俳 おを 論じたみで あるに しても、別 
に不思巧が る 巧はをい。巧 かと 云へば、ホ生のが k を 巧け でむる 巧なの中に 
は^ィプセン とか、 ストッント ぺ八クとか、乃至 メ H ブ^ジンク とかのが論 
を 與く巧連が、 むる ばからで なく、 進乂では、 さう 一 K ふ！^!^ の化 化み のがを 
あつて、作削を】生の化ホに しょうとずる、 お 也 家 さへ ， Q るからで ある。 

ホ生は、ががな一をを巧み了るがに、巧いスい^おがの本を、がの上へ换 
いて、ヴ H タングに吊して ある 化ぶななのホを、巧が と】 巧ず る。 不思巧を 
ホに、 さうずる やをや、先生の化おは、 ストブントべ 八クを離れてし 3ふ0 
をの代ら、】しょにをのはみ错なを巧；5に巧つた、みさんのおが、必に巧 A 
で來る。♦先坐は、巧巧 小、 米巧で持がをした。だから、みさんは、か 15? 、姐 
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乂利加人でわる。が、 u 本とり本人とを巧ずるがは、先生と少しも换りがな 

f ク K な人 わ< 

い。 巧に、 H 本の 巧が なる美巧 Hai 品は、少からす奥さんのなに入つてたる。 
從つて、巧か巧なをヴぶランダにぶら下げたのも、先生のがみと一巧ふよ.c^は、 
#、みさんの：：：本法ホが、】巧を現したものとおて、がる可きであらう0 
先生は、本を下にがく巧に、みさんと巧を提れと、さうしで、をの巧爪に 
よつて化をされる：：：本の义巧とをおつた。ホ生の信ずる巧によると、 H 本の 
义明け、巧近五十年閒に、か巧的ホ面では、可成巧巧な^ホを示しでむる。 
が、树神的には、巧、これとをふ程の進ホもはめる！ r か化來ない。否、寧、 
巧を ホでは、 W 巧しVゐる。では、現代に於ける思な夕の忿としで、こ 巧 
巧みをか濟ずるをを巧ずるのには、どうしたらい、のでわらうか。先生は、 
これを：：：本固おの武±道による外化をいと洁巧した。巧±ななるものは、か 
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して化がをるな曲民の道®をなて、目 せらるべき ものでをい。巧 V をの 中に 
は、欺米み聞のぶ存が的が神と、】をすべきものさへある y この逆にょ 
つ V 、が化り本の思おに歸巧を知らし める ホが化ホるならば、 をれ は、巧 A 
»本のが神的文朋に巧獻ずる所があるばかクではない。おいては、歐米を阁 
おと：：：本田化とのか置の巧がををあにずると云ふ利が がわる。 或は田巧閒の 
ホかも、これから化進されると 一 おふ ♦が あるであらう。 が は、：：： 巧か W 
ら 、このをホに於て、 肖ら 巧西兩ホの脚に術はる巧變にならうと思つ V ゐる。 

かうをふ光生にとつで、奥さんと巧み巧がと、，での巧がにょつ V 代表される 
H 本の文明とが、が巧巧をがつて、な谦に上るのはみ し V 不快なホではない。 

巧が、何巧かこんをががを巧逛しでなる中に、先をは、を々、なんでむる 
中で も、 •ぶ 巧がストブントベ^クとは、 緣 のぶくなるのに父がついた。をこ 




で、 t , よいと、 を々 しさぅに 頭を おつ V 、 をれ から义丹をに 脈を細い巧 字の 
上に、 推しはじめた。 すると、 了 巧、 今誠みかけた巧にこ乂な ホが巧いである。 

1俳優がかも巧姐なるぶ化におし V 、或】つのが»なを現法を巧巧し"こ 
のホ法によつてぶ巧をなもがる時、化は時をに巧ずると巧せざるとを巧はす 
一面にはをれが巧でわるおから、又】おには、をれによつて巧巧ずる巧から、 

iS もずればこのホ踩に巧かんとずる。しかしホが卽も巧をのである。 . 

先生は、もホ、が——巧に巧55とは、度说牛の問柄でわる。：3本のをお 
でさへ、この年まで何巧とがへる巧 •しか、 おたホかない。——巧 V 或が生の書 
いた小おの 中に、お 幸とをふぶ が、 化て巧たホがもる。ホ 石、 巧な强記をな 
V 自货し V むるホ生に も、 この名ばかなは河の事だかわからない。をこで巧 
の巧に、をの巧生を巧んで、巧いてなた。 
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- 君、お幸と 一 K ふのは何だね。 

おホ ですか〇梅幸と 一 KW ますのは、な時、がのがのホ巧か S の垄 
附巧巧で、お个、太削化个段 目の 巧を狀めて 巧る 役巧です 〇 , 

小かの巧をはいた巧生は、がおに、かぅ笞へた。-だから、ががは、ス 

卜9ンペ^クが、が巧なをで諭齊を加へ て 居るを巧の が 出法に 巧しても、 ホ 
生自みのな巧とをふものは、をがない。唯、をれが、紙がのが巧中、巧がで 
ちたを巧の或ものを#おさせるお巧で、巧かか巧がを持つホががが る だけで 
ある。 ぶは ば、中巧の奠巧のお師が、ィダ <オムを紋す 巧に、パ アナアド •ン 
ヨゥの脚本を試いと、火したかかはない。が、がかは、曲 A な A にも、 

でわる。 • 

ヴエラングの天井からは、まだれをともさないはか提ながで つてなる 。さ 
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うして、巧が子の上では、長を川»遙化生が、ストブンベ^クのドラマト p 
グ •今ィ を巧んでむる。自みは、これだけのがを なき さへすれば、をれが、如 
何に H の長い巧夏の午隹であるか、讀ホはを易にが像のつくがだらうとおふ 
しかし、かうをつたからとをつて、決してホホがお抑にちしんで むる とをふ 
課ではない。さう解巧しょうとずる人があるならば、をれけ自みのみく必も 

もを、わざと シニカ^に 曲解し ょうとず るものである。-現巧、ストリン 

卜べ八クさへ、が生は、中をでやめなければならなかつた。何化とをへば、 
巧が、巧をを吿げる小閒巧が、ホ生の巧臾を妨げでしまつたからである。辦 

閒は、いくら H が長くても、ホ生をだ巧しなければ、止まないらしい。 . 

が生は、本を巧いて、今しホ小問化が持つでホた、小さなぶ前を見た。を 

ホがに、かく西山を子と♦い V わる。どうも、今令でにをつたホのわる人で 

♦ ♦ 

1 f C ~ 〜 VS I 占 -^ 勃 rhg づ 11- 
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は、をいらしい。巧巧の廣い先生は、巧がすを離れるがら、をれでもホの巧 
に、-通ち、，巧の中の人名巧を巧つておた。が、やはら、をれらしいがも、 
化巧に巧んで來ない。をこで、なけらに、么剌を本の閒へはさ乂で、をれを 
簇保子の上に巧くと、ホをは、な巧かないを子で、巧仙の巧衣の前を抗しな 
がら、もょいと又、みの先の巧を巧がへ眼をやつた。誰もさうでわらうが、 
がたせてわるあょな、がたせておくま人のホが、かうミふおをは多くが遠し 
い。尤も、 H 巧から说嚴なホ生のがだから、これが、今 H のやうな未かの女を 
に巧し V でをくとも、さ今だとをふがは、わざわざ巧る必巧もないであらう0 
やがて、が巧をはかつ V 、 先生は、應巧畫の虜をわけた。中へ成いつて、 
わさへ V るたノブプを雕ずのと、がそじかけ V むた四十ががのが人の义上つ 
たのとが、 お、 同がでもる。をは、化生の判別をお偉した、上品なが巧納戶 
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のがホを巧て、をれをがのがのの巧が、胸だけ細く剩した所に、巧化めのが 
巧を、煎しいまの形に、うミ止らせて むる。 裝が、义がにおつである赛は、 
かう云ふせ豪に！^恥がが化生にも、すぐわかつた。り本人にがおな、化巧の、 
巧巧色のががをした、ながらしい婦入でわる。先をは、】巧して、このをの 
巧を、どこかでなたホがあるやうに思つた。 

——化が長を川です。 

先ホは、巧おょく、がホした C かう】ぶへげ、をつたホがあるのなら、向ふ 
で云ひ出ずだらうと巧つたからである0 
——私は、西山ぶ】邱の母で•こざい普ず。 

が^支、はつミらした巧で、かうお来つて、をれから、叮巧に、巧巧をな 
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西扣巧一郎と をへば、がが も A えてむる。やは.^ ィブ 七ンや ストブントべ 
火クのが » を at く 生徒の一人で、 專 巧はおか抓がだつ たかとおふか、大巧へ 
はいつてか^; o も、ょく思お閒巧を巧げては、ホホの詐に恥^^レわ。をれが、こ 
のを、腹膜炎に 巧つ て、大巧が巧へ入 •おした ので、化生 J 解ながら、】二 巧 
お 巧 S に 巧つ てやつた ホが ある。このがんのがを、どこかでがた巧かあるや 
今うに 思つ たの も、倘がでは ない。もの 巧の 狼い、獻がのいいががと、このが •い 
'人とは、 H 本のおなが、瓜二つと するやうに、 おく 招、 ょく 化てわるの 
である。 

-はも、西 S 君の . さうですか0 

ホ 練化、巧な で 巧きながら、小さをブ玉プ^の 向 ふにあるが がをおした 0 
——どうか、あれへ0 
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が入化、】化、夕がの訪巧を w しでから、又、叮巧に巧をし V 、示された 
め子に度をかけた。をの巧子に、かからないものを拍したのは、矜ホであら 
ぅ。化をは、をれを見る と、 早速ブユプ八の上の巧が四巧をずずめながら、 
をの巧ふ側の巧子に、座をしめた。 

-結構をわず3 W でございまず。 

捕人は、巧、わざとら しく、 畫の小をお拋した0 
——いや、廣いぶかちで、】向かまひまかん。 

かぅをふおがに巧れた先生は、巧から小閒巧の持つてがた冷ぶを、をの前 
にをさせをがら、をに活巧を相手の方へ轉巧した。 

——西化君はか巧です。別段巧を態に巧りはあなせんか。 

1化い。 


107 











梳人は、つつましく兩ホを朦の上に巧ねながら、もょいと•載を切つて、を 
れから、巧にかうをつた。やは な、 な巧いた、がな前ずで云つたのでわる。 

-巧は、今りもかのがで上つ巧のでございますが、ぁれもとうとう、い 

けませんでございました0が化中は•いスいス先生にもが化かになりましでミ 
が人が手にとらをいのを进がだとが巧した先生は、 この 时了巧、 お茶々 •膊 
を口へ待つ V 巧 かうとしてるた。 なまじ ひに、 くどく、 ずず めるょらは、円 
みで巧つてなせる方がいいと思つたからでぁる。所が、だが说が、ホを口 
おにとどかない中に、が人の辭は、夕が、先ホの巧をわびやかした。ぶをか 
んだものだらうか、化まないものだらうか。——かうをふ思ま•か、巧がの巧 
と化、をく 巧 ホして、】巧の閒、化生の•心を巧成した。が、何时までも、持 
も上げたホ麻を片づけすにおく巧には巧かない。をこで先坐は思がつで、が 
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ぶらと半がのホを饮いと、必もも周をひをめながら、むせるやうな#で、「を 
らやあ」とをつた。 

. . 巧^に居らました關も、よくあれが巧ななど致したものでござい 

まずから、齡粉しからうとはがじ3したが、わ知らせかたがた、巧膊を申上 
げようと思； S まして . 

——いや、どうしまし VO 

化生は、斯がを下へおいて、をの化りにがい峨を引いた蝴巧をとなあげわ 
がら、！！がとして、かうをつた。 

——とうとう、 いけまかんでしたかなわ。了巧、これからと云ふがだつた 
のですが……私は又、械おのホへも巧無冰汰し V ゐたものでずから、もう大 
巧、 よく なられたホだとばかク、思つてむました。-ずると、何時になら 
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まずかな、なくなられたのは0 

1— 巧 H が、 T 巧みと H でございずず。 

——やは-> おおのホでミミ 

-さやぅでございます0 

—— いや、 賓 巧、を 外でした。 

—-兩 b ろ、手の つくせる 丈は、 つくした 上なのでございま ずから、 あき 
らめるょ A 外は、ございませんが、をれでも、あれ-^でに をしてちまずと、 
巧かにつけて、巧巧が出ていけませ乂ものでございます。 

こんをおおを巧巧してむる巧に、先生は、な外なが實に氣がついた。をれ 
は、このが人の巧巧なら、み巧ならが、少しも自みのが子の巧を、韻つてむ 
るらしくないとをふ 事で わる。 眼には、 がもたまつて むない。巧も、恥がの 
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巧 6 でわる。 をの 上、 口 巧には、化笑さへ巧んでむる。これで、話を说か中 
に、い外巧だけちてむるとしたら、誰でも、このが入は、家巧ホ化ホを語つで 
わるとしか、思は を かつたのに相違ない。——先生には、これが不思議でわ 
つた0 

昔、先生が、伯林に巧巧しでむた時みのホである。今のヵィ♦た^のお 
とうさん‘ に當る、 クィ^へ八ム巧 一俄が、 巧 巧された。先生は、この部音を 
巧きつけのみが巧でぜにしたが、元ょ A 】油らの戚巧しかうけやうはない。 
を こで、何時ものやうに、元なのい、巧を して、杖を 化にはさみながら、下 
宿へ餘つてホると、下宿の小化が二人、扉をあけるやをや、兩ホから化生の 
巧に抱さついで、】巧にわつと泣さ出した。】人は、 ホを の ジャヶブトを を 
た、十二になる々の子で、】人は、がの短いズがンをはいた、九つになる巧 
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の 子で ある。ずかがな 先化は、 巧がわからないので、二人の w い色をしたお 
のまを撫でながら、しさらに「どうした。どうした OJ と一ぶつてが^たミ か、 小 
がは、中々 泣 さやまない0さうして、 涕 をず、ク 上げながら、こんな 事を 云ふ。 

——わぢいさまの賠下が、わなくな- c ^をずつたのでずつ v 。 

先化は、一巧の元首の巧が、小供にまで、これ巧がまれるのを、不思巧に 
思つた。谢らむ菜と入民との ii 巧と一ぶふやうな閒趙を、考へさせられたぶか 
らではない。西げへ來てなホ、何巧も先生の规巧を嘶かした、西洋人の巧が 
的なぶがの泉白が、々巧のやうに、：：：本人たら、武±道のなをたる先をを、が 
かしたのでわる、をの時のが巧と同がとを一つにしたやうなももち化、ホに 
をれやうとしても、おれるがかが來ない。——先生は、今も了巧、をの位を 
焉巧で、逆に、この娩入のなかないのを、不化謀におつ t むるので わる。 
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が、巧一の斯がのがに化、閒もな < 、第二の#なが次いでおつた。- 

、了巧、主をの欺獻が、なくなつた巧年のおがから、をの H 巧生巧の•テ"ブ 
ィ作に妓乂で、巧に义、もとの^巧へ巧らぅとしでむた時でわる。巧かの拍 
子で、がが脚巧か、が"がのキをず V つで、ぱたらとが木の化の上になもた。 
みがは無論寸巧の巧巧を許さない巧、巧迫しでむる課ではない〇をこで、先 
生は、がを悦子から前への&出しをがら、下を向いて、化の方へホをのば^ 
した。脚巧は、小さなブ H プ^の下に——上成じかくれた输入の白おをの側 
にみもてむる。 

をの時、娘の心には、偶巧、麟人の膝がなえた。膝の上には、キホを持 
つた手が、のつでむる。が S これだけで化、がおでも W でもをい。が、同時 
に、先坐は、^:;^のホが、はげしく、ふるへ V むるのじ乂がついた。ふるへ 

唯 h 







をが^をれが、ぶがのが動を強いてがへょうとずるせいか、膝の上の手ホを、 
巧手で毁かないげからに巧く、据つでむるのにながついた。さうして、お後 
に、がくもやになつた絹の手ホが、しなやかな指の閒で、•さながらががにで 
もふかれてむるやうに、なのある蘇を斯かしてむるのに氣がついた 。——が 
人は、巧でこを笑つてむたが、實はさつきから、!^がで化いてゐたのでわる0 
曲扇をかつて、巧をあげた時に、先生の巧には、今までにないががあつ 
た。巧ては々らをいものをおたとをふな，むももと、さうをふ•心もものを 
謎からホる或がおとが、多少のを居おで、縣おされたやうな、な、歡 g なお 
がである。 

-いや、巧•むがは、私のやうな小供のないホにも、ょくわからまず0 

化生は、化しいものでもちるやうに、巧、大仰化、抓を反らせをがら、化 
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い、 s がの滿もつたがでかうをつた。 

—難おうございまず。が、々巧、巧と中しましても、かへらない典でご 
ざいまずからミ： 

が人は、必もも朗を下げた。がみしたがには、依然としで、ゆたかなが夕 
が、たたへ尤なる。—— 

X X X X X X 

をれから、 llw 閒のおでわる。化生は、巧にはいつて、晚化をずませて、 
を化の雌巧をつろんで、，でれから又、樂々と、ダ3ランダのおが子に腰を下 
した。 

おい S の夕なは、何巧までもが明らをただょはせて、がす戶をあけはをし 
た巧いヴユランダ化、まだをみに、なれさうなけは； S もない。化坐は、をの 
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かずかな光の中で、さつさから、左のがをおのがの上へのせて、頭をおがす 
のかにもたせながら、ぽん やら 歧みお打の赤い巧をがめてなる。例の スト ブ 
トベ^ク も、ホにはとつ V なたもの、、まだ】貧も巧まないらしい。をれも、 
をの祭でわる。！ホをの頭の中は、西山巧す夫人のけなげな巧巧で、未だ 
に一ぱいになつでむた。 

先生は、化をを S をがら、みさんに、をの】巧おおを、巧して说かせた。 
さぅ し t 、 をれを、：：：本の女の巧±道だと巧がした。 H 本と：：：本とを愛する 
奥さんが、このおを城いで、间かしをい巧はない。先生は、みさ乂にな•むな 
始き手をががしたがを、が化におつた。みさんと、さつさのが人と、をれか 
ら化か巧なと，•今では、この一二つが、或な巧め^巧を持つて、ホ生のな讚 

參 

にがんで來る。 • 
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化生はどのな、長い間、かうをふ、ホ巧な同想に si クでむたか、わからない。 
が、をの中に、ふとが雑按から、論なを賴されでむたホに氣がついた。を 
の雑誌ではがの靑年に典ふる巧」とをふ巧で、网方の大みに、】おな巧 

^ ^ rw | C い反夕 

上の和；ををがしてむたのでわる。今日のホ件をか巧にしで、早速、所ぶを書 
い V をるホにしょう。——かう思つ V 、先生は、もょいと巧を巧いた。 

巧いた手は、がを持つてなた手である。ホ生は、々まで巧巧されてなた 本 
に、おがついて、さつさ入れで適いた名巧を 巧に、 巧みかけた貫を、閒いで 
おた。 T 巧、をの時、小間使がホ V 、頭の上のはをお打をともしたので、 が 
い巧字も、さほど巧むのに巧はしくない。ホ生は、別に讀いおもなく、巧が 
と 化を貫の上にをした。 タトリントべ グクはるふ。—— 

11私の若い時か、人は^ィペ^ク夫人の、多かじ驻•みら山たものらしい" 
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す巾 5 ことを話した。をれは、がはな笑し V むながら、は手ホを二つに裂 
くとミふ、二取の巧おであつた。をれを我等は个、奥かと名づける。 

化連は、本を膝の上へおかた。關いたま iw 扔いたので、西山な子とおふ名 
期が、まだ巧のまん中にのつ V むる？が、先をのふじあろものは、もうあの 
械人ではない。さうかとをつ V 、 おさんでもをければり本の文明でもない。 

，でれ らの平爲な調和を破らうとする、得巧の知れない W 巧かである。 ストタ^ 
ントぺ八クのお舟したが出化と、巧巧がが上の脚組とは、か論もがふ。が、 

今、讀んだ巧からうけとつた巧示の中には、光生の、沿上らののんびらした 
ふももを、巧さうとずる； E かかがある。巧±道と、さうしてをの型と- 

先化は、不かさうに一ご二巧頭を振つて、をれから又上眼を化ひなが^、ぢ 
つと、秋がを俯いたはみ提がの明いれを说め始めた。ミミ—— S 年九が—— 


♦ 











尾形了齋覺ぇ書 


一. 




^tr 4 ^ M _ ‘；； 


# 








尾お了齋邀ぇ書 

今な、當村內 にて、 切支丹宗門の宗徒 お、 が法を巧 ひ、 人目を煤はしが化 
にがき、 な見聞をし候次 巧を、 が一公^へ中上ぐ可き 巧、 がか化かがらお採 
た巧ホな 化ら 巧。 

脱が、 今年一二巧よ U 、 なな：白ががが巧皆紙と中す 巧、 なをへをク、间人が 
里(巧年九歲)が^^ 化き、 お巧致し巧れが 巧、 お々賴乂 6 が。 

右なと申し候は、巧巧奶おがの一二々に有之、十が U がみ作方へ緣 Ij ? き、化 
を巧けおも、程なくが い 化な たれ、 がが巧巧も化らず、巧巧ち乃まは巧れホ 
をどを し 候ぅ V 、 をの：：：をが口し 巧る巧に御座候。 をれども、か 何なるん得 
な； S に V か、巧 作病巧の船い ク、辟ら 切ま巧宗門に蹄化が し、 巧村のげ天述 
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スどクげ と 申ずホ方へ、々出入をしが脚、巧か巧にても、 4;^ げ灭述の 妾と 
かががか、なか化巧すををども巧•之、巧巧のがが絕え中さず、攸つ V 、ダ您 
を斯始めがホお】间、巧々度見化ら候へども、が烏が如巧ょり攤巧さもの無 
しなど申しおうて、一向にか點仕らず、巧夕、唯、娘坚とおに：：7;5すと稱へ 
候小き巧巧おのずり本巧を话拜致し、夫巧がのな參さへ总な巧る始乂に化 
う、唯今に V は、が巧緣ホとも巧铅なし巧 >、あつては、村方にても、がか 
ひに巧ふ可さげ、が-挥巧致しがる如に御座が。 

ホ 巧の者に候へげ、 巧々賴み入 もがへ ども、；^ 辕巧 のがは、 け ふま じさ も 
申し餅け巧巧、】巧はなくなく 巧を をしがへ ども、 お八 H 、 巧おをへを な 
「一生のぶに爲申ず巧くおへげ、何を领檢版下 3 れ 巧」ぶど 中し候うて、如何 
巧 断らがも、削さ入れ申さす、，化ては、私を玄關 になう 化し T 额巧淆巧のが 
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歎は、人のおを^ずホとがじ巧〇がるに、私娘火がの巧、巧測さ索じ遊•は 
3るる平巧とも公ががく候」など、がじ化へば、私中しがは、「巧巧の中し 
化、巧々 进巧には巧へども、私檢巧致さざる巧も、をく，での理おしとは中し 
おく巧。俯制と中し巧は ば、 ♦巧•か生のが狀誠におりからず、別して、私始 
め村ホのおの船船を拜みおを、就がが齡におかれたる所がならなど、お誘潇 
致されが由、麻とホり居ら候。^るに、をの正进ががをる巧巧が、私お天が 
に^^<られがホに、惟今、が巧の大抑をみしおれょとホされがは、河化に巧 
が •おや。右巧の 巧は、^® 巧信佩のおた巧如ホに御巧みあつてがる 可く、も 
し、たつ V "な、齡巧巧致されが上は、奶が辦を巧御おがの化、な巧巧く 
^が鹏たる可く候。化段巧ホ引お么にめでは、假令、巧成仁術ななと申しお 
へども、神佈の热邮も恐しく巧へば、换巧の巧半に御がり中し候。」斯巧、說 
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得致し おへば、な も ホ 石に、推してとも中し おく、 が 化を々 齡を致しが。 

巧九日は、ひさ明けホょ5大おにて、が內一時は人姐も始え候所、卵 村 ば 
からに、 巧、 がを もをさ中、縮なの 如くな A て、私をへから、又々檢庇 致し 
おれ候檢、巧み入ろお閒、私中し が 化 T 長袖ながら、二哥戊巧座おく候。巧 
れ ば、がかの かか"巧を巧如巧 か、 W れ か】 つ御棄 V をさるる み別肿•娶 とが じ 
侯」巧巧申し聞けがへば、な、化巧は巧おの如くかぶ A 、 がに巧三がづさ 
又は手をがせて拜みをど 致しがぅて T 仰せ千巧巧 ホ もに 候。 なれども、切支 
丹宗門のかにて、】巧こスぴお上は、私魂おとも、を々做々亡びかず可く 
候。巧ホ、私必がを不巧と 巧 巧され、化巧のみは、巧巧か下され巧が。」など 
巧さ口說さ调ぴ乂 A が。邪宗 巧の {みなとは中しながら、親公に一一無きがかな 
え 多少とも、哀れには巧 じおへ ども、私化をなて、公ぶをがず可らざるのぶ 
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理に侯へば、如何巧申しおうでも、ころぴが上をらでは、お巧叶巧きち、 
申し巧ちお所、な、柯とも申し巧無さ®をなし、少時私巧をなつめ巧な候が 
がが！^をはもはらとなし、私お下に手をつろ、候う V 、何やらがの檢をる黄に 
.で申しがへども、巧からの大巧の音に V 、化と说さ取れ中さす、巧 S 朗さな 
しお上、が、がらばを巧く候へば、ころびが可さ趙、巧が致しが。なれども 
こるぴ候 W 应無么おへば、右巧刚を立つ可き巧、中しがけが所、な、無言の 
巧、^^中ょク、彼くるすを化ク出し"ぶ關式み上へをし巧さおうて、がに S 
巧-で路み侯。巧箭は、格別巧化したるお色もお之、がもがに化さし如く思 
化れ侯へども、足下の^^^^^を说め候眼の中、何となくが病人の巧に V 、私 
ホ下巧など、皆々あかおしく思ひしホに巧が候。 

が、私申し化もれ立もおへぶ、卽巧下巧に巧铺をのけせ、火；南の中を、な 
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M 道に て、 同人を へから お 巧、 まも手狭なるが 焦に、 化 巧ち、巧 をれにして 
打獻しがりが。尤も、5^||辦しくがへば、殆ぶおお么きがにかなぇいたいけ 
をる手じで、狀 ly しが：姐し、空に十ホを描き候ぅて は、 巧にはるれやと中ず 
•能を > がのかく： 3をち、 其が巧がしげに、化笑み巧り が。わ、^ れやと中 
し 巧は、 切支丹を巧の がにて、 お£解に説奶をがぐる化に御 W •が 山、巧、 
が節ががに V 、 なくがく中し战かし候。 W つて、が速お脈をしがへば、化巧 
のおにがれおく、且 は!！ 一^^れの巧 も か 之、 今 H 中に も、 知命巧束なかる W さ 
やにがが V 候閒、がホおくな 6、 なへ申し M けがが、同人义令巧おの如くか 
巧ち or 私ころび候け細は、 5^ の命 W け巧 さ 一がょ ク にが離が。•巧る を、 ホ 命 
をさせおぅ V は、 H 护 IK 、 巧が】 にも 無么かる呵くが。何ホ巧な巧かがに巧 
き ホ 6 候私，む巧し さを、 が化みかけ下され、が】命、如柯にもして、巧化ク 
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留めでされ巧喉」とかし、私のみならず、私下男がでにも、手をつき候ぅて 
巧に賴み入らがへども、人力に V 化如柯ともをし難き化にがへば、ふお違；3 
をさざる巧、典れ典れも、かしおし、が巧三化棠しおきが上、がからの巧止 
みを幸、ホも瞄らんとをしが所、な、私かにずがらつきがぅて、巧れ中さず 
何やらホさんずるおをにて、おを動かしがへども、】君も申しおでざる中に 
なるなる衙色按.=^、忽、其巧に巧がをし巧。化れげ、私大に仰天をし、早速 
下ぶ共み、か抱化りが所、が、正おづきがへども、巧が立上らがお力も無么 
「所がは、私也巧くがぶ、が】か、化烏巧如ホ、二つをがら失ひしに® まち 
候」とて、さめざめと泣きがみ、な々中しおめがへども、】向巧に掛くるほ 
も额座おく、： nj 化娘を废もがおくが見え侯閒、止；； P をがず巧下巧召し伴れ、 
が々がを化らが。 
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がるに、其：1:未時下ら、が?^1鮮ぉ3|左街巧殿が化ぉ巧にぉ6ぉ所、なぉ巧 


ふどの3 


去致し候山、ホにな、がのぁまも、をに巧ななしがか、彌お衛巧巧よなホ 
ゎが。ホに仪れば、^!5^が致しがは、私お巧後一巧の脚と相妊え、をの上一测 

Jf^ ^ こ ！40 

に ti 、 な、 巧に化ふの席に て、 狐おおを巧き 抱き、 聲 K に 何やら、 が音の巧 
交巧誦致し居らし山に巧座候 •術、 此供 は、 彌左が門巧直におをけられ候 tt 
にて、がホおおが巧巧、巧吾巧•がを衞跑 等ら、 が場に巧をされしおに候へ 
ば、千巧巧巧たるにがれおかるザくが。 

あつ V 、載 十 H は、 私 小： ホあ么 おへどもおの 下 かよ ク# 巧をがし、 巧、 
贿れ閒 かき ざしおがから1かが千：か臾を十が» より、 迎への巧をし 巧はさ 
心、佑 脈 致し典れが 巧、 中しおされお關 、お 速， 抵上にて、私ををなも阳で候 
所、 なをの前へ 來 かかちがへばが力の 人々大巧が み巧 ク 、伴 天 建よ、 切 ま 
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巧よなど、爲ら巧し候うて、巧を進めお睾さへ叶； 5 中さず、つ V 、が巧上 
より、夕內のが子をし W きが所、なをの戶を糊けかもが中に、化毛人】を、 
=本入一二名、各法ホめきし無衣ををしがホが、手にホに化くるも、乃至はを 
が巧の巧ををしかざし候うて、同一雨に、皆るれや"^心种と巧へ居もが。 
加之、ホ妃毛入の足下には、な、おを化しが化、權堆を巧さな^候うて、失 
舟をし候如く、巧ら居らお。別して、私腺をがかし候は、里、巧手にて S し 
と、な巧を拖^巧ら、巧のをと他ん昨やと、化る化る、もどけ無き聲に V 、 
巧へ巧へ居らしおがに巧巧お。尤も、谊眼のホとて、巧とは巧へ麵くおへど 
も、典化をまお巧しき巧にかお乏、が々巧の巧よらホを巧しがう V 、を巧巧の 
巧よ6立もからが、巧を化へんとずる々化など致しがりが。がれば、私巧よク 
下な、巧 巧生致しが次巧にかミ、お々の人々にホが相すねがへば、おが毛の 
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か天述スどらが 巧、 今が、か巧滿おか從へ、巧財ょり條をへ參ら、同人惟化 
酣きがけ候上、】同京巧佛に加持致し、或は巧ををお巧らし、が戊种水を 
振ら巧ぎなど、致し候所、傭化必自らが 36、 おもお無く巧生致しがも、を 
々恐しげに中し郎かせが。ホ巧、】旦がか巧し候上、蘇坐仕ら候巧、元ょ <乡 
少からすとは中し候へども、夕くは、沾礎に中ク、乃至はがなにがれ候ホの 
みに有么、里の如く、巧をの病にて巧去をし候ホの、进魂れ6候例は、未を 
ホな巧ばざる巧に御座おへげ、切支丹宗門の邪法たる化化】ホにてもか所を 
す可く、別して伴天護を材へ參りが箭、余ぶ巧に巧ひ候も、天のがをおむ巧 
かと推お仕ら候。 

が、な及娘里當 H か天連みど-^げ间道にて、巧がへ引巧らが次第、おにな 
ST 寺な巧 H ぶ巧計らひに V 间人を饒き楽 V 候次巧は、れにあ主塚が W 左衞 
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n ® ょク、一一 IS 心化な候へげ、私お脚致し候ががは、お々ホにてか蔬き申ず可 
く 候。化巧】祀しがれもホ之が節は、巧 H 巧が謀巧.^言上仕る可く、 
ホはななえ冉巧くのかくじ巧座が U な上。 

^がご•一巧二十六：：： 夕 
• がが巧宇か狐——が 巧^ 

巧帥巧 お 了 0 




















が 

















郵 • 

I 

元が元年十】巧か六 H 、 巧郡守誰の化にをつ V むた、加州みの同巧は、が 
からの長州征伐に加はる巧、阐家老のお大巧守を大がにして、大巧のを治川 
口から、船を出した。 

小巧は、仙乂太ホ、^停 S 十郎の二人で、化がの船には白^、山巧組のか 
にはホ憐がホつでむる。おな石巧のを度羅船が、を、をれどれ、な白のがを 
風にひるがへして、川口をがへの6山した時の赏色は如何にも巧ましいもの 
だつたさぅでわる0 • 
しかし、をの船へ乘化んでゐる速中は、中中巧ましがつてなる所の絲ざで 
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はるい。 巧】どの船に も、 一艘に、ホが一】一十巧 人、 巧朗四 人、 がせで一二十八 
人 •つつ^が方でなる。だから、船の 中は、巧、 み動きもがに、出巧ない 巧、 
がい。をれから 义、 鹏の帅 じは、 巧庵巧を化巧へつめたのが"おのふみ所も 
ない 化、 ならべてわる。がれない 内は、 をの臭乂を巧ぐ と、 誰でもず ぐに、 
化き姑を備した。お巧に SEi ： の小 I 巧•下かだから、が上を次いてホる風が、 
まろでみを切るやぅにっ^い。巧じりががれ V からは、巧耶换なり水の上なク 
流 巧じ% S がれの於化も、多く成化の供がみ化ないと云ふ始ホでわつた。 

をの 上、がの小に化、戴が巧扣むた。，でれも、を物のな目にかくれ V むる 
などとをふ、がやさしいがではない。机にもたかつてむる。输にもたかつて 
むる。もたかつでむる。飢^もたかつでむる。少し巧娘して】 K へげ、人 
問を乘せる巧のがだか、^^^^ホせる巧の船だか、判がしない化でわる。勿論 
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，でのなだから、を^には、何十巧となくたかつてむ令 3 うして、をれが人 
胁にさへさはれげ、ずぐに、いいおになつ V 、 * リくもく やる。 をれ も、 五巧 
や 十 匹なら、どうにでも、せいとうのしやうがあるが、がにも】衣つた 姐な、 
らが麻をふり撒いたやうじ、巧 5 むるのだから、 とても、と クつくずなどと 
一ぶふ巧が出米る络のものではない。だから" 化化と扣岸がとを閒一一ず、船中 
じむるかとをふ化の巧は、をく武にを成れた痕 で、 まるで麻をにでも巧つた 
やうに、 i とをはず化とをはず、】がにホく腫れ上つ V むた。 

しかし、 いくら ホのつけやうがないと一ぶつても、•での ま3 打あつで活 くわ 
けには、がむかない。 をこで、 船中の連中は、おさへあれぶ、鼓がをやつた 
卜；はみおから下は巧妨な で、をく、 巧になつで、巧所になる歎を、でんでに 
茶が巧碗の中へ、取つては入れ、化つては入れずるのである。大きなれに 巧 
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がの冬のりをぅけたを化巧がの小で、一二十： I : 人かのかか、おもじ】つにあが 
ぶ贿をがつて、化網の下、錦の陰と、一处おかに武ばか-^、さがしでホいた 
巧の取をが化ず ると、 今 H では誰しもが巧だとをふぶじが先にホつが、『必巧』 
の前に、一かの带か巧惭日になるのは、が巧 EX 前と雖も、々と別に沒6はを 
い。——を こで、 j 船の 揉 化は、をれ自身が大ミ、な戴のやぅに、策いのを我 
巧し V 、 が：：：拱氣ょく •を ここ こと ホミをから、丹をにがの削の鼓ぶかなつ 
ぶしでむた。 • 

二 

所か邮なががに、がな巧が】人むた。これはなが之進と云ふ巾をのつむじ 
化りで、みか冷と十化五人扶侍の御巧±でぁる。この巧だけ化不思 巧に、 を 
をとらない。とらないから、か »、何が と 云は中、^;^ つ V むる。がぷしへ 
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o t ごし 


のげつてむるねがあるかと思ふと、巧度のふもを巧つ V むるれがある。をれ 
でも別巧、氣にかけない。 


ミ 


6 


では、この巧だけ、をにをはれないのかと一ぶふと、义さうでもない。やは 
外の速中のやうに、 ffi 中、を«巧々とでもお巧したらよからうと思ふ稻、 
所 IN だらにホくなつ むる。， での上、 巧 人が をれ をがいて ゐる 巧を ちると、 
巧くない巧でもないらしい。が、巧くつても何でも、】が的がでずましてむ 


を 


, • れさづ しらみが— 

ずましてむるだけなら、まだいいが、外の速中が、せつせと致なをしてむ 


るのを巧ると、わきからこんながを云ふ 


〇 


•f ’♦如ん 


『とろなら、巧し為さるな。おさやに、が碗へ入れて於けば、わしが巧ぅて 
進かょぅ i 
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II がう V 、どうさつしやる？ JI 间牧の】人が、巧れた斌をしで、かう譚ね尺 
f 巧う V か。巧へ俗^しが柯うでわく寺でだや i 
なは、おがとし V 巧へるのでわる0 
『では巧さずにとつ進かょう。•一一 

同むは、 瓜が がと化つたから、ニー-一人のと】し i に、 ザり がか6で、 
生>た まま、 が呑あ确ヘニーーーがとりためた。この巧の化では、かうしで 
巧い互‘ さわおへ •『と云つたら、いくら^が化をなでも、閉 n するだらうと巧 
つたからである。 

すると、こつ もからはまだ何ともがはをい 巧に、 なが•りかのホから巧をか 
けた0 . 

『と！：^たかな。とれたらわしが巧うて進かょう。•一 r 
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的役の誰中は、巧、がいた。 

『では ここへ 入れてくれさつ しやい 0.1 
なは：牛が として、 を物の巧をくつろげた。 
r が 我巧を し V 、 あとでわ曲らおさるな 
时役がかうをつたが、巧人はザにもかけない 。•で こで一人•つつ、持つ てな 
るぶ脱を倒にしで、米戍か】か供でホをはかるやうに、だスどス鼠を， での襟 
元へあけて令る と、巧は、 火がさうに外へ こ ぽれた奴をが S ながら、 

IT ががい。これで今化から唆に眠られるて OJ と帥はづれを巧組を云つて、納 
つてむる。 

f 敌がゐると、巧うござるかな」 

呆なに とられて むた问役は、巧なに巧をおをせながら、誰に奇ねる とらな 
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く、 かうをつた。ずる-^、がは、教を入れたがの巧を、にがしながら、 

一が、巧の巧をが辦にしたやうになろ成しで、をれからこんなホを云ひ出し 
た0 

i •が々は巧、このみのさで、風をひかれるがな、この巧之進はどうぢや0 
巧もせの。船もたらさの。まし V 、 おが出たの、ホおが冷えるのとをうたか 
は、^てある或い。が々はこれ を、 護のわかげぢやとお化つしやる。—み^ 
A な、鼓のわかけぢや .5 

何でもなの說にょれば、^^ががゐると、必もく*>く刺ず。朋ずから、ど 
うし V も巧さたくをる。をこで、愤中巧巧巧く測されると、やはら®中巧巧 
なくぶ.たくなる。所が^肺と一ぶふものはょくしたもので、をい巧いと思つ 
V をい V たるうもに、とがいた所が、おを持つたやうに沮くなつでホる。 











をこで、なくをつでくれげ、がくをつて來る。がくなつて來れば、巧いのもわ 
からない0 ——かうをふ期子で、がさへ紀に淨的むれば、睡つきもいいし、巧 

もひかない。だからどうしても、鼠柄ふ V じ、なるぺから中である。 . 

&成巧、を方をものでござるかな。.爵役の二111人は、をの武?|を閉いて、巧 
&したやうに、かうミつたひ 

己 . 

をれから、，での船の中では、なの义化をしで、鼠を巧ふ If 中が化ホてホた 
この述中も、おさへあれて、お呑茶がをなつて孰ををひかけ てゐる 巧は、外 
のか間と別に@ちがをい。唯、もがふのは、をのなつた鼠を、】一が^*^に巧 
じ入れて、大ホに向つてわくがだけである。 

しかし、何擅の巧、何時の歡でも、 P も euTScur の說が、 をのまま 何人にも 
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Ac たい 

巧れられると 云ふがは!!がにない。船中にも、なのが論に反がする、 5 ri 空 •- 
S が大巧むた。 

中でも、載脈!!】の 5 i •ミ •§ は井上典巧と云ふ巧が±でぁる。これもホ 
がな 巧で、がを とると必もがつでしまふ。夕がた齡 をす ミる と、 塞 茶 
賄を 前に巧いで、うまさうに柯かぶつち ぷ つら唯/でむるろら側へょつて 
ぶ贿の 巾を鹏 いてなる と、 をれ がを、 とりためた致で ゎる。 『どんな ホでござ 
る？』と削くと T おがさ。"^が•い燒米のやうながでごブらう'^と云ふ。武を口 
でつ李ホは、廣にでも。るが、こ0がさうではなぃ。をくおををふ. 

おで、斬いなつてむる。—これが化、第】にをになおした。 

敢のゃうに、がをなふ人閒は、外に TV もゎなぃが、井•ちなお載に加 
巧をする巧はが獻むる。この速中の一ぶひみにょると、をがむたからと】ぶつで 
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人間の巧はみして沿寺るも^ではない。をれのみならず、 が觀^も、^^;脉お 
が之を父かに巧く、巧て毁化せざるはホの始な - ON とある。 円、が乂 で， でのみ 
府を、致如きにをはせるとは、不ホもホがしい。だから、どうしても、 則が 
ろぺ し。 巧ふ•へからずである。ミミ 

かうをふ巧きがか A で、なの齡閒と井上の仲閒との間には、 齡 W が斯が 待 
上がる。をれも、唯、口論化でずんでむた內は、巧支へ ない。とうとう、し m 
ま3には、， でれ が藻で、 化： 5 もょらない 义 沁クへ、 始まる やうをがにな 
った。 

，でれとをふのは、ぶり、なが、乂大ホじ柯はうと化つて、人から5^つた歎 
を、 が賄へ入れてとつて巧くと、如巧をおずまして、井上が、你於の關にか 
* でれをなつてしまつた。ながザでおると、もう j 侣もない—>でこで、、心り IV い 







ciirsenr が化をホてた。 

『何 お、を しつた 。 J 

獻 W を Li ながら、 脈のをを按 へて、 かぅつめよる と， 井上は、 

『内備、をを齡ふと云ふのが、^知^ぢや < の』 と、 を嚷いて、まるで化な 
ふけしきがをい。 去 
『をふ方がたわけぢや」 

をよ、 ii がとなつで、がの閒をたたきをがら、 

ぅこれ、この齡がじ、】人としてがの狀をおがのホがござるか。をのが A な 
つてなふなどとは、撇を化でか..へすのも同前ぢや 
『が? J は、がの化を巧た巧えなどは、毛頭ござらの〇」 

『いや、たと ひがを巧のに もせよ、 妄に似辦かかを巧つ^ ど、 は、】召おな W 
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で•こすらぅ！！ 

一音 I 一管】 K 3 つのつたと化ふと、ながい . r るら敝のをを錢へて、齡獻がの 
巧に手をかけた。勿論、心も貨けてはむない。すぐに、瓜觀の長物を W さ 

はだか la 

ょせて， ぶ上る。- 巧で歎をとつ V ゐた述中が、がてて巧人を巧巧へなか 
つたなら、或はどもらか1がのかじも^か所であつた。 

この强ぎを巧巧した人の說によると、二人は、1郎に齡•き すくめられをが 
ら 、をれでもまた口々じ绝を辦ばして、『鼠。鼠。 J と叫乂でむた さう である 0. 

巧 


かぅ1;んふがなじ、船小の*巧たもが、歎の巧に义巧か化を那|^してむる巧で 

こ C 巧 らぷ A • * > 

おな石巧のを化巧船だけは、令るで t でんながにはがをレないやぅに、が 

， を 

巧二 


〇の觀をを風に； S るがへしながら、を々としてが W 船齡がをに上るベ 
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♦ 


骑 



もよ ひのをの 下を、 西<西へとまつで巧つ た。 


•左年一二巧 




















でち 








p 


酒蟲 

麵 

近がにをいをさである。どこを見ても、おを及んだ家みの•馬がえが、めの 
やぅにがく H の光を於^して、をの下におけでわる燕のおさへ、このがおで 
は中になるがや卵を、，でのま、みおしてしまふかと思佔れる。ろしで、細と 
るふ細は、麻でもをでも、を、•丈いきれにぐつたらと朗をさげて、何】つ、 
巧いならに、•萎れてゐをいものはをい。をの細の上におえるを も、 この巧の 
^に中 V られたせいか、地心に近い大おは、睹れながら、どんょクと巧つ 
V 、をの巧々に、齡ピ化なでがつたやぅな、^ばかなの裝のがが、つぶつぷ 
と巧かんでむる。 Hjl 避」の話は、この巧おに、わざぐ炎天のが巧瑞へ 
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出 V むる、云人の巧で始まるのでみる。 

不化謀な がに、をの 中の】 人は、藻 巧で、仰のけに 地面へ が ころ 乂で むる 
わ まけに、 どうをふ巧 だか、細引で、手 も おもぐ る {をに されてむる〇が 
が別 巧人は、•それを巧に 病んで むる おす もない。 巧の 化い、化を のがい、 ど 
ことなく 鈍ぶ と云ふ成じををさせる、 巧の やうに肥つた ザで ある。を八から 
ホ ごスを藻擔 のがが 一 つ、この巧 のれ もとに巧いてあるが、これも 巾に 何が 
はいでむる のだか、 わからない0 

もう I 人は、巧をい法ぶを々て、 bt じ小さな巧がを環をさげた、】見、を 
•换のな古な沙阿でぁる。化巧の色が旅づれで巧い止に、裝や^の縮れてむ 
る所をなると、どうも葱がの巧からでも來た人閒らしい。これはさつきから 
供 W ょく、朱俩のが巧をふろふら、裸の巧にたからうとずるや姑をあつで 
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ゐたが、ががに少しくたびれたとなえて、かでは、例のおおの 巧の 側へ米て 
とがなのやうな仪奶をしながら、如巧らしくしやがんでむる。 

あとの】人は^この二人からすつと^れて、がが場の巧にある単巧の利下 
に 立つ V むる。この 巧は、 齡の 化に、 曲の祝がのやうをおを、中巧だけに生 
ゃして、がが なれる城がぃががが じ、 お H を だらしなく％らした が 齡觀と 一ぶ 
ふがへである。むいたので製つた饼扁を、時々火がさうに化つでむるお子 
では、夕か、懦ホか何かにもがひない。 

この S 人が 一 二人とも、一ぶ a なせた やうに、 口をがんでむる。をの 上、 がに 
が 狐->さへ もしない、 何 か、 これから化らうとずるが じ、 非なな •巧げ でもが 
つてむで、 t \ i の巧に、巧、なを；5をめてむるので成ないかと化化れる。 

り i おに、タトであもう。义もが眯をし V むるせいか、がえる 巧】 つ脚え 
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擎 




ない。があおを苗乂でむる麻や秦も、ホい获をリにがらせて、 a つをちかん 
と巧まつてむる。をれから、，でのホに巧える歡 も、} がに、献 くるしく、 炎 
诞をたレょはせ V 、 勤のがさへもこのおに、献齡を？いで &る のかと、獻が 
れる C 見なした所、息が通つてゐ るら しいのは、この S 人のがが外にない。 
さぅして、をの I 】一人が又、齡が狀^巧あしてぁる、が巧の化のやぅに狀がを 
{寸つてむる。ミ ； f 

勿論、=本のおではをい。—支がのお邮いをふ巧にわる巧氏のがを巧で 
ぶ年の巧、化つた W ホがでぁる。 

II 

♦ ♦ふで*^ 

巧で、み天になこス乂でむるのは、このが巧がのお：^で•巧は巧、名は大 
ぶとミ ふ、 お的ではいなおのがががの一人で ぁる。 この巧は 漱が は、巧を 氏 
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む一力で、巧から、 巧、 をを巧したとをふホかない。 をれ も 、 r が 秋ずるなに 
が、】巧を雖す」とをふのだから、人がをはづれたがんである。乂もかにも 
ミクたみぅに T か郭の旧ご窗就、半はを巧ぅ」と戈ふので、がの巧に装が 
がおはれるやぅながは、巧々をい。 

をれが、何な、巧で、炎天におころんでむるかとがふと、をれには、かぅ 
をふ巧おがある。^—，でのり、巧が、问じ化か削のな先生と】しょに(これ 
が、む巧なを持 C てむた備おである。}ぶ通しのい、豁で、がが心になれなが 
ら、が局を閒はせでむると、が化ひの丫ががホで、 r 唯今、がががとかになる 
と； K ふ、巧さんか巧見文にな- CS まして、是非、领ま！'に御目にか、 A たいと 
中しまずが、いかぃをしませぅ」と一ぶふ0 

「なに、巧巧ホ？」かぅをつて、巧は小さを眼を、うぶし3ぅに、しげたた 
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いたが、 やがて •"躬さうに肥つたがを 化しながら、 「では、こ、へ辄述し中せ」 
とを： S つけた。 をれから、 si 化化の 巧を；， ょいと巧て「火方あの巧ホで せう。」 
とつけ加へた。 

巧巧寺にむる^がとおふのは、西域からホたががである。これが、巧巧も 
加へれば、獻献^なずと云ふので、この巧殴では、が判が巧い。たとへば、 
跟ミの獻が败が、を、か方にかつたとか、半阿の锅聞が、卽座にホおしたと 
か、巧、奇巧に近い呀が巧に巧はれてむるのである。—この巧は、二人と 
も削いでむた。， V の Uk か、今、 何の巧で、わざわざ、劉の巧へ山いいでホ 
たのであらう。巧論、巧の方から、迎へにやつた巧えなどは、をがない。 

がに1ぶつて於く が、巧は、 一 ほ、 ホ客を汾ぷやうな巧でけない。 が、 化に 
一人、巧ががあるみなに、巧ホの夕が來たとなると、大巧なら ば、 かくまつ 
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てやる。がの手前、がのあるのをむ巧ずるとでもをつたら、 ょささう を、小 
供らしいがそむをがつてむるからである。，でれじ、今りの^化は、 この 巧、 
どこででも邦判になつてむる。決して、をつて恥しいやうなおでけない。— 
巧がをはうとをひがした勘機は、大瞄こんを所にあつたのである。 

「阿の用でせう」 

「まづ、巧巧ひでずな。：；；：2がでもしでくれと一 K ふのでせう。」 

こんな典を、二人でなしてむる巧に、やがて、丫沒の案巧で、はいつてが 
たのをおると、巧のない、紫巧おのやうな眼をした、がおなか門である。巧 
たいなぶをおて、をの W に、縮れた裝り仲びたのを、うるささうに葬らして 
むる。をれが、朱柄の巧がをなつたま、、のつを6違のミん中に立つた。挨 
巧もしなければ、口かさかない。 
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巧は、しばらく、ためらつてむたが、をの内に、をれが何となく、不をに 
をつてホたので「何か巧のかな。」と訊いでなた。 

ずると。错がが云つた T あなたでせうな、煩が好きなのは〇」 

「さやう〇」劉は、あまら閒が巧夕なので、巧化ななホをしながら、救をホめ 
るやうに、孫が生の方をおた。孫化生は、ずまし V 、巧らで、巧：曲に石を下 
してむる。まるで、化らかふをすはない。 

「あをたは、齡いい；？^に巧つ V が山になる。をれを御がかでずかな。」がげは 
•をを一:ずやうに、かう一 K つた。巧は、碱と閒いたので、けげんな旅をして、 
かが人を撫でながら、 - 
「病——でずかな。」 

「さうでず〇 I 
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「いや、•幼少のれからミミ」巧が何かをはう- V ；すると、ががはをれを滋つ V 
「折をかまれ V も、 がひまずまいな。」 

「 i ミ」 巧は、だスぢス、かすの巧を 見ながら、 口を巧乂でしまつた。實巧 
この巧は、 いくら 巧をかんでも、辭つたががをいのでわる0 
「をれ が、 病の艇がですょ。」巧が は、 うす夕を しながら、 語をついで、「な中 
に辦蟲がなる。をれを除かを いと、 この病は瘡りません。貧道は、あなたの 
病を疮しに 巧たのでず」 

「榮クまずかな。」巧は化成ず覺巧なさうな巧を巧した。さうして、自かでを 
れをがぢた。 

「ホればこを、ホましたが。」 

ずると、今 1 K で、默つ V 、閒巧をがいてむたおホ生が、韶をが A だ。 
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「何か、おでもが巧 s か QJ 

「いや、巧な どは用ひるまでもあらません OJ 巧 俯は不巧あに、かう巧へた。 

巧ホをは、元巧、な佛の二かをお、お巧かに!!がしてむる。だから、迸± 
とか僧がとかと】しょになつても、口を iTi いた聲はが多にをい。をれが、今 
ふと口を出ず奴になつたのは、をく巧杂とをふ綱のがかに斯かされたからで 
巧のがきなホ生は、これを脚くと、 肖 かの腹の中にも、沾さがなはしをいか 
と、脚、不まじなつてホたのである。所が、ががの不ホ不承な 巧い 閒くと、 
なに、 自かが货迦にされたやうなながした ので、 化生はもょいと®をしかめ 
をがら、义元の姐ク、がみとしてがすを下しはじめた〇さうして、をれと同 
巧に、巧ふ、こん々 巧 供な巧ホじをつたな何どずるが人の巧を、英迪げてむ 
ると が； 5出したり 
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巧の方では、か諷，でんな巧には巧蒋しない > 

「では、かでも化； S まずかを 。 J 
「をに、もつと巧のをいホでず OJ 
「では兜ですかな。」 

「いや、兄でもわりません。」 

かうをふみ訊をおおした末に、ががは、備巧に、をの級なをが明して餅か 

せた。——をれにょるに、唯、巧になつて、：：：向にぢつとしてゐさへすれば 

ょいとをふのである。がには、，でれが、な、が易なホのやうに思はれた。をの 

位のがでおるをら、榮して巧ふのに鞋した寒はをい。をの上、を巧してはむ 

なかつたが、鲜がの治巧をみなると云ふおで、巧をふも少し化耽いてむた。 

ミ ミ* 

をこで とうとう、 巧も、こつ t , から巧をずげ V 、 『では、どうか一つ、おし 
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て巧きませう。」と云ふホになつた。——巧が、视で、災天の打麥場にねころ 
乂でむるのには、かう一 K ふ淵れ ♦か、 あろのである。 

ずると巧你は、み勘きをしてないけないとをふので、巧の巧を！！引で、ぐ 
るぐるおじした。，でれから、倫巧の一人にをひつけて、•俩を入れた、巧格の 
がを 一 つ、巧のれも L 二持つて巧させた。を座の巧きがか A で、巧がのな友 
たるが先生が、この不思議な姨治に立をふホになつたのはをふまでもない。 

巧を と をふ的が、どんをかだか、をれが腹の中にむなくを ると、 どうなる 
のだか、化 もとに ある祸のがは、何にずるつも$なのだか、をれをかつて ゐ 
るのは、巧がの外に 一 人もない。かう云ふと、何もからずに、炎天へ巧で W 
V むる巧は、な、迂がなやうにおはれるが、普通の人閒が、巧がのか巧など 
をう けるのも、巧は大 お、これと 间じやう々かをしてむ るので ある。 
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みい。がへ汗がぢ^ぢらと巧いで來 V 、をれが玉になつたかと思ふと、ク 

なミつミ ミび》 

-つと逢巧く、脈のホへ巧れて巧る。生が、細引でしばられてむるから、手 


ミを 


を W してがふ巧に化、か諭巧かない。をこで、かを動かして、がの盤路を巧 
へやうとずると、をのを巡に、はげしく化ががしさうなおがしたので、歡 g 
をがら、このが巧もホ、，ななせるがにした〇，での中に、げはががなく、曠を 
のらし V 、 巧の侧から口がをま店グながら、願の下まで狱れてがく。如がが 
戴いががしい。 

をれまでは、眼を削いて•むくおされた空や、裝をたらしたまじ 
/♦\と辦めてゐたが、げか無崎に流れるやうになつてからは、をれさへ脱が 
しをければならをくなつた。巧は、この巧、始めて、もが股にはいると、し 





みるものだとをふがを、かつたのである。をこで"巧所のホの巧をがをしで、 
卿げに脈をつぶりながら、ぢつと=に照りつけられでわると、今巧は、がと 
一ぶ化ず巧と玄は中、上になつてむる部かの巧巧か、次がに洩蘇みを威じるや 
うになつ V 米た。巧^のを 脚に、 あらゆる方向へ概かうとずる力が做いでむ 

るが、化巧自身は、をれにがし V 、をも巧力を待つてゐない。ちれでどこも 

#• 

かしこも、ぴら^^^^する-とでも說刷したら、ょからうと化ふがみである 

これは、， 瓜所の巧しさで成ない。 がは、 かしが£の治みをうけたの が、 み々 
しくなつて來た。 ♦ 
しかし、 これは、巧に をつてちへて なると、を だ巧しくない力の郁だつた 
のである。— •をのうもに、 がががいVホた。劉 も、 W ぶ巧か 誰か^、 おか 
じ齡？^ぁもとをっで、 ^4尤の^を巧したとをふホは知ってむる。 が、 今の媒 


三 




V 
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な、いくら、輪すのか於をを贿に巧べて姑ても、がのがくが^、がしも前と 
贊らがない。願を掛かしておた、巧を倘んで站たらしたが、がのがは W が 
としておを持つてむる。，でれ も、 化もとの索獻のががなかつたら、まだ巧み 
でも、巧巧がしあかつたのにな S ない。巧が、 K のがからは、が々たる妍が 
が、閒巧なく、劉の巧を染つてホる。しかも、姑のかいか、•をの•桃がが、一 
か巧に、な々巧くなつ V ホるやうな、むももさへする。がは、せめて、がだけ觀 
でもおょうと思つで、服をあけた。 t •脈を化つでおると、がの口と、船觀に 
ふくれた肋の半みげからが、眼にはいる〇 ^にはいるのは、，でれだけである 
が、间げ じ、 劉のが化には、をのがのうず峭い巧がに、ががのやうな色をし 
た扣 が、 をみ-^と诚 へてむる ががが、 巧んで がたむ贼 はず、 ひびの 山 ホた 
おを、 がいた 巧でがめ まはして 姑たが、雌： の规 くが 似は、巧にない。；けさへ 








今では、：：：に干されて、がのやうには、がれをくなつでしまつた。 

ずると、はげしい盼がが、つづいて、一二一度おつた。頭がけさつきから、 
ひつミ6なしにし V むる。劑は、ふの中でを、が所を怨めしく思つた。 W 化 
とも あるものが、わんな人削の！ 3 がに乘ク V 、 こんなが近げた巧しみを 
ずるのだらうとも思つた。をの•内に、がけ、な令、がいでホる。獻はがに^ 
かついてがる。もう我巧にも、ぢつとしてはむられない0をこで巧はとう/、 
^挪つて、 化もとのががに、嫉がの中化を中这むつもなで、喘ぎながら 、 U 
を觀いた。- 

ずると、をのを?^である。 劉は、：！： とも知れない 巧が、 少 しづ、膊 から# 
へな ひ上つて巧るのを 做 じ出した。をれ が 或は飯がの やうに、 巧嘶し ViQ る 
かと お ふと、或け 守なやうに、 少しづ、 巧ざつ でむる やうで もわる。 巧に巧 


ICO 







t 


は•い 


或ホいのが、ホいな6 じ、 むづ6いづら と、 ななを上へせク上つでホるので 
わる。さうしてとうとうしま；5に、をれが、が化の下を、お巧にずクのけた 
と思ふと、今巧はいきなち、化か何かのやうに、の るら とがい所をのけ出し 
て、巧ょく外へとんで出た。 

と、をの姑子に、例の索巧のがのホで、ぽもやらと、巧か巧のわへを もる 
やう♦な一巧がした。 

する^ AJ 、 搜巧が、忿にホもつけてむた化をがも上げで、巧の推，にか、つで 
むる、が引をがき化じめた。もう、诉 A が W たから、を&しろとまふのであ 


る 


ミ if 


r 出ましたかな OJ がは、邮くやうにかうをつ V 、 ふらふらずる闡をなしなが 


5イ 


巧をしさの餘らがのがいたのも总れ V 、 巧のまま、がの侧へは； 5 ょつた 
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，でれとおると、 が先生 も、 むのなで = をょけながら、 をいで、二人の方へ や 
つでホる。さ V、 S 人 •输つてが の 巾を 那 きこいと、 みのをが朱が に 化た、小 
さ^^ 齡齡が やうなものが、 W の巾を 化いで むる。おさは、 ご一寸ばかクでぁ 
らう 。 U もあれば、眼 も わろ。 どうやら、かぎながら、 诉をか乂 でむるらし 

い。巧はこれをなると、をに狗が热くなつた。 . 

四 

货がのがみの巧は、巧巧に現れた。巧大成は、をの H から、ぱつたら巧が 
化め々くなつたのでわる。今は、 W をおぐのも、がだとをふ。所が、不思巧 
- をがに、巧の做齡が、をれから、少しづつ、なへ V ホた〇今がで、诉蟲を化 
い V か^、 S がになるが、化年の化化と肥つでむたがは、何處にもない。を 
^巧の•热いほ巧が、脂じみたホ ま、 餘しいがのかをむんで、おに侵されたが 
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巧か、おに、顯巧の上に、巧つ V むる ばから、 一 がの中に、何巧、化につく 
か、 わからない化だ3ぅでわる。 

しかし、をれなが、なへたのは、劉のががばからではない。巧のを巧も亦 
とんと 方が 子に倾い V 、 <1 では 、 S 巧诚を 化て巧へ た、 ながの 阳も 、多くは 
人のホに渡つた。巧向み も、 餘巧なく、馴れないホにかを執つて、化しいを 
の： Z ， でのり ををつてむるので わる 0 

诉蟲を化いて U ホ、 阿な、 巧の健化がをへたか。何 お 、 i 水產ががいたか一 
的盘をげいたと云ふが と、 巧の，での巧の巧が とを、 闪巧の il 巧に 並べて おる 
:^卜；、これは、誰にでも起らみずぃ疑問でぁる。現にこの疑問は、ぉ^に化 
ふでむ ろ、あらゆる 時萊の人人によつてが：返され、化、 をれらの 人人の 口 か 
ら、あら ゆろ 巧がの答をがへられた。今、 ここに がげ る 一二つの巧は、をのわ 
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でも、か、化袭めをものを巧んだのである。 

筑 一 のを。诉おは、巧の顧でわつて、劉の病ではない。偶、暗おのが僧に 
巧つた巧に、巧んで、 この 天がのおを乂ふやぅなホになつたので ある。 

巧一一のを。诉进 は、 がのおであつて、がのなではない。何かとをへば、】 
か】巧を雜すなどとをふホは、到 あ、 常人の考へられない巧だからである。 
を こで、もし巧热を除かなかつたをら、劉は必乂しからすして、巧んだのに 
か遂ない。しでなると、巧お、速にまるのも、海巧にとつては、杀がと云ふ 
べきである。 

を二の巧。诉おは、測の•がでもなければ、劉の一胤でもない。がは、をから 
巧ばか6化んでむた。巧の 一 生から诉を除けば、巧には、何も巧らない。し 
V なると、がは卽所蟲、 W 蟲は卽がである。だから、劑が诉なを去つたのは 
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ちら己を巧したのも同前である。つ IK な、巧が化めなくをつたりから、巧は 
巧にして、巧ではない。巧自身か巧になくをつてむたとしたら、を：：：の巧の 
化化なら家巧ならが、たはれたのも、至巧、ながな說であらぅ。 

これらの巧の中で、どれが、巧ょく、常をがてむるか、をれは自かにもわ 
からをい。向かは、唯、ミの小 is 夕の Didacticism にがつて、かぅ云ふ道 
巧的な判巧を、この巧の放巧に•巧巧し V なたまで、ある。 

-五が巧乃—— 
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し-. ぐにが詔挺がみ度*^^，六巧み心-'^*^，^ごもしム^々坏ち吗おミを’斗がをザ^与 





















加州巧川孤を深がのが ホ、 前旧齊巧は、參妨小、： a ドがの本化へ巧がずる 
おに、必ず巧用の燒巧をがつてがつた。當げああの煙巧巧、化ホロが•とおがの 
ホに成つ巧、^無垢他に、がおがの巧ぢらしと云ふ、かなをおらした煙巧で 

わる。 參 ♦ 

前巧架は、おがの w 巧にょると、五化、加巧ず網がなホ、火が下詰で、が 
次は、化み巧紀水己家の次をみめでゐる。か論、棘なながも、當時の火小あ 
の小で、がを化べる巧は、辦ど、】人もない。だから、をのな主たるが巧が 
を無垢の巧巧を持つと云ふがは、がスみか化當なおが品を持つのにあざない 
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のでんる0 

しかしが巧は、，でのが巧をがつでむるがをがだ、糾をにぶじてむた。义も 
巧つて巧くが、化の糾总は化しで、が巧ものものを、どんなをみで^も、お 
おしたからではない。彼け さぅ ミふが巧をり巧口にしがるが •り 身の巧為か、 
他の諸がに化して、•任魁なる所 W を化疋だのである。つまク 、がは > 加州な 
巧巧がおお編のががにをつで、どこへでも、がつてむけるのか、得をだつた 
——とをつても、ホ支ない。 

•さぅをふ次がだから、が 巧は、 ががし V むる問 中、 が どを のが巧をがした 
ががをい。人と就しをしてむる巧はか論、巧クでるるがでも、がはをれをが 
中から W して、 が 巧に：：：に卿へながら、お始煙巧か时かの句のない煙りを、 
必个化令とくゆらかてむる。 


1傲 







か苗このがをな必も t , は、煙巧な6 、 fV れによつ V 代おされるが巧巧を A 
を、人に見せびらかす巧、巧を巧な巧巧のものではなかつたかも細れない0 
が、巧自みが見せびらかさないまでも、巧小の注なは、 W かに、をのが巧に 
奖化されてむるながあつた。 さぅ して、をの集化され V むるとをふがを、 t 化 
謎ずるのがホ巧にとつでは、可巧がかな城じをかへた- 巧に彼には、时 
佩の大名に、あすりわ ig 巧かながだからもよ いと!^ がさせて巧ミたい と、を 期 
化れた巧では、のみをれたが巧のがまでが何時もよみ、 1 W 化く、祈を^測 
する みぅ をなさへ、したのでわる0 
二 

が斯のがつ V むる、をが搞の债巧に、眼をがかした化中の小で、 报もをれ 
をが趙にずるがを好足だのは所謂、わ巧ホの巧級である。化巧はよるとさは 













f 


ると、みをつきかせで、この「加巧 s 焼巧」をが巧に糾なの烤而を削はせた。 
「ホ巧は、大が进みだて。」 

「同じおみで も、 わ、をふみは、つぶしが利きやず。」 

「巧に巧いたら、何巧巧ずがかの」 

「舟公ぢやあるまいし、誰が巧になんど、•巧くものか。」 

ざつと、こんを劇子である。 

す义と或 H 、 彼等の五六人が、凹い則ををらベて、】化や-^ながら、例の 
如く煙巧の恥をしでむると、をこへ、偶が、御數が铅巧まのが巧山をめが、 
やつ V ホた。，——後が「天巧六が仙」の中の、まを】もをつとめるがになつた 
典である。 

「ふん又•姑巧か 。 J 
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河巧 w は、一が•のがホを、：^眼にかけで、がいた。 

「彫とを S 、 地をとを；5、おがな巧さ。がのががさへ持たの こもとらには 見 
るも敝の雖 . 」 

削子じの ( て巧じて&た^^觀と云ふ巧ホが、ふとががついてをると、*觀似 
は、何時の閒にか彼の沉巧入れを S きょせて、， V の小から船がをつめては、 
ながと煙をなにふい V むる。 f 
「わい、わい、ちれは舟公の巧带乂れぢやないが OJ 
「いいつてがょ 。 J 

宗めは、了巧のホをお；^ろもせすに、%倘がをつめた。 さぅ しで、 をれを 
蛟つてしまふと、生あくぴを一つしをがら、巧が入れを をこへ植ら 山して、 
「え、、惑い煩なだ。が巧ごのみが、關い V わきれるを I 
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了巧は化て、、巧が入れをし 3 つた 0 
「なに、を無おの船がなら、，でれでも、七ょいとのめょぅと一ぶふものさ。」 
「ふ A が賦がか。 C とおをして、)をんなに、な無巧がが撇けらや何故ぉ巧が巧 
がと姐かけね乏んだ。」 , 

「おお巧邦•曲？」 

「さうよ」 

祭に^ 了おも掌の蠻怒をのにわ表たらしい。 


「いくら お前、わしが 化^ち で 


•せめ V 、がで^もあれげ、が別さ0 


5ん b f 

•巧に巧、をおおだか-もの巧巧は。」 


2 


「なれたホょ。金無巧ならばこを、巧ふんだ。巧銳のか六を拜如に出る化が 
# 

巧おにわる OJ 


こ liisa 一 






「だが、マでいつは少し巧れだて OJ 

化ブ t > 

了巧ばきれいに朔つた前を一つた、い yJ 抓配したやうなみろをした。 
「ホ前が巧はざ、05が^^ふ。い、か、ぁと\!^齡いがるをょ0」 

河內的はかう】ぶつて、煩巧をはたきをがら爲をゆずつて、 せ、らがつ ミ 
=1 

をれから閒もなくのがである。 

が巧が何時ものやうに、巧中の】閒で巧ををくゆらせてゐ ると、 酌お^ を 
撤いたを沁が、がに閒ぃて、巧ホの黄八丈は、おのの巧巧ををた巧 まが 
一人、恭しく、；彼の前へなつて化た。巧を心げ ずになる ので、齡だかまだわ 
からをい。—が巧は、何か用が W ホ《のか， g 思つたので、 斌がをは《きな . 
がら、な满にがをかけた。 
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『柯用ぢや。」 

「え、、ま俊巧3がござい3する。」 

巧4山はかう1おつで、もょいと^5§*^5をかつた。をれから、かの巧を云つで 
ゐる卜に、だん上げて、しまひには、ぢつとザ巧の巧を見つめがし 
た。かうるム獻綱の人叫のみが持つで巧る、】巧のあがをた、へをがら、お 
が物を化ふやうな眼で兒つめたのである〇 • 

「ィ如がでもございませんが、をのがず許にございまするが巧巧を、ホが、拜 
術をしたうございまずる〇」 

み巧は!!はずずにしてわた規巧をちた。をのが線が、巧をへホもたのと、 
河巧山ががひかけるやうに、始を次いだのとが、殆ど同時である0 
「か阿でござい3せう。巧斌ホせつけられませうか。」 


0 
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あらゆる大名に巧しで待つてむる、成||のおも渝つてむるかが雜な典なを尙 
乂 だ、脱 ¥ では、 天下の 侯 化 も、 わか ホの 指與じ 化はなければならない。が 
巧には 一卞 にさう 一 K ふ 脱み •かあつた。をれから义ーホには巧而 上が 巧の夕を 
巧りたくホいとをふ 也 いもがわる。しかも、がにとつでをお巧の辦巧をのも 
のは、巧してい品でにない。—この二つの聯がが一つになつたげ、 彼， い巧 
の ホ t ? がい、をの巧巧を、 巧 內^の前へ、さし出した0 
「わ、、とらず。持クてまむれ OJ • 

「有がうございます る。」 

宗後は、をお搪の巧がをうけとろと、萊しくが巧いて、をこ<、义西ミ 
巧の瓜が向うへ、 S きすつた。 ずると、 W き下る巧す じ、 •巧から袖を引い九 










ものがある〇ふらかへると、をこには、了巧が、うずいものある巧をにやク 
かせるがら、彼の巧の上にあるを巧巧の煙巧をものがしさうに、巧さしでなた 
「かう、見や」 

巧巧曲は、小《、でかう♦ミつて煙巧の備ザを、了巧の巧のホへ、掉つて巧 
つた0 • 
「とう--^、せしめたな」 

「だから、をはねえホぢやねえ。今になつで、巧が<しがつたつで、後の巧だ 
「今巧は、私も拜領と出かけょう」 

「へん、巧が手になせえましだ QJ 

河內のは、-^ょいと規巧の目ホをひいて W で、をれから、巧ごし K がぶの 
ホを】巧しながら、又、局をゆずつてせ、ら夕つた。 
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では、ががとまき上げられた 脊 巧の方は、不かに 苗 じたかと 一ぶ ふと、必し 
もさうではなか。をれは、化が、^がをする巧に、何がになく巧がのよさ、 

うな脱を しも、 なる ので、化の巧たもが、が思がに化つたと云ふのでも、 かれ 
るのでわる。 

彼は、が W 宗 俊に短巧をやつた歌に、】親の巧化をぶじてゐた。ぶは、煙 n 
巧を寺つてむるがよらも、をの巧おの巧は、大きかつたかもかれを い。 しか 
しこれは 3 h が齡紙な話である。何かとをへば、がが煙をを#萬にするのは、 

前にもががたやうに、 •煙ぞ でのものを、巧あずるからではない。巧は、 煙巧 
の形をしてむる、巧萬石が が歡 なのである。だから、化のこの 化 巧•むは、金 
無おの巧ををが脂ずるがによツで、載ぶさせられると閒じ令うに、をのが巧 




t c ん 

をがしげもな く、化 人にくれてやるホによつて、巧によく^がさせられる巧 
ではあるまいか。俩をれを巧巧山にやる院に、齡が^船のが化に、強いられ 
たやうぶ巧かあつたにしても、彼のがおが、 をの 巧に、がしでもがかられる 
ホなどはをいのである0 

A ん • 9 

をこで、♦巧は、ネ巧の巧 かへ がると、近巧の化にかつて、 さう にか 
うをつたり 

「巧巧は宗俊の巧まにとらせたどよ。」 

五 

これを朗いたみ中のホは、巧、巧巧のを故なのにが r いた。しかし御用巧属 
の山が斯左術巧、巧納もがのお田內巧么獻、狐脱和がの上木九邱わ衞巧—— 
この一二入の役人だけは思はず、 h | を；5をめたのである。 
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加州ーホのお巧にとつては、勿論、々無垢の規巧 I 本の巧巧化は、何でも 
をい。が。巧箭巧巧一一十八りのががの巧に、必、をれを】本づ、、巧またも 
にとられるとなると、を巧をらない支 W である。ぶは、をの巧に述上を巧し 
て巧巧の入目を巧ふやうを 事が、 おらないとも化らない。さうをつては、大链 
である—— S 人のあ第の侍は、皆 一 かせでやうに、をれをホ然に 巧れ た。 

をこで、彼等は、 を 速が巧を 閒い て、蘇がぶを講じる海にをつた。 巧 巧巧 
と 云つても、勿論 I つしかない。——をれは、巧巧の地金ををが巧巧して、 
巧 ホ おのホしがらないやうをものにずる巧である。が、をの地をを何にずる 
かと一 K ふ問巧にをる と、 お3と上木とで、なにな其をがにした。 

お巧は巧公の 巧 面止 巧ょ6 をしいを 巧を 川ひるのは、巧をものであるとを 
ふ。上木は义 、旣に 巧まおのかを防がうと云ふの をら、 巧编を用ひるのに 
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巧したホはをい。今巧が丽 を、 巧ぶずる如^ 化、 がなのをでわると 一 K ふ 。 I 
一一人は、が々、自がを固守して、•按力論がを巧みた。 

すると、老巧な山 W が、 Se 渐ピも、 お-みお 巧がある。が、化、】が、奴を 
用 S で巧て、をれでもがおおががしがるやうだつたら、をのがに、巧给を化 
ひても、遇くはわるまい。とをふがを說を轉出した。これには二人とも、勿 
論、 巧 護の ある ぺ^が がない。そこで謀は、とうとう、 义 、住ま おとを衛 
にをじ V 銀の煙巧を造らせる事に、 I 決した。 

六 

巧廣は、爾が巧がずるおに、がの•が•巧をかつて行つた。やはな、が梅がの 
がぢらしの、巧 巧を 话めた煙巧である。 

彼が 新 ii の 煙 巧を、 なかほど、巧をにしてわない巧は かを である。 巧 一ん 
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と活 しをして ゐる時でさへ试多にすにとらない。ホに とつても をに义しまつ 
てし まふ。同じ長«巧巧が、を無巧の巧巧でのんだ時ほど、ぅまくをいから 
である。が、巧巧の地をの巧つたがは巧ク巧巧の上にが巧したばからではな 
い。 S 人のあ度が巧あした通も、巧ま共の上にも、が巧した。しかし、この 
が春はお巧にがて巧舞の巧あを、をが棠かつてしまふ ホじ、 なつたのである 
何かと一石へば巧ホ おは、 をが«に巧つたのをなると、今までを無垢なるが故 
に、逆なを UV ゐた通中さへ、ホを聲ク V 御.煙巧拜巧に山かけ V 來た。しか 
も、を無垢の煩巧 じさへ、 巧おのなかつた巧廣が、がの巧巧をくれでやるの 
に、未巧のある ぺき をはをい。巧は、巧はれるままに、巧し父も、 なく 巧巧を 
もげてやつた。しまひには、巧がした時に、煙巧をやるのか、巧管をやる巧 
に巧がずるのか、化自身にもが別が W 來なくをつた——少く ともなつ た位で 
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これを规いた、曲 s 、 お 田、 上木の云人は、义 、お 巧をぁつめで許巧した 
かうなつ vtT を上木の 巧 巧通ら、巧給の煙巧を遺らせるょら外に、 tt ホが 
ない。 を こで、义、例のかく、命が化巧属とを街へ下らうとした——了 巧、 • 
をの時でぁも一人の近が巧巧の巧を償へに、彼等の所へやつでホた。 

「巧脈は銀の巧をを持つとがまおの所销がうる さい。 化來從前娩り、をのが 
巧に致せと仰せられまする。」 / 

S 人は、ががとして、巧す巧をからなかつ た。 

ぶ 

河內出を巧は、外の!?が共が化を巧つて、ががのがの煙巧を巧ひにゆくの 
を、巧 . i ? く脱めてな た、 巧に、了巧が、八朔のながの節か何かに、】本巧つ 
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て、赔しが0でむた時な だは、 持^の搁ないがで、朗から「英迦め」をわびか 
かけた招である。^はかしてがの巧巧がかしくない巧ではない、が、外の巧 
まおと】しょになつ V 、同じ煙管のがを、逝 S かけ V ホくには、かクに、「を 
衔」 がつ きずぎ V むる。をの巧 侵と がとの閒ざあふのにをしめられたがは、 
今に巧ス、ががかを明かし V やるから——と去ふ编で、何おない巧をおひな 
がら、她巧 なく、 於巧の煙巧へ股をつけてむた。 

すると、がリ、がは、がが、ながのやぅなをおおの巧管で化々とががを 
くゆらしてむる のに、おがついた。が、巧ま仲肋では誰も貨 S に巧くものが 
ないらしい。 を こで化は巧から 述ク かかつた了巧をょびとめで、をつとがで 
ホ成のホをれへながら、巧いた。 

「义みおおになつたぢやね文か。」 
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了巧はをれを饼くと、呆れたやうながをして、斯 w いおた。 • 

「いいか巧にがばるがいい > がの煩 巧で さへ、あの姐 クねだられるのに、な 
で 义を無巧の巧巧な A どがつてが るもの か 〇」 

「ぢやわれは巧だ 。 J 
「巧 お だら うさ OJ 

一 1 ク 

宗巧はおをゆずつた。凹方をがつて笑ひがを充てなかつたので ある。 

「ょし、巧給なら、巧な にして 担け。己が斬 g いがてやるから 〇」 

「どうして、义、をだと去ふのだい。」 了 巧の自信は、がしく をつ たらしい。 
「キ前たもの思惑は化が巧ホかでょ。巧給とおせて、がはを無 巧を 持つて宋 
たを。巧一、な蓄の疲が、眞おの客をがって持，^ ミる 笠が ねえ」 
宗侈け、口もにかうるつて、巧み、窮の方へやつて巧つ た。あっすこと 
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られた了 巧を、 例の西壬巧のを巧の前に巧し を がら。 

をれから、 半時げかなをである。了巧は、又*化下で、が巧山に沿つくわ 
した。 一 
「どぅしたい、お任、】件は OJ 
「一件た何だ。」 

了巧は、下巧をつさ山しながら、じろじスを後の烦を おて、 W 
「とぼけなさんな。規巧の事さ OJ 
「ぅ人、が巧か。巧巧なら、手前にくれてやらあ OJ 
河內相は巧から、巧いスく义る猜巧を出したかとぶふと、了巧のおへが A 
つけ V 、 おザに巧つでしまつた。 - 
了巧は、ぶつけられた所をさず なを がら、こぽ しこ ぽし、下になもた巧が 






手にとつた。なると、がおがのがぢらしの數ずをがらした、——眞がの短 
巧である。彼はを々しさぅに、をれを、义、埋の上へ化ら W ずと、むおがの 

おを上げて、この上を大仰に化みつける巧なをした、 . 

八 

をれ总が、的主が巧巧の巧巧をねだるがは、ぱつたら路を始つてしまつた。 
何かとをへば、が巧の持つでむる繪巧は巧給だとをふホが、を巧と了巧とに 
ょつ V 、一村に瞄巧されたからである。 

をこで、】巧、巧給の巧巧ををと促つて、お巧を欺ゎいた三人の^^^は、が 
巧のホ、巧、化を馬とをおに命じて、をおおの巧巧をせた。前に河巧 
的にとられたのと、寸みももがはをい、が梅がのがぢらしの巧巧である〇 I 
ホ巧はこの規巧をなつて巧必、巧まおじねだられるがをが巧しながら、巧々 
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として 巧が した。 - 
ずると、誰 I 人、巧巧を®ひに出るものがない。前に同じがががの煙巧を 

か々6 ♦ 1 > 

二本までねだつた河巧化さへ、ぢスらと】巧を 典へ たるら、がが を か- 5 •めて 
巧つてしまつた。间俯の大んは、勿論巧おしたいとも何とも云はずに、がつ 
てなる。おがには、，でれが不思巧であつた。 

いや、不思巧だつたげかちではをい。しまひには、をれが 所となく 不安に 
をつた。，でこでがは义河巧 A のホか、つたのをなた時に、ががはこつもから 
#をかけた。 

「宗巧、煙巧をとらさうか」 

『いえ > お巧うございまずが、手前はもう、喊前に•鞭^て巧クまずる〇」 

を巧は、ホ巧か W 弄するとでも思つたのであら5。則！！？な觀の卜こ’、？お。 


1S7 




口なを滿め V かうをつた。 

巧巧はこれを削くと、ががさうに、がをくもらせた】長が煙举のがも今で 
は、口にあはない。をに々寺で齡じ V むた、が巧石の巧力が、このを無搞の 
巧巧のがから W るがが如く、夕巧なくがえでゆくやうな姑がしたからでわる 

古ちの傅へ る 巧に ょると、 齡が浆 では おが喊 が、 が おも、が海も、 賴 巧は 
が^^斯のらのを用ひたさうでわる、事にょると、これは、 金お垢の巧巧に懲 
らたホ 巧が、すがに 逆撕でも蕾れたお巧かもかれない。 
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巧紀にょると、り本では、が古天皇の三十五年お一一巧、陸ホでおめで^お 
が人に化けた。ホもこれは、一本にょると、化^人でなくてぶ^人とあるが、 
两ホ ともをの 後に歌 ぃ么と 巧いてあるから、人に化けたにしろ、人に化つたに 
しス、人ホに巧をがつたホだけはホ質らしい0 - 
をれょりな前にも、乘仁紀をおると、八十と年 W 丹化の巧の巧が とを ふ人 
の犬が、なを晚みなしたら、腹の中に八巧巧邮玉があつたと書いてある。こ 
の化玉は馬琴が、乂犬佈の中で、八巧化お尼げおを削ずのにがした。が、 
乘た巧の藉は、惟化巧に巧巧を巧した>けで、後脱のおのかく巧化自なをお 
めた巧ではをい。すると、なの化けたのは、やはら推古朽55を二十五年き一 
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月が始めなのでわらう。 

勿 A がは、神武ぶ巧のがから、 U 本の山巧にな乂でむた。 さう して、 をれ 
が、 紀元千一一な八十八年になつて、始めて人を化かずやうになつた。 I か 
う 云ふと、一ちが巧夕の妨 がわるやうに 思 はれる かも なれを い。が。 をれ け 
巧らく、 こんながから 始まつたので わらう。一 • 

，での 巧、龄 みの かがみの娘が、同じがのが 燒 きのが と®をした。 が。々 に 
はげ 親が一人つ いてむ る。をの H をなん で、化な化をホはうとを ふの だから 
二人とも一姐らなふづかひではない。 

ぶは嫁な、汾 W をが えて、 がの家の近く今で通つ て 巧る。ずるとおも、が 
化を見^らつ V 、 をつと家をのけ川してホる。が•がのホは、巧親の手がを 
か5{るので、や、もずると、邊れやずい。ぶ時は、月のな*っか、る巧になつ 
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で、やつとホた。ぶがは、进近の一巧稱が啼く巧になつても、まだ來をい。 

をん なおが、何巧かないた或巧のがでわる。 ザは、 おみのやうなおのかげ 
に巧^ながら、巧つ問のさぴしさをまぎらせる つもちで、 巧を巧つた。巧き 
なる齡の音にがされる なと、 いらだたしい巧 ひを、 鹽からいおにあつめて、 

巧つたのでわる。 

をれを饼いた巧親は、巧にねてむるがに、あの巧は何ぢやと云つた。始め W 
•はなたふらをしてむたが も、 二巧 S 巧と巧ひかけられる と、 巧へない巧には 
巧かない。入の聲ではないさうな。——沒巧した馀らおはかうをつた。 

をこで、人でなう V 何ががふと、巧巧か巧；5かへした。をれに、おかもか 
れのとをへたのは、をく娘の巧轉である。，——懇は营から、何巧とをく女に 
かう一ぶふが巧をかへた。 













巧が刚けると、が巧は、この明の巧を間いた新を、近くにむる脫||りのな 
に親した。ねも亦こののの S をがにしな一人である。獻が則をがひ3すかの 
ろ-かうをひをがらも、巧は义これを、の巧に新した。 

霜が 傅はら傅はつて、をのかへ巧てむた、ピが城がの巧へはいつた時、巧 
まは、なの巧をがふ 磬 が を、 巧巧らしくした。—— か說似が 15と一方 
ふホがある。だからおの 魂 も、もとはの魂だつたかも知れない。もしさ 
うだとすれげ、乂閒のするがは、なもずる。が巧にかを明 ふ 位々ホは、船に 
不化護で をい。 . 

をれ な巧、このかでは、かの かを 閒 いたと 去ふ 著が、^も巧る や^にを 
つた。 さう して、しまかにはをの齡;^ちた と云 ふホ さへ、 ががて巧た。 これ 
は、 W のかをさがしに巧つた巧が、がが 斯 W ひ にがつてホる と、 ホだ巧つて 
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むる第の刚$で、旅山のがにがが一巧のをがひをがら、のをのをがい v むる 
のを目のあたらにちたとをふのである。 

巧に、ががへちえた。をれにホいで、巧 S のが載ががが、ををの巧をが 
いたのは、夕自然の进理である"なののは、趴としては、^から閒えた〇時 
としては、海から閒えた。 さぅ して义巧に時としては、をのが と齡との 問に 
かおずる、な属の馆巧の上から3へ閒えた。，でれげか6ではをい。巧後には 
か化みのが自身さへ、ぶ巧笑がこの巧の聲にががされた。一 0 

おは、か游これを、ザの i ? のがだと思つた。お息を がふと、 が載は ょくお 
乂つてむるらしい。をこで、をつと巧をのけ出して、^^^の戶を舰がにあけ 
ながら、外の夕子をがい V 見た。が、がは ろすい巧と 齡の齡 ぶからで、 巧の 
まは どこにもない。 媒は思は ず、 つめたいおの化狀 に、 がを わさへる：^ら、 


193 














なもずくんだ。戶の前のがの止に、助々 としで がのお挑の つい V むる のが、 

をの時瞄げに巧えたからである。 . 

この詔は、忽も巧巧里の化河を隔でた、なをの化寺で喧巧された。，でれか 
ら扣がのなが化ける。近なの巧が化ける。をに化同巧の狸までも化け始めで 
佑川時化になると、佐がの曲三邮とちふ、おともが•ともつかない先生が W て 
がのかふ化なるお前の巧の人をさへ、化かずやうなホになつた。 

化かずやうにをつたので技ない。化かすと信せられるやうにをつたのであ 
る——かう諸君は、云ふかも知れない〇しかし、化かずと去ふ巧と、化かず 
となかられるとをふ摩との閒に、巧してどれ巧の か 巧があるので あらう。 

巧クおじかりではをい。取々にとつで、ずべ V あると云ふ单は、!！ If をずる 
じ唯わるとなずる與にずぎないではないか。 


% 一み 
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ィエ》ッは、「ヶ^卜の巧明6」の中で、ジ^湖上のす化たもが、がと向と 
のん扛巧たゾ。ブスタントがの少女ををながらの蛮が マブァ だとなじで、な 
はなかつた游をみい V むる。ひとしく人のふの中に生さてなるとミふホから 
ミへ ば、 规上の典が は、 山巧のおと何の巧る巧もをい。 

靴々は、化令の説先が、なの人を化かすホをなじた 如く、 我々の內がにホ 
きる ものを信じょうで戍ないか。さうして、をのなず る もの、命す る ま、に 
巧々の生き方を坐さやうではをいか。 

がをが巧ずベからざる所2{である。 

0 

-六が一二 fl - 
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- 前おがホ衝門 

おか化巧は、おかの巧巧がが佚化すると向がに、はげしい神がお巧に巧は 
れた。—— 

巧かはる。^ががずる。 》• 頃がんでずるがおにさへ-、みがはいらない。廊 S 
下を通る人のおをとか、家小のホの詰巧とかが削えただけで、ずぐ注をが巧 
されてしまふ。，でれがだんだんがじて巧ると、今巧は巧些撕な剌がから も、 

紀えずががをがまれるやぅなまになつた。 

斯一、巧無の携份などが、黑地にをの巧卿をなはせてむる と、 をの細いな 
や菜が、 どぅも 編になつ V がががない。をの外をすの巧と か、 が巧の化巧と 














かをふ先の瓜つた巧を：：^ても、やは 6 不まにをつて巧る。し 3 ひには、巧のを 
おの夕义した巧や、天がの巧隅^でか、了巧巧斬を見つめでむる時のやうな 
巧ない神巧の巧巧を、巧じさがるやうにをつた。 

修理は、止；^を得ず、每日隆おな新をして、ぢつと居間にむず<まつてむ 
たり 何をど々ずるのも巧しい。 W ホる带なら、この 化巧な のを话もをくなし 
てしまひたいとおふおが、巧々ある。が、をれ化、ささくれた神齡ぃの方で、朗 
許さをい。彼は、巧她がにおもた巧のやうな、いら立たしいふで、化の巧西 
を巧ま t ^した。しかも、をこにゎるのは、がの，むももに何の理がもをい、巧 
に巧一を快れてなる「が代のお」ばかクである T 己は巧し乂でむる。が、がも 
己のをしみををしてくれるものがない OJ ——さう思ふホが、巧に化には一倍 
の巧がであつた。 





お理の神純をがは、この w 曲の無理解の巧に、】斯^の巧をがめたらし 
い。化は、ががに典おした。巧解がまで閒えさうな aS で、わめ>立でた與も 
一巧ではない。刀架に手のかかつたがも、巧々ある。さう云ふ巧の彼は、お 
誰の眼にも、別人のやうにをつてしまふ。ふだんの巧いろく、おのをもた^ 

がどこと云ふホ巧く搪巧し义*眼のをずでけに巧な立つ V ホる0 さう しで、が 
がががしくなると、必中左ホのがの毛を、ふるへる13^おで、かき^し6始め謂 
る。-巧巧の著 ti 、 巧この g をむしるのを、化の逆上した索 g にした。 さ 


会ふ時には、なに謎めかつ V 、誰も化の侧へ數づくものがない0 
巧な-かうをふ怖れは、が巧自身にもあつた。巧岡が、，で成を錢じてり 


たのは、をふまでもない。修理はか論、この巧®のがつてむる^れにはな哎 
を抱いてむる。しかし彼自みのぶずる怖れには、始めから於拖のしやうがを 


•: さ s!_ iT- 『 "nursun—rnT - ’Jj 










い。彼は、巧作が化乂で、がょらも】巧幽巧を公が巧く蹲を巧し V がると、 

時としでこの怖 i が、巧妻のやうに、己をホかずのをを蘇した。さうし V 、 

同巧 U 又、さうをふ怖れを化くことが、なに巧れのが吿のやうな、不吉を不 • 
をにさへ、巧はれた。「巧瓜したらどうずる 。 J さう思ふと、彼は、船^眼 
の前が、晴くなるやうな也ももがした。 

か游 この 怖れは、一方おえず、外巧のがが から 巧る いら 立たしさに、 かさ W 
ホされた。が、 をのいら 立たしさが义、化ホでは、やや もすると、この 怖れ 
を脏ざめさせた。——をは ば、 な巧の&は、自みのををを；5かける巧のやう 
に、 かみな く、 不 まから 不をへ、 旅巧 レてむたのである。 


修理のこの逆上化、少からず I 夕中の塞ぶずる巧となつた。和でも、 これ 









が巧じ、おも•むをがしたのは、みおの齡郎が祈 i ： でぁる。 

がわが門は、をを と ミつても、巧は本をの狀がかが から、附乂として 巧て 
るるので、化理も彼には、^奶 から】目巧いでゐた。これは巧^^とをふも 
のの巧かのなぃ、おら筋の大巧で、文巧の 巧 道にをでてむる點 では、 ががの 
巧で、化のホに川るものは、齡 もなぃ。 ——さぅミん S 較"がはこれま 

で、始お塞に おして、 蹇愛 没を gA てゐた。 g が 「おかお。大をを 
左」をどと巧ばれて むた の も、 宗 くこの 齡 載を進める巧からホた 齡 がでぁる。 
がホに巧は化巧の逆上が股にちミて、進み 阳して^が、 巧の 目もなない 

化、 秦の巧に、をが がした。 —おにおおがが龄し這 上、 塞は近り 

中に•柄校の御掀として、巧巧しなければ ならない 巧 でんる0 巧が、この逆上 
では、透の巧、併含態が"座が时巧の獻が解へ、 どんな 無禮を巧く 
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か知れたものではをい。巧 7 でれから巧巧沙化にでもなつたりには、が倉家 
と千石は、，での化「わ化りつぷし J になつてしまふ。化をはぷからず、欄巧巧 

袭の昭巧にんるで一^ないか。 

r ゎ-•、 た 

がホ瓶のは、かミ思ふと、時ても立つても、むられないみうなふももがし 
た"しかもがに一ぶはせると、逆上化 r 隨の病 J ではない。がく r ものが」である 
——化は、をこで、が巧を談めたち、巧がを謀めたらずるのと同じやうに、 
が辕として、條巧の神轉巧がを藻めょうとした。 

だから、 がお觀巧は、爾ホ、巧會さへあれげ が 巧に苦^を進めた。が、化 
巧の逆上は、少しもなまるけは； S がない。寒、談めれ取、齡める觀、おれれ 
ば焦れる巧、脈にをえて、盤ふでホる。現に】巧などは、制いがわ瓶巧をホ 
がもにさへ、しょうとした T もをまともおはのかぢや。が^の斬放さへなく 
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ば、巧つてす でょう ものを。 J ——さう をふ修理の眼の中じあつたものは、な 
におらばからではない。林右衞巧は、 を こに、又がしがいがしみのををも、 
が A だのでわる。 

をの中に、主從の間に巧がずるががは、•がホ街巧の巧わるを謀に化つ V 、 
巧がとなく巧んでホた。とをふのは、巧な修理がなお槪門をがいやうになつ 
たと云ふばからで佔ない。が右術巧の•むにも亦、からずからず、が理に IK ず 
るがしみが、ザをふいて巧たホをミふのである。か論、化 ti 、 このがしみを 
を說しではむなかつた。少くとも、巧巧の r がを除い V 、修理に勒ずる彼の 
忠也は、がががらないものとなじてむた。「がお巧らざれば、おに巧らや」— 
これは、ますの「迸」だつたばか6ではない。，での巧には、人閒の白がの「ぶ」 
がある〇しかし、なお衔巧化、をれを鼓めょうとしなかつた0 . 
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彼は、巧 < すでも、を偏を茹 さう 心した。が、单 M 談のかがないホは、紀に 
苦いおがを巧めてゐる〇をこで、化は、今まで狗中にがしてなた、が巧の手 
段に巧へ る 巧おをした。最後の手度とをふのは、外でもない。修理を巧这め 
孩朽にして、おな一巧の中から巧すをいかへ ょうと 云ふので ある。—— 

何ょ6もホ、「み」である，(がホが門はかうおつわ。)^^は「を」のがに、巧 
巧にしなければならない。巧に、板な本をは、乃祖おなのがぶ撕巧が巧3{巧 
未を、巧蹄をまけたホのをい名まである。二化义左衛門巧宗が、がの抓をう 
けで、所司化としてが巧かあつたのは、巧へる；でもない。をの巧のがが齡 
ちは、 ft 挺十九か大阪夕の桃の巧が巧がられたがに、が元ちがの^がを 每く 
したのを始めとして、巧永十巧がな巧の化に際しでは西闻のがにがとして、 
が斯巧巧名代の巧を、天卿巧巧の睐中にがした。をのタタに、が一巧辱を巧 
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m 


ぷふ 


年 


らせるやうを巧があつたならば、 どうしょう。 が子のみとして、九巧の下、 
巧倉を典化の父組に巧ゆべき巧は、どこにもをい。 

かう思つたがホ衞巧は、5^に1化の小をのをした。ずると幸、巧時巧年み 
を巧めてなる巧倉が渡ずには、が属化の子なが U 1 人わる。をのす息の一人を 
が目にして、を子願 さへ すれば、公あの首なは、どうにでもならう。尤も こ 
れは、み件の巧巧上、修巧や修理の巧をじは、密々で巧はなければならなド。 
彼は、 ここまで 思まを めぐらした 時に、始めて、明るみへ W たやうなふもも 
がした。 さう し V 、をれと时時に、今までに 巧え なかつた或悲しんが、 t •が.：0 
をの必もちを S ら せようと ずるのが、ぶ じられ た T 巧巧をの巧ぢや OJI 


さ 


A つし4 


うをふがのかふの中には、彼自み胜げにしかぶ謎しない、何ものかを巧謠し 
ょうとす る巧巧力が、パのがのやうにをれとなく、つきなとつてむたからで 


205 


















みる。 


病期な 化 巧は、巧 I に、 株 ホが門の巧輪な惦をかんだ。をれから、木ぞの 
断人としで、化が眩に持つ てむ る巧蜗をがんだ。最巧に、彼の 「み」 を中必と 
するあ義をかんだ。「主をホともおは2れぢや OJ ——かう】 K ふ修理の觀の中に 
tT これらの ホし みが、 巧ち をがら燃える化のやうに、瞄い觀ピ がして みた涯 
のである0 - 

をこへ、巧が、思 S がけない非謀か、內架の口にょつてがへられた。がも 
衞巧は、が巧を巧这め廉居にして、がか佐 巧 守のすなをがすに迎 へょうとず 
る。をれが、偶が、內まの巧へ巧れた。——これを閒いた修理が、眺を毅い 
て巧つたのは無理もない。 ♦ 













ぶ巧、が右衛門は、巧倉みを大巧と思ふのかもかれをい。が、お萊 とを ふ 
ものは、現な仕へてゐるま人を巧にし V までも、「を」の巧を能るベうもので 
あらう か。しかも、がホが門の r を」を巧へるのは、巧塞とをへば化をである0 
がはをのが巧の巧に、 む をが这め陈居に しようと した。驴は，でのげ々しい 
化 お 巧はらのがに、わは よくば、 ををが巧しようとずる巧もでもあるのかも 
細れない0 さう 思ふと、修理は、どんを酷刑でも、この不 K の巧を刹ず 
るじは、轉ずぎるやうに思はれた0 

化は、 內 第からこの話をがくと、 ずぐ に、必前化のな 人を 勤 かてむた、旧 
中ぞお衙巧とをふお人を呼んで、かう冥<^た。 

「林ホ衞巧めを巧ら首にせい OJ 

字左衞 巧は，、 半むの助をがけた。がよらもふけた、彼の巧には、がい不を 
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が巧乂でむる。——がお衡 S ： のかては、がもかくは思つ V むない。 が、 何と 
云つてもか手は本みからの附人でわる。 

「舟 A をは按巧でございますまい。武±らしく切腹でもかしつけ3ずるなら 
じ，格別でございまずが。」 

修理はこれを城くと、嘲笑ふやうな脈で、ぞおホ衞巧を巧た。さうして、 
二云巧强く酌を巧つた。 

「いや人でな U 知に、 巧巧をホしつける巧はをい。巧らをにせい。がな首に 
ぢゃ。」 

が、 さう IKW ながら、どうしたのか、化は、化の色のないがへ、はらはら 
となをがした。 さう して、 をれ から——何時ものやうに巧手で、おの毛をか 
ミむしクおめた0 
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約もをにしスとをふかが出たホは、おに化必の近巧から、がおおのにがへ 
られた。 - 

「ょいわ。この卜：は、が右が巧もを地づくぢや。手を振-いて巧クをもうたれ 
まい fj 

彼は、巧が として、 かうミつた。 さう して、 がをで^につ^ まとつて& た 
铅巧のかれない不夕が、このかかを閒くと间巧に、が ザを く消え V しま ふの 
をを謎した。今のがの必にあるものは、修理におずるわから さまな がしみで 
わる。 もう修理は、化に とつて、ま 人では をい。，での 修理を化い のに、 何の 
がる所があらう。——彼の&の明くなつたのは、おが識ながら、みく彼がか 
う 一 K ふも巧を刹がの閒におめたからである^ 
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をこで、彼は、•も半ががを引ミかしで、む巧、修理の属化を部も退いた。 
作か述ら、がも泌き先の所がきは、座がのなに化つてぁる。がも、がお惭巧 
• C 一ら、小^にして、化に立つた"武孔をがつたら•おおをがけたらしでなるお 
巧が议恥を加へても、】巧の人巧は、術く十人にずざない。をれが、と6^ 
した妊をもなく、つれ立つ V 、巧を出た。 

延享の単二月の未でぁる。門の外では、化おい化が、巧の化と臟埃とを> 一*つ 
に!<お絲へふきつけてむる0がホ衙巧は、をの風のがにホつて、もぅ】巧•化ホ 
のホ左を、 お 巧した。 さぅ し V 、 をれ からがで、一同に左へむけとか阅をした。 

二巧中宇友術巧 

株右祗巧の立も退いた巧は、巧中ずを棘巧が化つて、をおを勤めた。彼は 
が！^をしてむた脚巧上、化理を見る脈が、なら外のみ來と戌^がつてむる。 
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彼は巧のやうなもももで、修现の逆上をいたわつた。修现もホ、かにだけは、 
化巧巧な臘に振なつたらしい。をこで、まがの11^^、がお巧巧のゐた時か 
ら見ると、遙にがになつてホた。 

ぞを銜巧は、修理の疑作が、•公がホる と共に、怠ら出したのを藏乂だ 0 
おも、巧】化巧が赔中で無巧を做さは しないかとをふ歌を、^れない 巧では 
ない。が、がお衛門は、 をれを「み」に 胖る大 ホとして、味れた，； 4^^、化ょ、 
をれを まに削る火が として巧れ たので ある。 

巧論、「夕 J とをふおも、化の船には止つてむた。か、載があるにしても 
をれは單に、「み」を亡すかれに、大ホなのではない。まをして、「み」を亡 さ 
しむるがなに、まをして、ががのぶをがはしむるがなに、ががなのであ 
る。では、，での火がを未がに W ぐに tf 、 どうしたら、いいであらう^。この 
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けど♦い h ク 


おになると、が左が巧は、がん惭阿程 佩が な、轟ちを持つ てゐ ないやうでわ 
つた。 ならく 化は、 が 明の加誰とちかのホ誠と で、 修理の逆上の 巧 まる やう 
にがるょ6外は、なかつ たので あらう 0 
その年の八月一=、搪川おがでは、巧調八朔の 供 まを巧 ふ H に、修理は病 
巧始めての 山化をした。 さう して、をのが に、巧時西乂になた、おがが の板 
を佐巧守を訪う V 、がをした。が、別にの中では、何も 化 巧をしをかつたら 
しい。ネぶ斯巧は、 始めて、 愁焰を閒くがが 巧 ホるやうな公ももがした。 

しかし、化の悅びは、 をの ：：：】 H だけ も、 巧 かなかつた。夜になる と閒も 
をく、 おを佐渡守から急な巧があつて、お速ホるやうにとをふか化が、凶兆 

——さ 


なびとつ♦ん《 

のやうに彼をかしたからである。巧なに及んで、夕が巧しをずける 


をふホは、がホ觀門の化から、まだ一巧も棘いたががない0しかもネ HA 、 
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かめて化巧が登がをした H でぁる。-宇左航門は、が? S な巧成に巧はれ々 

がら、化しく佐巧がの属がへ參おした0 
ずると、柴して、化理がを巧守にががの振おがんつたと云ふ縱户ゎる。1 

一ん〇し♦マし な ■ 

今り化化をおつてから、が巧は、ら巧すに載上下のがで、西化の佐巧守を巧 
れた。なた所、なをもすぐれないやうだから、或はまだがががはかばかしく 
をいのかともおつたか、詔してなると、が舶、お人らしいがらない。 をこ 
でをむして、巧くが閒新をしてむる中に、倘巧、化渡守が、趴 ものやう C 

A ら巧 

がながお衛巧の巧巧を訊のた。ずると•が理は^に觀い鮮 くして、「がホが 

か^た 

めは。化み、ホ前属がをがなもなしてご Vj; る。 J とミふ。がザ斬^が、どうミ 
ふ人間かとミふおは、佐私おもょく知つてむる。何か W 抓：かなくては、妄に 
ま夕を巧がもをどずる3^ではない。かう|^つたから、佐渡守は、をの化巧を 
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尋ねると时巧に、本朵からの脚人にさう iK ふ間違ひがおつても、親が中へか 
がなら、細らせな らしを いのは、をい巧をな巧した。巧が、が理は、こ 
れを M くと、眼のををがへをから、刀の柄へホをかけ VT が巧守巧は、別し 
V 、がも觀門め を 巧な化せられるやうでごグるが、ホ前ぶホの化がは、不巧 
ながら、ホ前】なで取がらひ中ず。如何にを時 W 閒のおががでも、いらの歡 
話はわおきなされい。」とをふ口上である〇をこでホ石のが班守も、あまらの 
ホに呆れなつて、御用タタを幸に、早速をの場を外してし迂つた。—— 
「ょいか OJ ここまで詔して巧 V 、化が守は、々おのやうに、巧いなをした。 

IT — 巧一に、がか衝門の立も沿いた短を、 j 門ホへ化 速 しないのは、宇左 
衛巧の罪である。巧一一に、まだ逆上の父ホのある修理を、巧がさせたのも、 
やはな化の巧を免れをい0•化渡ホだつたから、いいが、もし今 H のやうな巧 
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气ぃを^巧哄の大タホじでもをつたとしたら、おむ夕平巧は、忽、做が にを 
つてしまふ。- 

「をこでだ や。 今巧は必 とも、 化 W 無用に致す やうじ、別して、 齡 斯の 
化は、 をの方よ ろ、 堅くさし止；^るがよい OJ 
佐が守は、 かう】 K つて、だ スらと 夕巧衞 門をおた。 

「唯だまじつれて、をの方まで逆上し さうな のが、が!! ぢや。 よ いか。 化と 
中しつけたど。」 

牛左お 門は、 風を ひをめながら > 阳 心がつたが でが" へミ。 • 
「成い、しかと向巧をがでございませう OJ 
「わわ、二 巧と 迸をせ« のが、巧よらぢや〇一 
佐渡ホは、け：き出すやうに、かう一ぶつた。 


215 














「をの巧は、••一子东衞巧•一命にかけて、ホ知がしました。」 

化は、眼に獻ピためながら齡獻^-^るやうに、佐ががをおた。が、をの脈の 
巾には、が觀を邦ふが と共に、 化し巧い齡がの 色が、 巧んで むる。 必ず 
修理の他山を、がずるがが出來 ると 一ぶふか、むでは をい。 综ずるがが W がな か. 
つたから、どうずる と をふ、決•むである。 

化巧がは、これを枉 ると、 义がをしかめながら、巧がなさう に、 樸を巧い 

m 

た0 

■ - f ■ 1■■1 I t 

まのをに從へげ、 t 4 ががい。みを化で ょうと ずれぶ、まのをに悼るホにな 
る。巧ぶ、がお 巧 巧 も、 この斯がに抱つてわた。 が、 彼には、をの巧にホを 
がてる辦ががある。 とミふょな は、が、输於らをれおまを大ホにおつてむな 
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い。だから、がは、 が斯 く、をの巧じまを が齡 にした。 

しかし、白かには、をれが異ない。寡は、みのが龄だけを計るには、 
がもじ、をに教しみすぎてむる。家の巧じ、唯、と云ふおみ巧めに、 どぅ 
して、瑣なのまを無理に孩巧などづせられ ょぅ〇 ^がの贩から 見れば、今の 
化巧 も、が 巧 0 ?こを持たないものの、のお巧とお 6 がをい。自みがが^ 
さをしたぉ本、円かがホをとつて巧は甘た黎^ g 、 ，でれから、をかがな 
をつけみ巧巧 さう云ふ物も、まざまざと、もかの^齡には巧つてむる。 


さうかとーミて、ホををの齡いして巧けば、趴 6 家がなぴるだけでは ない 0 

菩みにも凶おが管3うでぁる。敲のがなから宏へ•ば、祭辭のとつ 

たがは、唯一の、さうして父、なも獻舶をものに如がをい。日みも、 を t ょ 
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巧めてむる。，での船、をれが、ががには、どぅしでも巧むずるがが出來をい 
のである0 - 

ぶくで磯おのずるをの下を、化巧の^^へ歸りながら、ザを衡門はががと 
•脱をがんで、こんながを t 巧となく脚の中でがりおした。 

修现は、 g が、{子ち槪門から、佐娘がのをひ波した一が始終を閒 くと、 な 
も頌を投らせた。 が、 をれざら で、 齡ぺ淵何がものやぅに、とク上せる乂色も 
ない。一すが邮邮 は、 な•つかひながら も、 がみかがが して、 をのりはをの化、 
下つてホた。 

をれから、十りばからの 叫、 お巧は、巧閒にとだこもつ で、 が H ぽん 
やりち へがに齡つ V むた。ぶ左な門のがをお"^ も、 U をがかを い。いや、 喉 
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一巧、小おのふるりに、吩なの啼く巧を關いて T あれは齡が化を w ず心さうぢ 
みな。」とつぶやいたホがある。，での巧でさへ、がぶ衞阿が、，でれを船に、お 
しかけたが、彼は、义默つて、うすがいをへ脏をやつてしまつた。をのがは、 
勿論、赃のやうに口をつぐんで、ぢつと斯隔がを巧つめてむる。がによ、ザ 

け n 

の巧がも巧んでなない。—— 

巧が、ぶが、卡五 H の賴化がが 二三：：： の巾にあつたがのがで ある。倘は 
炎がザぶ衞£：をよびよせ\」、 乂娩 S の止、陰乂 な^をしながら、こんながを 
をつた。 

「化巧、佐獲のもるはれた迦>、この辦敞户は、 とてら がががは かぶをいや 
うぢ や。ついては、身共 もいつを 隐お しようかと 化 ふ。」 

ザ巧衞 I :は、ためらつた。これがががなら、元よクこむにがしたがはない 
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が、どうし V 、修理はをれおを巧に、藻朽を薄るおにをれたのであらう。 1 
「御义もでござい3ず。佐巧守仪もあのやうに、仰せられますからは、巧を 
ながら、さうなさるょ6:^はござい寺ずまい。が、先】應は、御】巧ホへも 
. J < 

「いや、いや、^脖の 化なら、 がホ衞門の成敗とは おつて、 かがせず とも、 

一巧ホは同总のをぢや。」 が 
修理は、かうをつ V 、 を々しげに、勘すの外れた笑巧を立てた。 

「さやうでもございえず或い OJ 

宇お衞巧じ、化し さうな 節をし V 、 修视をなた。 が、 か 手は、 巧に巧へ入 
れるがすもない。 

「さで、な W ずれば、 W 化しょうとおうても出化ずるホは田ホの。されば」 

♦ 




I 


從理は、おつと宇お斯巧の 巧を な夕から、一み】か、5¢ みを 化るやうに T を 
の前今一 巧 出化し V 、西九の大が巧が(ホロ宗)へ T 妒が那らがしたい。ど 
うだや。十荒：：：に、巧がさせてはくれまいか OJ 

ザ左術5：は、がつて、巧をひをめた。 

「，でれも、-?^つた一巧ぢ.3-。」 

「巧れながら、， V の巧ばかちは OJ 

「いかがか。し 

二人は、巧をななせながら、がつた。しんとした巧の中には、她を巧ふ 
がもの巧ょな外に、蝴 える ものは をい。 ぶ左術阿は、 この 軌いの 閒を、 
一年のやうじを く旌 じた。化渡ず へ 云： 5 かつた矿邮 、これを 修理に詐 しては • 
白みの巧±がサ；たない。 
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「が游巧のをはれた驴は、ホかのでの巧みだや 。 J 
巧を觀 て、 化理が云つた。 

「巧がを許せば、をのホが、一巧ホの不舆をうけるが も、 修理は、ょう巧じ 
V むる。が、思うてない。修理估 ii ： がは ip とょろ、 タホにもががされた化 
公ホがや。」 

さう 云ひなから、がのがは、次がに成耿のふるへを巧び て ホた。なれげ、 
脈もがぐんでむる。 ， 
「化の巧らはうける。みがは人のホに巧ず。天进の义さへ、修理にはささの 
かと思ふやうなみの^だや。，での修理が、今生の望に唯】化、 W 化したいと 
を ふ、 それをこばいやうを{:小左^巧で化あるまい。ザぶ觀 i : なら、この修理 
を、も はれと こ， V 化へ、がいとけ思はの策ぢや。修理は、 y ぶ衞 巧を 款とも 


222 


化ふ。兄巧とも思ふ。いや、觀化ホょ 6 も、が巧なつかしいものと思ふ〇巧 
い撕巧じ、修理がたのみに思ふのは、唯をの方一人さなぢ令。3れ•はこを、 
巧理な S みもする。 が、 これもかして、 I 化に一一巧とは一 K 成の。唯、ん做】 
巧だけだや。ザ左衞巧、どうかこの•むを該し V くれい。どうかこの理をが 
してく れい。これ、この 姐ら ぢや OJ 

化は、みちの前へ•所手を ついで •がをがしながら、额ををへ つけょうとし 
た。宇左術巧は、威前した。 

「巧すをおあげ下さいし。御ホをわもげ下さいまし。勿巧をうござい 3 ず OJ 

む— n 

化は、修理のホをとつ V 、無理に巧から麟させた。さうして化いた。する 
と、なくにがつ V 、化のふには次巧にぶを公が、おれるともなく、れてホ 
ろ。—がは巧の小に、化巧なの前で云以かつたなを、巧も6も6と化ひ巧べ 
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た0 

「ょスしうございまず。佐巧守糕が 何と 仰 おら ませう とも、 巧 j の^ 5? じは、 

宇た槪巧が化を化れげ、ずいがでございまず。が 一 人の巧が戸して、 K 巧巧 

♦ 

巧が御させ巾しませう OJ 

これを閒くと、化理の烦は、なに別人の如く蔚ぴじかがやいた。をの巧ク 
力には、役ホのやうな巧みさがある。が义、が奔にないやうな自燃さもある。 

がは、 巧が巧すの外れた笑 ひを 笑つた。 

「わ、、許してくれろか。巧い。辱いどょ。」 ，《 
さう云つて、彼は炼しさうに、なおを巧みた。 

「巧のもの、ょうがけ。がぶお門は、巧がを!！^してくれたど OJ 
人樣； 5 をした巧間には、化とぞ友街巧の外に si もなない 0. をのもの！ ‘ぞ 
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左税門は、なづかはしさ^に膝を進めて、巧巧の火がに巧る巧る、修理の眼 
の中をなつた。 - 
I 三巧巧 

巧を w 单八バ十おりの巧、五つ巧あぎに、修巧は、巧中で、何のぶ巧もを 
い T 肥巧巧能ぶのが ホ、 巧川趙中守ちかをおがした。をの巧ホは、かぅであ 
る。 ， 


が川みは、諸巧の中でも、ずぐれ V 、巧巧に巧んだ火名である。元が君と 
1 K はれた宗がの內寄：さへ、武获の逝には明かつた。まして宗おの巧みに、巧 
を所をどのあるべさがはをい。，でれが T 三巧のホなれば こを か川は、二巧に 
巧^^れ、五巧ごとなる。」と激はれるやぅな巧を遂げたのは、完く時の巧であ 
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さぅをへば、が川をには、この树按の おる 肺化が、かになつてが•へれば、 
巧つもあつた。—巧 r じ、をのを ii 巧巾か、な川かが巧ずの^が•がが、化 
ホで烙けた。これは、邸巧に妙お大巧ながんつて、をの嫩腑の水か巧と云ふ 
巧が、化 W のあるがに水をがくので、未巧、がけたとをふがのをい^觀であ 
る。巧二に、五月上か、巧へがつ 守な 化を、かおの巧鮮賊 から 牽つたのを見 
ると、 觀武がお乂御な ぶともる 可ぅ巧に、おのホが!：いてない。これは、上 
巧がかの院化へ閒ひかかた上、巧速效與巧になミがさかた。を二に、八月上 
旬、 お 化の巧削のあた6 か . JN 、 巧を巧な大きな巧火ががで、をのホへがんで 
むつたとをふ。 

をの 外、 八：：：：十阿りのがに 成、天 义に姐じて むる が^の 才木が お 斬 とを 


3が 










ふザが、 i ： 齡へが VT 明十 お：：： は、照の御身に大投がぁるかも知れまがの。昨 
巧天文をおまずと、献私がおもさうになつ V 巧6ろず。どうか巧愤み巧】に、 
邮齡 M などなさいませ乂やう。」と、かうミつた。りかは、 元ホ餘 6 灭义を どに 
なを$5いてゐない。か、=なこのがの巧拜は、ま人か巧巧してむるので、が 
ぁへず巧郎のがじ斑しで、•でのけをが中守の巧へ入れた。，でこで、十五りじ 
備ず齡巧拜^か、巧がの帖らにがに巧くとかをふがは、ななせる ホ じをつた 
が、 御養なの】つと一ぶふ巧で、山化だけは北めにぶらなかつたらしい。 

を： i が、巧=にを ると、 义不巧な前兆が、加けつた0——十五りには、何 
时も趋中ザ：：： み、麻 h / 下に装巧へてから、八が火が蘇に、 k 诉を備へるのが 
巧例になつてむる。所が、をの H は、小がのホから神诉を入れたがすを二つ、 
ご一巧へのせた 巧 巧取つて、をれを神前へ俯へょうとず ると、 どうしたがすか 
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巧子は一一つ ともがれて、 种祸が外へ こぼれ V しミつた c をの時 tj 、 51 がに一 
阅、化はずが色を役へたと云ふ单である。 • 


巧=、ぜ中守は巧がすると、巧巧ち田化贿化が化をして、化、が解^へ述 
つた。が、やがて、が W を備したので、々巧は狐奶が訟木网巧をつれて、お 
呑み所がの厕へはいつて、用を足した C さ 、細卜^て、 ぅずぐ らい手水が 
でホを化つてむると、巧が齡がら、誰ともかれホ、がをかけて、がクつけた 
ものかある。巧いて、おな齡ると、をのがずに义二•のが W が、すかさすお脚 
へ例いた。をの巧に化が化へはいつで、おまは、擊のが もが おるホが巧 
ホない。み手は、をこへつけこ乂で、たみみかけ、たたみかけ、!^だが とな 
くががかけた。 さう しで、齡がががよろめ > ながら、 とうとう、 のの^のが 















に仆れてし 3 ふと、化墓ををこへが V たをち、化て V 何おかちえをくをつ尤 
し3つたり 

所が、件をしてわた黑木巧巧が、不をの大终におがして、大巧削のホへ巧 
げてがつたなク、これも何巧かへ度れ V し3つたので、誰もこの 巧 化をみる 
ものがない。，でれ を、 巧しでから、渐く本問ぶ五部とをふ小捨人が、があ所 
から下が尾へ巧るをがで巧なした。，でこで、ずぐにがな目がへからせ る。 巧^ 
巧：！：化からは、御巧巧刚久下薪ち衞、抑徙目が±旧半わ術 巧、 化旧たホ俯 巧、 な 
どが化けつける。 ‘ 5^巾ではか5、がの化を化つた-^^ぅな巧かが^巧した。 

をれ から、 一间染 つて、 ホな： 3 を抱さわげてをる と、 がも 巧 も 化 まみれで 
誰とも巧にががけるホが出ホない。が、 W へ口をつけでがぶ と、 がくがな# 

で、「觀 W 齡 ¥一とをへた。 樹 いて、 「かすはどなたでござる」ともねた が、 「上 










下を装たが」と一 K ふをへがあつただけで、 t での巧は、もうこもらの獻も姐じ 
をいらしい。がは、「を巧と寸巧、を M 六 A 寸ばかり、わ W 五寸げから、お 
ホ手 W 五ヶ所、を上が胳また朗に疵一一ごーヶ所、巧中おの^まで筋なに】尺 
ぶ寸ばか6」である。そこで、當巧御目が丈庭お太郞、巧本阳化守はか論、 
大巧化河巧な前ずも立もをつて、】まづホれひを、が化の閒へ獻きこふだ。 
さうしてをのまはりを小知^で脚んで、五人の御がまをが，, T , 添はせた上に、 
火巧閒詰の説火么が、化る化るホてか抱した。中でもがが兵が少輔は、化お 
へがぎこいを中から、坡も辩かに如つたので、わ > 眼にも、化•船の巧さがな 
ばれたさうである。 

をの問に、 I 力ではを中おががホへこのな避を巧けた上で•巧一の巧に、 
ぞ视化から大すまで、胆しく巧令を打たせてしまつた。これを巧たがすがの 
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♦ 










大小あのタホは、な破、照 小 ： i 齡糾があつたとをふので、がも 脱ぐ ホが】油 
もでない。 巧巧 目かホが尚て、荆 しても、すぐ 交、歉がの やうに、巧しおし 
てホる。 をこへ、 巧中の诞|^もホ、 避《なしくなろ闲した。これは柳が5|± 
馬を太邮が、御 巧 N か、乂ジがな どを巧し 速れ て、 巧 巧々々 から!^おまで、 
巧おょく义巧のか手を 巧して ホいたが、 どうしても、 をの をまた巧」を 
見つける巧が山ホなかつたからである。 

ずると、 S 5 かにも、か手は、これらの人々の股にはかからないで、なて 
井を巧とを ふ 巧がホの巧に、が 巧された。 ——ち巧はが H な巧で、 これ ょら 
光、】间 のさがさないやうな 巧 巧々々 を、 巧ク でしら ベて がいてゐ た。 ブご1 
がふと が 火の問の近くの厕の中をなると、がの^をかき化した巧が1、、 ぃじ 
のやうに 巧つ てなる。うずがいので、 倍つ きク わからをいが、 どうをら が!! 
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巧からがを化して、をのかき化した#のまをがんででもむるらしい。をこで 
宗巧は、側へょつてがをかけた。 

「どなたでござる OJ 

「これは、人を殺したで、ををかつ手なるものでござる。」 

、しはがれた巧で、かう答へた。 

もう挽ふ巧けない。宗巧は、ずぐに人を呼んで、このぶを厕の中から 、； S 
さずら 的した。 さう して、 とりあへ ず、 をれ を巧巧目がのホに渡した。 

巧お目がは义、それを巧がの閒へつれて巧つて、大目が始め御目かホ立も 
をひの上で、巧化のがかを脚；5質した。が、巧は、巧々しいの中の巧ぎを， 
巧がと獻めるばからで、巧に答へらしい答へをしをい。偶《口を閒けば、唯 
時烏のホををふ。 さう して、をのあ： S 問に ii 、 化にがまつたキで、何巧とな 


2が 








マん ^ 

く、 がの毛をか^むしつた。，如！！け紀に、がが いてむ たので ある0 


細川が中ずは、が化の關で、•化を ひきとつ た。が、大巧 所巧 某の；^ がをま 
けて、ホ巧 ひと 巧淀した巧巧滿で中の 口から、 •斬鳩 W へ山て引きとらせた0 
公に巧まの屆が^たの1^、二十一::一の恥でぁる。 

が理 は、 趟巾ずが引きとつたおで、ずぐにが lj 齡仇に巧 けらむた。これ も娜 
中の口 *5^ ら平口へ、巧 巧を かけた巧化で W たので ある。 ががのま はらは 
水 巧夕の巧がが五十人、】なにがしい巧の 於 y を 5¢、巧しい〇の 股引を はい 
て、巧しいがをつきながら、巧ぉした。—このが茄?^、ほ巧の：1:頃不おに船へ 
る 手おが、巧きとどいてむた旌獲として、が^の ほめ欣 になつ たさぅ である。 

をれからと=日の二十二 H に、 火 白 か石河虫佐守が、心似 にがつた。上使 

















のおは T 典ホ化•むしたとぶ中しながら、 II 川お中ザずおを坐不か叶を•比去 
がに付、水巧お物をにが化が中か濟化」 と 云ふので わる 0 

修理は、止化の前で、が刀を化の如くさし W さ U たが、^5^と手を胳の上 
に®ねた儘、 とらう とずる；^をもない。をこで、が觀に立つた水巧の みが巧 
巧斯 S 左衞 n が、北いをがず後からをの斬を う もがした。 うも^し たと をつ 
ても、おの皮】兩はのこつ V むる。を二左術門は、をのホをにとソで、下 
から换化の役人におせ巧。ががの巧い皮府の巧げ乂だ、いたいたしいをでぁ 
る。脈は"：か論つぶつてむない。 

廢化は、 こ 八をおると、化のにほ3を嗅ぎながら、齡 がさう に、「巧 单しと 
巧をかけだ。 
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时 口、 ra 巾 宇左俯 巧は、 巧倉 ま 巧の焊おで、巧 A をに 底せられた。これは 
「化巧拟氣にか、教ぜ中か候が化とた巧、巧倉を巧守兼ねて中が捉巧隨、が 
身のから； S に V 巧が させ 候な、かかる凶ホ怕ホ、と千巧斷括に 巧び 候段、言 
热ぶがの不巧お」といふ巧がである。 

おか间防守、 M ホ郁、同佐がず、巧が左槪門矿、が平ホ近將餘等の一巧な 
者が、ながを仰せつかたのはミふまでもない。をのか、齡がおピながて V 避 
げた黒木閑巧は、扶持を巧上げられた上、をかになつた。 - 

修理のを巧は、恐らく過失でわらぅ。細^がの九赋の馬と、がか家の九雌 
EJ と、あがのが所が似てなる巧に、が巧は、佐巧ザを^さぅとして、^がて 
越中ずを! Li たのである。な前、刪がが•おを、か!；.おむか巧つたのも、 
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やはクこの人違 s であつた。巧に、手水所のやうな、うす崎い所では、かう 
ミふ閒違ひも、をらやすい。——これがが時のを棘であつた。 

が、巧食が渡ずだけは、このを齊 をょ スこげない。彼成、このおが W ると、 
何時もを々しげに、かうをつた。 

「佐渡は、が理に义がされるやうを巧え法、毛頭ない。まして、あのかふホ 
のした巧ぢや。大方、巧とをふ讓も夕く、肥後がを斬つたのであらう。人述如 
などとは、迷惑ま毎な赃測ぢや。をの述がに诚、大目化の前へ出ても、修理 
は、恃爲がどうやら、をうてむたさうではないか。されば、がなだやと思つ 
で、巧つたのかもなれの。」 ——六年二《 — 








♦ 
















放がのが か、 仁かの始にあつたおで あらぅ。どもらにしても 時化はさして、 
このおにがが々 がを、 がめてむ をい。 巧巧は 唯、 龄が 巧とミふ、拽いをが 巧 
巧にをつ V わると云ふホを、かつでさへむでくれれば、ょいのである。1 
をの巧、繁"庭案に化へミるか。 中に、。 獻と云ふ蓋がぁった。 

これも、茨と巧かすに、 俯の 解と、 もやん と龄がを明にしたいので あるが、 
生が巧記には、をれがっ如はつてねをい。恐らくは、 巧 巧、 償はる巧格がない 
巧、が^々巧だつたのでわらぅ。】巧 巧記のがホを どと 云ふ 巧は、 •かん々人 
閒や 郁に、餘ら如私を持たなかつたらしい。このおで、がを と、 n 本の肖が 
おの 料が とは、 大み もがふ。 でが時化の^撇 於は、巧外、 巧人で ない。1 
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巧に巧、 巧 化藤巧お紐に仕へ V ゐる 化の中に 云ふおながあつた。これ 
か、 この話のホ人八ムである。 

五なは、風巧のな巧らないぶでわつ入。巧一がが^い。それからホみで、 
眼がが下つてなる。口お化巧論巧い。 Sg が、こけ V ゐるから、熙が、人龍は 
づれで、がくちえる。巧は-^】令、巧へホててゐれげ、巧限はない。我五 
化の外載はをれ巧、非凡に、だらしなく、^が山つてゐたのでもる。 

この 巧が、何時、 どうして、巧巧に 仕へ るやうになつたのか、をれは難 も 
かつてむ ない。がげ 巧な前から、同じやうを、色の巧めたが fjl ! に、同じや 
うを、ま々した 烏 巧子をかけて、同じやうな投目を、触さずに、がが、煤；驻 
してむる 歌 だけは、巧でもる。をの結巧であらう、今では、 II がな V も、 こ 
の巧に 若い膊がもつ たと 化思はれ々い0(五な は四十を唆してむた。)をのなな 
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ホまれたなから、わの！をいさうなががと、お•にかゎの口おとを、ホ雀乂 
がの航齡かかせてゐたと云ふおがする。上はも^の某おから、下は、牛 
府の巧兒まで、がが H ながら、巧さう信じで豁"ふホがをい。 

、いぐク なも 

かう 云 ふ S がをみへ た巧が、巧巧から、巧けるが巧は、 ならく巧くまで も 
ないおでわらう。巧所にわるは、 五な に我して、 巧ど巧积のホを もがは 
ない、が、併せ V 、二十人に近も觀さへ、 浪の 出入りには、 不化巧 
をな、 鑑を拓 めて。 る。 蓋が、 何 か 云 ひつけても、 だて—阅をの巧 
巧をやめた 巧 往ない。 齡 &にとつては、がな のが化が見えない やうに、 五位 

• ィつ*夕 

の 巧な も、 が^ないので わらう。 で役で さへ、さうだとすれげ、別巧と 
か、 化巧の 司と か云 ふ、^ がた もが、 頭から诞を®^にしないのは、 をス自 
齡のかで ある。巧巧は、 あ位にがず ると、おど、 小 供らしい、 無 怠がな强蔥 
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を、 み巧もし々お巧の巧はなしで、巧をるふので も、 か似だけで、用を化 
した C 人閒じ、 昔巧がもる のは、 俩巧ではない。なつで、齡もホ巧化では 
用をがじをい部が、時みある。が、化绽は、をれを、*も如、五化の悟巧にが 
的があるからだと、おつでゐるらしい。， で こで、齡がは、用が巧なない と、 
この巧のお乂だ巧を怖子のホから、巧れかかつたがが如の W まで、巧沿な く 
巧上げたら、巧下した6して、をれから、みで巧ひ々がら、獻に5^い•时いて 
しまふ。をれでも、で化は、がをホてた g がない。巧は、】巧の*?不 がを、 不 
でとしで 成 じるいち、患氣地のをい、が"；!，を、 人閒 だつたのである。 

巧が、同れの-方化の侍たち じなると、 進んで、 彼を斯がしようとした。 が 
かさの间巧が、巧の巧は をい 巧 巧をじして、もい 獻 がを锁かせようとす 
るかく、か下の同巧も、 ホをれを 巧み じしで、 巧 前が 寫巧 口の が 於をしよう 
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•としたからである。做がは、この直化の が 前で、をのをと n 裝と •な 抛乎と 
水卞とを、 Si 職し V 備さるがをからなかつた。をれ•じかろではない。役がお 
六年前に別れた、ぅけおのが^^^、をの女巧と闕巧がわつたと云ふ、巧のみ 
の狀^とも*巧 彼 摩の挪觀になつた。をの上、どぅかずると、化等戌ち巧 
がの怒いさへする k をれを、今】々、郝化ずるがは、 W ホない。が、が 
の觀がの巧をかふで、巧へ 則^ 入れて巧いたと 】 K ふが を、がけぶ、，での外は が 
凡、 が 化される辦だらぅと 思 ふ。 

•しかし、五位は、こむらの lb がにおして、をが、み込なであつた。少くも 
わミ般には、船がであるらしく、思はれた。倘位 W をを化れても、巧のを 
さへ 按 へたががない。がつて例のがい口難をおながら、ずるだけの 举をし で、 
ずましてむる。唯、郎齡の惡齡が、巧じずぎて、がに化かれ をく つけたも、 





太刀の巧に巧がをおぴつけたらずると、觀化、斯ふのか、泣くのか、わからな 

A ザな み 

いやうを笑がをして T いけののう、わみたらは OJ とをふ0をのがを妊、 をの g 
を削いた巧は、誰でも、一が或いぢらしさにがたれてしまふ1(微がにいぢめ 
られてゐるのは、一人、このホもの五なだけではない。槪の知^い誰か 
が夕數の誰かが、彼の細と巧とを巧6て、彼巧の si 倘を巧めでなる。)— 
さう云ふおが、晚げながら、•化等の•むに、一齡が齡 W しみこ A で巧るからで 
ぁる。雌，での時の必ももを、： g ; 時までも、轉 g けるがは、茜少い。 をの 少い中 
の一人に、或無な^化がぁつた。これは、丹化の巧からがた知-户、まだ柔い 
口後が、やつとみの下に、生へかかクた化の^^||^ぁる。勿論、この巧も揣 
めは巧と】しょに、何の理出もなく、ホみの五位を^がした。巧が、或 H 何 
• かのがに、「いけののう、わみたもは」と云ふ3^をがいてから、どうしても、を 
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れが頭を & れをい。をれ从巧、この夕の脏にだけは、五位が、をく、別人と 

し V 、^るやうに なつた。巧をの不 巧した、 化色の 思い、 閒ののけた五位の 

巧に も、 带間のが寒に、 ベを を巧いた、「人間」が现いてむるからである。こ 

の無位の巧に tr あなの歌を考へる巧に、世の中のずぺてが、をに、本來の 

でミさを S ? •'やうに 巧はれた。 さう し V 、 を八と间 時に、 巧げたホを と、な 

へる巧の15输とが、何となく、一がのがまを、肖かの公に、がへでくれるや 

♦ 

うに思はれた0 . 

しかし、をれ は、 唯このが】 人に、 化つた 3! i •である。かうるふ例外を除け 
ば、 五位は、攸然とし V 、 巧闕の轉巧の 巾に、 犬のやうな生 巧を、 續けてが 
かなければをらなかつた。第】、化には巧げらしい恭 物が 一つんない。靑が 
の水干と、•同じがのお巧とが、一つづつあるが、今では、，てれが上白んで、 
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數とも、がとも、つかないやうなをに、るつてなる。水平は、をれでも、巧 
が少しがもて、かがのがやが巧の色が巧しくなつ V ゐるだけだが、がにな 
ると、巧のあたらのいたみ方が、】通らではない。をのお巧のがから r •下の 
巧もはかをい、がいがが、 W てむるのをおると、口の恐い间がでなくとも、 
巧な卿の巧をホいてむる、化牛のホみを見るやうな、みずぽらしい、むももがず 
る〇をれに、佩てむる太刀も、做る巧ホをいげで、柄のをみも、如何はしけれ 
ば、黒巧の校も、制げか、つてゐる。これが K のががで、だらしなくががを 
3さすちながら、唯でさへ、猫巧なのを、】廢、ををの下に、巧ぐくまつ V 
ものがしさうに、ち右を賊め膊め、きざみ化に、ホくのだから、ながから 
のか巧りまで、冀迦にするのも、お理はをい。現に、かうミふがさへ、わつ 
た0ミミ 
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• ぶる り、 五ながご I 化巧巧を 神 おがの方へゆく巧で、す供が六と人、路ばた 
に裝つで 何に かしてむるのをちた ホが ある。「こまつぶク」でも、がしでむ 
-るのかと 思 《て、後ろから狐いてなると、 何 おかから化つて巧た、ががの首 
へ巧をつけ V 、 がつたな段いたらし V ゐるのであつた。® iil な 五 化は、これ 
まで、何かに时 化をがせる 単が あつても、あたクへおを 兼ね V 、 だ 一巧 も 
をれを巧巧に現はしたホがをい〇が、この時だけは化};|.が子化だと】ぶふので 
巧かか、勇おが 化た。をこで W ホるだけ、 於觀 をつく ク ながら、解かさらし 
い子供の35を叩いて T もぅ、媒をしてやろなされ。がも打たれ、ば、がいて 
のぅ」とがを かけた。ずると、 をの 子供は、 ふク かへ クながら、心 股と 化つ 
て、蔑ずむやうに、 ぢ ス^、五位のまを おた。 をはい 化 所の^ U が 川の地 
じないがに、このぶをなるやうな敵を して、 見たのである。 r いらの!：級主や 


，ろ1 My 


I 


245 




かれたうもをい OJ ， でのす化は、 一 化下らをがら、な巧な解をならせて、かう 
云つた I 做ぢや、この舶？ I めが OJ 五位 化、 この飯が、白みのがをがつたやう 
に、威じた。が、，でれ は、 をつかれて、化がをつたからでは、巧郎ない。 
云はをくともいい举を玄つて、がをかいた円かが、がなくなつたからでわる0 

‘ ^ し*^ザ 、， A ん 

^は、き36が恐いのを、巧しい夕颁.になしながら、默つで、又、神み巧の 
ホへホさ出した。 i では、す供が、六と人、おをホせV、「べつかづかう—を 
したな、がを 5Z したらしてむる。か諭：^すでんながをからない。知つでむた 

にし V も、 をれ が、このお站化のをい五化にとつて、何であらう . 

では、この說^齡人公は、1^、がされる巧にのん、生れでがた人 W で、 
别に柯のががも抑 C " てをいかと 】 K ふと、 さうでもをい。五位は五六ががか 
ら S 脱と•ぶふ巧に、巧がな糾がを巧つてむる•すがとは^のずを巾に巧 A ん 
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で、をれをが巧のホでおた、巧の祭を云ふのでわる。巧がはこれが、お上の 
巧がとして、卜；は巧乗の君の化瞧にさへ、上せられた。化つて、巧五化の如 
さ人閒の口へは、年に】巧、臨時のおの化にしか、はいらない。をの時でさ 
へ、かめるのは、傕にがを巧すに化る巧の少な ' h わる。，でこで芋巧を飽さる 
巧か乂でおたいと一 K ふ舉が、久しい前から、がの唯】のが望になつVゐた。 
か論、化は、それを誰にも記した#がるい。いや彼自身さへ、を，れが、化の 
一生を巧いてむる巧留だとは、 W 白にを薄しなかつたホでわらう。がホ實は 
化が，での巧に、生さでゐるとをつVも、巧支ない巧でわつた。— 


K ふけふ 

-人帆は^ 


巧とし V 、 ホされるか、巧されるいか、わからないが望の巧に、】をを巧げ 
てしまふ。ろの城を巧ふホ！^、畢梵、人化におずるお1$の人に、逊ぎない0 
しかし、五位がホがしてむ た、 「ぞ巧に飽かむ」聲 は、 が外を易に、ホ巧と 
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>ら《 い♦がけ 

をつて、現れた。，でのが終をがかうとをふのが、ず巧の話の目的なのである0 


成がのぶ巧二り、慕がのぶに、所滿な時のおがあつたがのがである。時 
のがは二のな火巧と树リに巧玫關 CI みが、大化 3J: 卜の上述巧を巧いて、が 
ず巧を で、 火巧と別に變クがない。)五化 も、 外の化たもにまじつて、をの巧 
巧のががをした、なげは。まだ化なみのな巧がなくで、巧 お t §、 をの家の化 
が I をに：^^^まつで、をふがになつイむたからである。尤も、大巧に比しいと 
一友つ V もをのがだから、品巧のをい觀にがなみはをい、が、化鬼、が•如 W 卞 
な、 宇治の氷 魚、 近なのが、がの楚巧、おの巧子、燒撕、大おを、大が子、 
小 W す、が、かがなどのがである。唯、をの小に、例のぞががあつた。五化 
はおが、このザ巧を樂しみにしでわる。が、何げも人巧が多いので、ががが 
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か A るのは、 いくらもを い。をれが今がは、かに、少かつた。 さう しておの 


ミ 


せいか、巧時もょ-=^、餘巧ホが巧ぃ。 をこで、 彼は化んでしまったぉの悦を 
しげしげとがめをがら、うすい口がについてむるがを、巧でがいて、誰に云 
ふ ともをく、 「何がになつたら、 これに 饱 ける がかのう」と、かうるつた。 


「大ホ巧は、芋がに飽かれたががないさうな。」 


左位の巧が完らない中に、誰かが、巧をつた。なのわる、が巧な' 

If 巧令ク 


武人ら 


しいおでわる。五位は、巧巧の货を巧げ V 、 脸病らしく、をの人のホをおた 
典のまは、をの巧、同じあがの化がになつで巧た、にが測げをのザ巧巧巧 
仁でわる。肩巧の巧い、みおのがを巧いた、•运しい大巧で、これは、巧巧を 
巧みをがら、雨沿のがを巧ねてむた。 もう 大かが II まは つてゐるらしい0 


A しけと 


で 1 1 


「わなのホを巧ぢやの。」利仁は、おなががをみけたのをなると、お巧とがが 
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とを】つにしたやうな#で、語をおいだ。 r わ巧みなら、巧仁がわ飽かせ巾さ 

う CJ • 

始終、いぢめられてむる义は、たまに 巧を 巧つても、な易にょりつかない。 
お位は、例の、笑ふのか泣くのか、わからないやうな笑勘をして、利むのが 
と、 をの おとを、 等みに見比べてむた。. 

「わいやかな OJ . 


「どぅぢや OJ 

「 . 」 

五位は、をの中に、ホ人のがおが、 n みの上に、集まつてむるのを邀じ出 
した。答へホーつで、义、一同の嘲弄を、巧け々ければならない。ぶは、ど 
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う巧へ V も、お局、が齡にされさうななさへする。化は巧巧した。もし、，で 
の巧に、か手が、少し瓜さうながで、 「わい、 V なら、たつてとは中ずま 
い」^一 K はをかつたなら、荒化成、 W が球で も、 惋と利仁と を、 な比べてむ 
たザでわらう。 

化は、をれを間くと、憔しく巧へた。 

「いや . 恭うご y る OJ 

この邮が^を做いてむたホは、巧、一がに、^がした(「いや、あうござる。」 

-かう をつ V 、五位のが^、巧化るホさへある。巧淵、巧巧倘おを盛つた 

巧がや獻齡の上 じ、 ネくの化たがすやがが齡がが、笑巧^おに、】 しさろ、 
化のやうに恥いた。小で も、 化、がきながで、燃 S ょく、 夕つたのは、巧仁 
なみでわる。 
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「ではをの中は、御巧ひホさう。」さう云ひ々がら、齡は、 もよいと 觀 をし 
かめた。こみ上げて巧る笑とが、か乂だがとが、!^で一つになつた からであ 

るっ「 . しかと、よスしいな OJ 

「ホうござる OJ 

亞位は、 ホくな つて、 をらながら、义 、がの 巧を が載した。一郎が、 今 巧 
も、 笑つたのは、ミ ふまで もなぃ。，でれ ががは甘た さに、わざわざ、がを 巧.加 
した常のホた に まつては、 前よ 6も、 一な 可ちしさうじ巧い棘をゆすつ て、 
哄笑した。この 巧 化の 巧 人は、生ががが 脱を、二つしか •む•巧て なない。一つ 
は、巧を かいホで、 化の一つは、笑 ふホで ある。 

しかし、ホに、巧巧の中*むは、巧なく、この二人をれてしまつた。 これ 
はホによると、かり建もが、たとひ嘶おにしス、.一 M のを、このホ々の 




五化にががさせるのが、お觀だつたからかもおれない。巧に巧、談巧は、を 
れから，でれへとがつで、齡もがい摊少になつたががには、おと一でふ化巧ホが、 
が^のが巧へ、巧巧を入れで巧にあらぅとした結が、】座の巧ホを化めでな- 
た 。が、 五がだけけ、 まるで、 外の瓣が说えないらしい。 恐らくずがのニホ 
が、化のずぺてのお巧を、^^郎してむるからでわらぅ。前に、がすの灸いた 
のが、わつて-^、がをつけない。 i | がのがが、わつでも、口を巧れをい。がが 
は、唯、がおを膝の上へ巧いて、がなひをずるがのやぅに、ぶに化されか、 

つた g のるまで、桃がらしく、上おしながら、何がまでもをになつた黑おの 
说を見つか V 、 多 巧 もな く、が 笑してむるのでわろ。ミ； •• 


こ A ^ I A なだぐ > L 

をれ から、 阿五》たつた H の午前、加巧川の 河巧に 沿つ V 、受巧 口へ 述ふ 




巧ぶ を、 がにげ T を おめ てゆく 二人の 5：； があつた。】人は、砂い！！がががに间 
じをの巧をしで、 打 W のん；：： を gg いた、 r 齡齡くがぐきょき」！^户ある。もぅ 
一人は、みすぼらしい巧がの水ずに、のぶを二つばかり恥ねて巧 わ、 阳 
十が巧の 巧で、これは、 巧の むず び方の、だらしのないががと 一ぶ ひ、 51 娘で 
しかも义のもたらが、が じ W パてむる がずと 云 ひ、がのまは な齡 がの，^ ぽ 
らしいが、がしい。义 も、 が Tti 二人とも、前のはが? U 、 巧のは龄^の 一ニ オ说 
で、 ぶをゆく 巧資 なや 化も、报向いて おる 巧の輪， む^ある。，でのがから、又 
二人、巧のホみにがれまいとして臨いて巧くのは、 狐!； f 齡と輪！<とに 化遂な 
い〇 I これが、利仁と：血化との】巧で あるが は。わざわざ、こ、に 巧るま 
でもをいなであらぅ。 

ミと tf を以を がら、杨巧に 峨れたりで、 n けた舶巧の巧の閒 、が 巧た る 水 
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の邊に、ががれ V むる iS が！を、‘ゆする巧のみもない。如に化 A だ、がの化 
いがは、がのないがに航のかく、がかを H の义ら を、 うけがにむる粒巧の 
怔を期 かすのさへ、*をれと、ぉをが管巧しで。る。巧川の崎ぃなの上 
じ、 ぶに焦げたがががのゃう•な M を、 が々と W し V むるのは、大方、比巧の 
：=：であらう。? では、 をの小に較の& 恥を、 えはゆくりにきらめか甘ながら 
巧を も 加へ ず liw と、 ザ町り を おして、巧くのでわる。 

「どこでござるかな。一を i をつれて巧つて、やらうと仰せられるのは OJ あ位 
が、馴れないホに、ホ綱をかいくらながら、ちつた。 

「すぐ、をこぢや。わ案じになる巧ぶうはない。」 

「すると、巧田口るでござるかな。」 

「まづ、さう巧はれたがょスしからう〇」 
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巧た は、今巧、五化を巧 ふのに、趴^が近くに、^のがいてゐる所が ある 
から、 を こへ巧かうとをつて出て巧たので ある。 新が のぶなは、 をれ をが^ 
うけた。乂しく^巧にはいらないので、齡ががこの閒から、むづ蹤い。 ザお 
の说 まじなつた上に、 入が が的巧れば、 巧 つてもをい、 が 如甘で ある。 かう 
两心って、 巧め、巧 仁が がかせ て永た、 がが の巧に斷 •ツ た。巧が、鱗いをべて 
化 巧まで巧てちると、どうも、利仁はこの躬辦へがるつもらではない らしい ^ 
現に、さうかうしてむ る 中に、栗巧口は がらす ざ 
「粟田口では、ござらの のう OJ 
「いかにも、 もを つと、わをたでな0一 

巧仁は、が笑ををみながら、わざと、五がのがを化ないやうにして、がに 
巧をホませてなる。兩俩の人をは、次第に51になつて、々は、がパとしたを 










ffl の上に、がをあさる^がおえるばかち、山の陰におなつで雲のをも、 K に 
がく齡つてむる。惦れ夕がら、とげ{しい化のかが、股に痛く、ををがし 
V むるのさへ、：£となく抓をい。 

「では、山巧邊ででもござるかな。」 

「山巧は、 これぢや"もをつと•さきで•こざるょ。」 

ぶ巧、さぅ云ふ中に、扣巧も述らずぎた。，でれ所ではない、何かとずる中 
に、^^も化にしで、化を、午少しすぎたがかに化、とぅ："^云舞寺みかへ 
ホた。一二#;寺には、巧仁のおをにしでむる僧がある。二人はをの化を訪ねで" 
ががの^がになつた。をれがずむと、义、巧におつで、ををなぐ。がキは今 
までホたおに i ベるとあに人がが少ない。みにな時は、を賊が、のホに巧む 
した、の铺なが化である。——お化は巧新を】化くしながら、利仁の巧を 
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な > •げるやぅにして、訊ねた。 

「まだ、さきでござるのぅ」 

利仁が夕しわ。媒^をして、，でれをなつけられさぅになつたが^が、が 
おおに かつて、 ずるやぅな が义 である。がの聲へょせたがと、盼 W にたたへ 
た巧两のたるみと が、 笑つてしまはふか、しまふまいかとためらつ てゐ るら 
- しい。さぅして、とぅ-^、かうぶつた。 

「巧はを、な巧まで、 わ逆れ かさぅと、化ぅたの だ やをがら、巧じは 
鞭を ザげて进くのををおさした。 をの 鞭の： 卜 には、倘||として、 か 後の りを 
巧けた近化の糊が义つてゐる〇 
五位は、狼がした？ 

，「れ巧と中ずと> あの勉前のがれでござるかを。わのが^齡の—」 
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亂 だが、かなの 人、 巧ががじのががになつてから， 多く u 、 がが になんで 
ゐると云ふがも、 ^が.^1.レ飢い<ゐないがはない。 が、 をの巧巧まで、ちみ 
をつ * "i て TC 父だら うとは、 个の今4 で、 川心はなかつ た。 巧】、•巧多のリ河 
を齡て V むる S 做の闽 へ、 この迦ら 、權 二人のけ人をつれただけで、どうし 
V 、ががにがかれょう。"^ して、 この 巧は、 が私り旅人が、を賊の巧に、お 

されたと一ぶふ啼 さへ、 船がじある。-•立化は、 於辦 ずる令 うに、 利仁の颜 

を M た。 

「をれは 又、 W 亂 を， が川 ぢ^と•むがれげ、 扣巧)的巧ぢ やと 也がれ •は、 三 
がが。 媒 かが赵前の化れ とは、】 赋 どうしたと 一ぶふがで ござる。 がかから、 
さう 仰せられうなら、下人おな なと、巧つ^ょう ものを。 I か巧とは お 
かを。」 
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五化け、巧どべををがかないばからになつ V 獻バた。もし「ぞ巧に飽か^ I 
おるがの巧糸をか舞しなかつ たとしたら、 化は 恐らく、 をこか ら^れ て、 
巧都へ獨クがつで巧たホで わらう。 - 
「利仁が】人巧るのは、で人ともお旷5ひなされ0お巧の必配は、がぢや OJ 
五位の狼がずるのをおると、利仁は、少し船を嫂め をがら、巧を つた。さ 
うして、則巧巧を齡が甘で、林た廿てホ々觀辦齡を巧に がふと、 やはり、 
をの手から、黑ホの巧弓を うけ 取つて、，でれを松ん^がへ をがら、 斯 にぶっ 
で、巧を進めた。かうなるな上、 I 化が化のない五化は、巧仁のがが に、. 巧 化 
する ょら、 外に化ホがない。を こで、 化は、が船が うに、お 巧と した 邮がの 
巧 巧を 化めながら、うス觉 えの 巧 巧 巧を U の小 じ紙じをじ、 例の 新がを、鞍 
の 前な に、すらつける やうに して、 辦觀ない巧の ホみを、 邮が齡 と？^^と 
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進めてむつた。 - 

巧说のな をず る巧は、巧々たる 黄 茅に な はれで、をの解じぁるが獻 い、 

つめたく、がさを映したま、、このをの午巧を、巧時かをれなら^!^つてしを 

ふかとがはれる。，での巧には、】巧の山度が、：：：に巧い V むるせいか、かが 

やく W 寺 t 残讓の光もなく、おが、つた暗い色を、お々とはをすつてむるが、 

* でれさへぶがたるがおの枯巧に禮られて、二人の從ホの眼には、はいらない 

がが多い。——ずると、利仁が、义が、•五化のホをふな.：3い V 、巧をかけた 
♦ 

「ぁれに、ょい化ホがおつた。な巧への註づけを申さぅ OJ 
五化は利仁のをふお睐が、ょくゎからないので、がホながら、をの^^で抬 
さず方を、獻め V おた。元ょク人のまがおえるやぅな巧ではない。唯、巧佩 
巧か何かの签が、巧木の一,:3らじからみついてむる中を、一がのがが、巧か 
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を毛のをを•がきかけた u に巧しながら、のを 6 の* < なをいて巧く。——と 
思 ふ小に、&は、化た^しくみを挑らせて、； かじ、 どこともなくまらがし 
た。利 仁がをに、 がを 巧ら せて、をの方へ巧をがばし 始 《たからでわる。 五 
化も、われを忘れて、利仁の化を、巧つた。 なホ もか 諭、 迪れ V はなられな 
い。しばらくは、石をがる巧がの臂が、み々とし V 、巧 巧のがけさを破つ V 
むた が、 やがて巧仁が、馬を北めたのをちると、何が、 巧へ たのか、 もう、班 
化の がぶ を 巧んで、 倒に、较の側へ、ぷら でげ てなる。 巧が、 ホれをくをる 
まで、お： S つめた巧で、•でれを巧の下に度い V 、 手化らにしたものでわらう 
お化化、うずいおにたまる巧を、化しく巧きなから、が、をの巧へ巧を乘ら 
つけた。 

「これ、 巧、 ょう诚けょ•」利仁也、化を、なく、眼の，献へ、クるし上げなか 
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ら、わざとか々しい巧をなしてかうをつた。「其方、今むの中に、巧致の利仁 
が巧へをつて、かう申せ。 f 巧仁は、唯今巧に卷人をみして下らうとずる巧ぢ 
や。剛》 、己 時 巧、 巧なのみまで、巧たもを迎ひに遺はし、をれに、巧 aaT 
二ぷ 、ホ かせてをれ。 J よいか、をれるなよ OJ 
を从峯ると共に、利仁は、】 ふら 巧つ V 孤を、进くの*の中へ、 化 4化し 
た0 

「いや、をるわ。をるわ OJ ♦ 
やつと、を S ついた二人のが著は、巧げてゆく巧の巧ホをがめながら、ホ 
をがつて巧し立てた。な案のやうをををしたをの巧の背は、夕 H の中を、ま 
つしぐらに、木のが石くれの化；5々く、何巧までも、走つて巧く。をれが】 
巧のホつ V むる巧から、をにとるやうによくをえた。化をあつてむる中に何 
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時か彼をは、巧巧が採いががを作つて、水の汹れた川床と一つじなる、をの 
了巧上の所へ、出てわたからである。 

「が tt の辄化でござるのう。」 

五化倍、ナィ—ザな巧化と巧巧とを洩らしながら、この®さへ、ががずる 
巧ザらの巧人のがを、今おのやうに、仰いで乂た。自かと利じとの閒に、ど 
れ巧のお縣があるか、，でんなホは、考へる暇がない。唯、が仁のなおに、支が 
がされるががが巧いだけに、，での怠志の中に、ををされる、自みのなをも、 

をれだけ、肖かが巧くやうにをつたホを、も强く选じるだけである。——阿 
謀は、恐らく、かう 一 おふ時に、々自がに生れ V 巧るもので わらう。 巧者は、 

今巧、ホれ•のぶ位の巧巧に、が閒のやうな何物かを見 W しても、をれだけで 
妄にこの巧の人棘を、巧ぶ可さではない。 * - 







紙ち w された化は、などへのか面を、轉げるやぅにしで、がけ下クると > 
水のおい^2^の巧の閒を、默がに、びょいぴょい、哉ぴ趟え"^、今巧は、か 
ろのお巧へ、ぃが^く •すぢかひに、巧け上ツた。恥け上りながら、ふなかへ 
つ V 見ると、自かをが^クじした传の一が は、 ろ だ、 进い傾がの上じ巧を並 
•へてホつでむる。 をれ が、が、!!を输へたおに、小さくをえた巧に乂 n を 
がびたが私とががとが、巧をかんだ巧知の中に描いたょらも、くつきらと、 • 
巧さ上つでむる。 

巧は、齡^めぐらすと、1!^齡がの中を、煎のやぅに、をら山した。- 

】巧は、かパ"^!^7ら巧01のら時はからじ、游おの遊へ來た。化おは琵お渊に 
化んご、ささやかなが巧で、昨 H じ化ず、どんょ6と兹つたをの下に、巧戶 


265 












の巧尾が、巧にもらばつてむるぶかち、悼に生へたがのがの間には、がをの 
健说をょせる御の水面が、巧ぐのををれたがのやうに、さ；；3ざむと贼けてむ 
る0——化なまで巧ると巧仁が、ぶ化をがみでをつた、 

「あれを、巧措じろ。巧どもが、迎ひにをつたげでござる0 し 
見ると、巧转、二ぷの校面巧をホいた•一二二十人の巧たもが、巧に巧，つた 
のもわら、巧步のもわり、皆水干の袖を、を風に湖へして、湖の巧、がの問 
を、】 巧のホへ急いてがる。やがてこれが、牌近くなつたと巧ふと、巧にお 
つてわた護中は C がたぃし く、 巧を 下ら、 徒ホの雄中は、 が 巧に巧巧して、 
いづれも恭 々しく、 利たのホる のを、 げもうけた。 

「やはら、わの化が、使為を巧めたとなえまずのうヴ」 

「性巧、楼化ある巧ぢやて、あの位の川を巧めるのは、何でもござらの。」 
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五位と利仁とが、こんな麟いしでむる中に、一行は、 w 等た もの 待つてゐ 
る所へホた T が St ぢや OJ と、 巧仁が恥をかける。 巧巧と してむたな中が、 忙 
しく立つ V 、ゴ^の巧の口を化る。がに、ずべてが 巧 おになつた。- . 

「化前、巧 おながが、•こざい 3 してな"」 . 

二人が、がから下ら V 、 が齡の上へ、巧を卞すか下さをい中じ、 な 化をの 
革ををた、ががのが等が、巧じの•献へホで、かう一ぶった。 

「巧ぢや o」f II は、 邱等たもの持つて米た、な巧や波瓶を、五位にも勸めな 
がら、 應 巧に巧ひかけ た。 

「されば、ござい3する。が^、ぶがばかろに、が方が俄じ、人必化をお失ひ 
をされましてな T わのれは、脱がの孤だや。^が、废の仰せられたホを、言 
傳て廿うよどに、!^うがつ V *、ょう閒きやれ，！！と、かう仰有るのでございま 
















ずる。さて、 I 间がわがにを クタずると、 ががの仰せられ 寺ず るには、 一も，^ ■ 
唯今巧に巧人をかして、下られょうとする巧ぢや。趴麟が"ななのるま 
で、巧どもを迎ひに巧はし、それに巧巧巧二化ホかせてを八 OJ と、 かう御を 
がばずのでございまずる。」 

「をれは、义、巧有々ホでござるのう。」五なはがだの巧と、郎等の瓣 とを、 
が細らしくち化べながら、兩方にがおを巧へるやうな、をが つた。 

「をれも唯、仰せられるのでは、ござい3せの。さも、赖スしさうに、わな 
とわおへに.をらましてな、 f なれまいど。おれ、ば、おのれが、齡の御巧 
なをうけねばならの OJ と、ひクさ ク なしに、わなさになるのでござい.る Cj 
「して、をれから、か巧した OJ 

「をれから、夕1#なく、わ化みになもましてな。5^:^おの出てを.0>まする時 
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にも、 3 だ、 わ 眼巧には をら のやぅで、ございました。」 

でござるな。」がをのおを M きがると、利仁は•左化を な"^、 巧をらしく 
をつた。「利仁には、巧も巧はれ申すわ。」 

「时ともが！^入る外は、ござら於のう」五化は、ホみを巧さをがら、もよい 
と、觀 Jw 下げ V 、をれから、わざとら しく、 おれたやうに、口を閒いてなせ 
た。が觀には、今、か乂だ巧が、おになつ v ^、 くつついでむる。 


をの H のがの がでわる。 五位は、利じの k の】問に、 が巧巧のれを 哄める 
ともなく、 齡めながら、巧つ かれない、 がの 巧をを だ/\ して、 朋 しでむ た 0 
すると、 がが、 化 巧へ 巧く までに、 亂だや 巧たのな おと、 辦 笑しながら、 
がえ V がたが的、 が^、 お 巧、 ぶは、巧、 木の が、石、 巧火の巧のにほひ一 
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さう IKA も s •か、】つづ、、五位の•わに、巧んでホた。巧に、雀色かのぶの 
中を、やつと、このおへ辿らついて、おがにをしてある、が化のホいおを見 
た時の、ほつとしたん もも、 ——をれ も、々、 かうして、巧てなると、巧い 
巧にんつたおとしか、おはれない。ぶ化け綿の w 五寸もはいつた、巧いろい巧 
乖の下に、楽々と、ぉをのばながら、ぽんやク、われとわががまをお巧した。 

な垂の下にはが仁が巧してくれた、巧色のぶの：91がなのを、一一巧まで雨れ 
て、巧こんでむる。をれだけで も、 どうかす ると、 汗が山かねない巧、がか 
い。，でこへ、夕巧の時に】がやつた、柄の巧が手傅つてなる。れ元の谦一 
つ協てた向うは、巧の巧えた巧をだが、をれも、かう供がとしてなれば、 
少しも巧にならない。 巧 ホが、巧都の自みの苗司にむたがと比べれげ、囊化 
の钻速である。が、をれにも期はら中、化五位の•むには、巧となくおなのと 
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れないがががあつた。巧】、趴趴のわつ VJ 巧くのが、が巧い。しかもをれと 

同をじ.、 がの^ける と 去ふ单が、-芋巧をなふ時になるとるふホか、さう 

が. 一く、ホ y > はならないやうを、•むももがする。さうして义、このネ巧した 二 
つの齡狀が、なにがしなふ批^は、巧巧の斯齡なが化からホる、ををかをい 
おみが、今 H の巧がのやうに、うすら寒く、がえてむる。をれが、巧、 邪巧 
になつて、 g 做の巧かさも、をみじ、眠りを巧ひさうもない。 

すると、外のが S 3 で、巧 か、 大きながを W しるの が、 巧にはいつた。 
巧ドら では、 どうも、がが、を中まで迎へに拍た、 b をの郎等が、何か吿れ 
てむるら しぃ。をのがからびた巧が、を-巧くせぃか、巧々としで、巧5ゃ 
うに、】热•つ、、五位のを じ、 版へるやうな氣さへする。 
r このがの技、ホはれ。巧の M 穀ばさる、には、 W 巧、船芝でに、切 
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n 三寸、長さお尺の がの おを、をおみ、】巧づ 、、がつてがる 齡 じとある。 
おれまいど、卯巧までじだや。一 

をれが、二ご；巧、巧姐されたかと化ふと、やがて、！^のけはひか^んで、 
もた-は、なも元のやうに、靜をがのがになつた。をのがな中に、側齡がの 
油が巧る。ホい巧；91のやうながが、ゆら-^する。五位はが^を j つ、かみ 
つぶして、ズ 、とらとめ のるい、則おは 化ク がした、——护おとをふから 
には、み論芋巧にするおで、持つてホさせるのに如がない、さう化ふと、】 
時、かはなおをか中したゎかげで、をれてむた、さつきがががが、^^の閒 
じか、もにおつてホる。巧に、がょらも、一が 撇く なつたのは、あま A がく 
芋巧じあ6つさゎくをいとミふ•かももで、，でれが、が如辦く、おをのががを 
巧れない。どうもかうをみじ T 芋巧じがかむ」がが、^於となつて、現れて 
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は、がががまで、：一:年と なく、 お觀して、待つでゐたのが、如何にも、無か 
なが SS のやうじ、兒えてしふ。ががる巧なら、何か巧がか巧がなつて、 

县、ずがががめるくなつ'* ■* から、义、をのな盼がなくをつて、今巧は、やつ 
と ，V ^ にあらつける と ミふやう を、 をんなホ賴きに、巧がを违ばせたい。1 

K 1 

こんなへが T こまつぶり」のやうに、ぐる八\一つ巧を巧つでむる中に、 
が巧か、五が ti 、 船の齡れで、ぐつずら、み推しでし寺つた。 

菊巧、^がさめ ると、 なに、僻がの山のザの一件が、おになるので、五化 

W A 

は、何ょ らも 化のが尾の船ピあげてなた。ずると、からない中に、なすごし 
V 、もう舶齡をすざ V むたのでわらう。ががへ化いた、四五巧の長をの上に 
は、ががのやうを巧が、化を、ニーーー千 本、 がにつき財した、な化磬のが化へ 
つかへる 一^、 化の やうに、 巧んでわる。がるとをれ が、巧く、 切ロー ー ー寸、長 
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さお巧の、を力もなく大きい、川のずで あつた。 

五化は、なおさの眼をこす6ながら、巧ど亂が以近い、齡做以巧 i れて、 

呆おと、巧がをち巧した。巧をの恥 g •いは、巧しくがつたらしい獻の 上は 五 
が納ぞをぶっムハっ、かけ逆ねて、らぃ布のがををた若い為がが、何てと 
をく、をのまはらに、動いてむる。化をがきつけるもの、がを巧くもの、が 
•は、巧しぃりまがに、「あまづらみせ乂 J を於んでがの中へ入れるもの.、を W 
ず齡をっくるが巧で、眼のまる程、傍ぃ。を八下から心る gv をの中 
から巧くおなとが、まだ消え巧つてゐる哪がの齡と一つにをつて、が庭】 

面、はゥきらげも ISI ? がめられ夕ぃお、於 g のものがミた中で、； ぃのは、 

烈々とがえ上るをの下の抱がかち、化はなるもの、ザに閒くもの 

<わじげ S ち 

か乂单 巧へでも 巧つ たやぅな巧ぎである。五化は、がおのやぅに、 このが だ 





，を 


を w の芋が、この!2がをおか納をの中で、ず巧になる與を考へた。さぅしで 

♦ 

を； 自かが、をのが織ををふ巧にがから、わざ{、お削のな巧すで旅をしで 

ホたホをあへた。^<^へわげ考へる巧、何】つ、悄おくならをいもの使ない。 ， j 
巧ミ化の郎齡^*'ぺきををは、巧に、心材もぅ、 • ー ザをが巧してしまクたので j 
わる。 - 

をれから、】 巧閒の後、五がは利仁やなの お 仁と がに、 巧飯の化じかつ 巧。 が 
前にあるのは、しがの】斗ばかゎはいるのに、なみ{とがの如くた、へ ^ 

W つみ#9 ■ 

た、破るべさザがでわる。五か^^さつき、わのが攻で税上げた^のずを何十 
人かのおい巧が、紙がをお用に動かしながら、 が 巧から削るやぅに、巧ょく 
切るのを巧た。，でれから、をれ を、 わの下が女た^ が、 ホが左化に知せもが 
つて、 一つのこらす、おが|^がへ、すくつでは人八、ずくつては入れずる 







のをちた。巧後に、，でのかの芋が、 I つもがが'がトーにちえをくなつた時化、 


芋のにほひと、甘巧のにほひとをを乂だ、龄かのお奴の巧か、がバ做とし 
て、蓋の中から、膊れたかの15 へ、お 上つて巧くのをちた。これを、がのあ 
たらにおた彼が、今、巧^入れた斬觀は巧した時、，^だ、2^をつけない中か 
ら 、なに、巧 化をぶじたのは、恐らく、ががもない次巧であらう。—五化 
は、 おを化じして、閒の殺さうじ、!!が巧をがいた。 

「す巧に化かれたホが、ござらのげ な。どう ど、觀ん なくが 上つて!^ さ，^〇」 
かのあ仁は、をを々もに去ひつけて、が 化が つかの巧の巧を 化の 上に ホべ 
さサた。中にはどれも芋がが、がれ ばかろ にはいつて ゐる。五が は眼をつ 
ぷクて、唯でさへホいをを、】が献 くしながら 、巧に斬が ばからの 呼 巧を ホ 
寺」る±巧にずくつて、いや- ながら、 かみ千した。 


了 

2 
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「父も、さうホずぢやて。平に、进ぶは巧お用ぢや OJ 
利じも側から、巧な巧をず、めて、を地恶く义ひながらこんなホを云ふ。 
期つわのは、お位でぁる。がぶのない所を云へば、齡めから芋がは、】!^も 
巧ひたくない。をれを今、巧巧し V 、やつと、提におがだけがげた〇これな 
上、かめば、おをおさない中にもどしてし 或 ふ、 さう かとがつて、かまな け 
れげ、利仁禾巧仁の巧怠を無にずるのも • 亂じでわる。，でこで、化はが^を 
ねぶつて、巧らのザ九を S かの】巧欣み卞した。もうがは、】口も妙 S やう 
がない。 • 

「何とも、添うござつた。もう、十か巧巧も！ J たて。——いみはや、师とも 

♦ 

豕うござつた。」’ 

ム 

五化は、しどスもどスになつ V 、 かう一巧つた。が秋獻つたとなえて、 n お 
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にも、巧の先にも、るとは思はれない巧、巧が、玉になつて•、垂れてむる。 
「これは又、が少なな取だや。が人は、进ぶをされると見えたど。をれ---- 
をの方ども、巧を致して巧る OJ 

をおたもは、な仁の新心つれ V 、巧な提の中から、ザがを、生おにぶなう 
とする。五位は、兩ホをがでもがふやうに®かして、ザに、が退のを を！ がし 
た 0 

「いや、 もう、 十かでござるぃ ，—— 失禮ながら、十かでござる。 J 
* 、し、化が、利仁が、夕が、かふのみのがをおさして、 r あれを妒がじろ」 
とおはなかつたなら、お仁は卿、五化に、ぞ H をず、めて、•まをかつたか 
も、かれをい。•が、幸ひにして、巧じの巧は、】间のががと、 をり W 夕へ 
がつ V むつた。が肌なのがには、下ぶ、朝 H がさしてむる。 さう して、 をの 
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ま ばゆい 光に、がが のいい毛 化を、 巧はせながら、】ぶの狱が 、わとなしく、 

• 、 • 

齡つてむる。なるとをれはゎ利むが亂巧のがで 手 がらにした、^^®^巧 
本の巧姐であつた。 

「恥 SP 、 芋がががしさに、ががしたさうぷ。巧ども、しやつにも、巧をな也 
せてつかはせ。」 ， 

利じのががは、一 in 下に、がはれた。がからとび下らた巧は、なに、巧をで 
ぞがのか ホに、 巧つたので ある。 

お 化は、芋巧を kA でむる化を齡めをがら、化處へホない前の化円みを、 
をつかしく、がが¥でふら巧つた。をれは、がくの化たもにお-弄されてむる 
がでもる％がが k さへ「がぢや。このが齡めが」と> なられでわる彼である。 
をのさめたが おに、 巧巧をつけて、偷がのない化乂のやうに、朱雀大巧をう 
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スついてホく、がい w さ、ががながである。しかし、巧時に义、ぞがに維さ 
たいと1ぶふ欲望を、唯一人大巧に守つてむた、幸福々化である。——がは、 

この上芋がをかまずにすむと一ぶふま也と共に、瑞而のげ が 次第に、巧の先か 
ら、巧いてゆくのを tf じた。蹄れ ては ゐ でも、 巧货の钥 は、 身にしみるみぅ 
に、 風が をい。五 化は傑て、、 巧をわさへると 閒 がに、がの巧にかつて火 さ 
を巧をした。 魏 

-五年八バ- 


羅生門ぉ 










羅生門の後に 

この iU はいつて&る繁は、「巧ホ巧」「な」「化を」を麟いて、火おぁ去 
一接し _がへ斬にして、ががが廿•五がの於がぃたものでわる。さぅして 

を、 がが《もが緊しミる彰「 I が」 に、 一择がされたものバわる。 

この點の 製は、 繫整義が-恥が辭 をる 霞でわつた。!^!!は】 
龍に - K-vVi しか、 がきにがかをぃ。乾は醉 も、" を擦なちま 
ぃで繫 する、 黎養の f は、 i 器で箱の f に厳した。， a けけ 

がこ L らを r に船-がら、とにかく繁するおの山ホたのは、一にぉけ^ 

繫がの•盤にがふ龄がいをぃ。濃齊5ががかががから襲がにが如 

すろ恥のががをいのは、迈化でわる。 







自みは 「 a ! 生巧」 w 前にも、巧つかのがなを巧いてむた。恐らくホぶ化の 
かをも加へたら、この化にんれたものの一岳じは、^つてむたがで あらう 0 

とクじ ミイっ いし •しつ v 々 、<わ- C ぷん し今 ♦か*ク 

が的、 g 袭•ずるな志も、巧ぶずる巧關もをかつた円かは、作みとぶおと化が 
.がとを一みにがねて、をれで3^別不巧にも思はなかつた。がも、が中で一一一^ 
良の r 巧お潮」の同人にをつ V 、が巧を一つ巧をした掌がわる。が、閒もをく 
「巧化が」がすると共に、肖々は又元の油ら义概とはのない乂趴にをつ 
V しまつた。 

をれが巧が一が ばか > 括く ¥に、】が 「帝が 文巧」 の賊倘龄へ鹏 船を がもこ 
A で、近された巧えがあるが、間もなぺ二巧目のが令っと时じ雜^で齡?乎に 
なも、 S 巧目のが义、半が ばか ク巧つで、どうにか H の H をるやうを恥び 
にをつた。をの三巧目が、この中へ入れた rg 逢叫 J である。，でのがあ後^も 


2 





ホく、ががはおに加ま雄がが、緊のおゎがんだとがふがをがぃた。 

巧 vr が、 がんだとがもを r ミで、&《ゎとがふホを閒いたので 
はない、けれどもがが言れだけで獻がでぁった。これが、自かの小錠もぶ人 
器に i おがゎる、3うし V 露がにを r とがもをかったぉでぁる。 

がいで、21 醉の「巧ぉ期」 がを、が脚、器、 化が、自々の支の 和で、 
器された。さうして、をの 裝に皆た「を」 を、 なりが 化に、 ホ巧でぉめ3 
て 瞬た。 これが、 ががの監をががぃのだ繫 された、 さうして器 

がに、 k めてがつた撫めでわる。 。っ ベ， 

がが那なく、ぉ木一-一望口がの辭にょっで、「ずがぶ「巧小な」にな巧し 

ゎが、看為」器の賢に慕したのは、斬ろ室」にがげられミを」ザ 

をが V 齡めとずるのでわる。 勺 







自かが、な上のホをこの！^の齡に恥したのは、これらの g 狀をがいた斬の 
自々をがかでも自かに記がしたかつたからは W ならない。；獻の齡 gK が^ 

る麗、繫の舶きは、 .2\1>^繫する難がぁかでぁらぅ。 g 、 がが 

* ふちい じぶん ミ じに乂 A & 

はおホます*--^自からしい泌を、自か. らしくホく ことによ つてり み、 ががを 

6とも髮，し b もを*皆ミミ i で、緊繫の裳 r 靈辭と 

ミひ、がお•巧おと 一 でふん解の那きは、脈れもががにとっては觀スが觀な贼が 
たるにがぎない。をれらのが亂によっも齡がれる難、ががの料口が僻がが 

<ん56い A んじ♦ん I クてクじしん >ク> 

が 明でが « だとは、到庇自信するみ氣が ないからである。 

巧がじ自かは、旅に自がを靴辦しががしてくれる「巧ぶお」の齡にがし 
て、なめてがかのををましたいとおふ。この斜の如さも、躬^齡趴りがによ 

って——郎がージ繫として髮をぃおがをががもっゃぅもがぁ 
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るかもがれない。さぅをれば、紙が自がはがおである。が、さぅならなくと 

も；^をしも影でをぃををぃ。がて度去‘をがせるをでゎる。 

大ぶ六が五月 

が川髓么か 
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义♦壬おお巧巧巧お 

巧を文學講話 だ為 ^4.2 


度ホ义學の一大巧 B 
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J - 11! J —1 t ! H ! EJf ILr I >;f I 

义學そ三上節巧氏巧巧并がみ氏を 
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